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財ஂ๏人京都府埋蔵文化財調査研究センターはত࿨56年４月に設立され、本年

度で૑立30年をܴえました。この間、౰調査研究センターでは京都府内のެڞ事

業に൐う埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。౰センターの業຿の਱行

にあたりましては、օ様方のご理ղとごྗڠをࣀり、ްく御礼ਃし上げます。

本書はʰ京都府遺跡調査報告集ʱとして、平成21年度に京都府流Ҭ下水道事຿

所のґཔを受けて࣮施した椋ノ木遺跡、平成21・22年度に京都府建設交通部のґ

པを受けて࣮施した中山城跡、八幡木津線道路整備促進事業関連遺跡（下馬遺跡、

片山遺跡、鞍岡山古墳群）、平成21・22年度に国土交通ল近ـ地方整備ہのґཔ

を受けて࣮施した丹波綾部道路関係遺跡（井脇城跡）、平成22年度に京都府建設交

通部のґཔを受けて࣮施した長岡京跡右京第994次・井ノ内遺跡の発掘調査報告

を収録したものです。本書がֶज़研究のࢿྉとして、また、地Ҭの埋蔵文化財΁

の関心と理ղをਂめるうえで、ご׆用いただければ޾いです。

発掘調査をґཔされた国土交通ল近ـ地方整備ہと京都府建設交通部、京都府

流Ҭ下水道事຿所をはじめ、京都府ڭҭҕһ会・舞鶴市ڭҭҕһ会・長岡京市ڭ

ҭҕһ会・（財）長岡京市埋蔵文化財センター・京丹波町ڭҭҕһ会・精華町ڭҭ

ҕһ会などの֤関係機関、ならびに調査にごࢀՃ、ごྗڠいただきましたଟくの

方ʑにްく御礼ਃし上げます。

平成ù3年３月

財ஂ๏人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

理 事 長　　上 ా ਖ਼ ত　　
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１ɽ本書に収めた報告は下記のとおりである。

　中山城跡第５・６次

　平成21・22年度丹波綾部道路関係遺跡　井脇城跡

　長岡京跡右京第994次（7"/(,T-4地区）・井ノ内遺跡

　平成21・22年度八幡木津線道路整備促進事業関連遺跡　下馬遺跡・片山遺跡・鞍岡山古墳群

　椋ノ木遺跡第８次

２ɽ遺跡の所在地、調査期間、経අෛ୲者および報告のࣥච者は下දのとおりである。

遺　跡　名 所　在　地 調査期間 経අෛ୲者 ࣥච者
１. 中山城跡第５・６

次
舞鶴市中山地内 平成21年11月17日～12

月22日、平成22年４月
６日～10月８日

京都府建設交通部 ҏ໺近෋

２. 丹波綾部道路関係
遺跡　井脇城跡

船井郡京丹波町井脇瀧
谷

平成21年10月22日～平
成22年２月25日、平成
22年５月６日～̓月６
日

国土交通ল近ـ地
方整備ہ

一थ௶ࠇ

３ɽ 長岡京跡右京第994
次・井ノ内遺跡

長岡京市井ノ内頭本・
今里蓮ヶ糸

平成22年４月26日～８
月27日

京都府建設交通部 竹井࣏༤

４ɽ 八幡木津線道路整
備促進事業関連遺
跡　下馬遺跡・片
山遺跡・鞍岡山古
墳群

相楽郡精華町下狛小字
下馬・片山・砂川

平成21年̓月21日～平
成22年２月23日、平成
22年５月25日～８月12
日（前半期）

京都府建設交通部 竹原一඙

５ɽ 椋ノ木遺跡第８次 相楽郡精華町下狛小字
椋ノ木ほか

平成21年11月26日～平
成22年３月４日

京都府流Ҭ下水道
事຿所

村ా࿨߂

３ɽ本書で࢖用している࠲ඪは、原ଇとして世界測地系国土࠲ඪ第６࠲ඪ系によっており、方

位は࠲ඪの北をさす。また、国土地理院発行地形ਤの方位は経度の北をさす。

４ɽ本書の編集は、調査第２՝調査୲౰者の編集原Ҋをもとに、調査第１՝ࢿྉ係が行った。

５ɽ現৔ࣸ真は主として調査୲౰者がࡱӨし、遺物ࡱӨは、調査第１՝ࢿྉ係主೚調査һా中

জが行った。
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ਤ ൛ ໨ 次

̍ɽதࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍

ਤ൛第１ （1）第５次調査地上ۭから水間を๬む（南西から）

 （2）調査地શܠ（西から）

ਤ൛第２ （1）第１ʵ１トϨンνશܠ（東から）
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 （2）第１ʵ１トϨンνから建部山を๬む（北西から）

 （3）第１ʵ１トϨンν土૚断面（南西から）

ਤ൛第３ （1）第１ʵ２トϨンνશܠ（北から）

 （2）第１ʵ１・１ʵ２トϨンνશܠ（北西から）

 （3）第１ʵ１トϨンνと切岸２（西から）

ਤ൛第４ （1）第２トϨンν上部શܠ（南西から）

 （2）第２トϨンν下部土૚断面（南西から）

 （3）第３トϨンνશܠ（東から）

ਤ൛第５ （1）第３トϨンν土૚断面（北東から）

 （2）第４・８トϨンν調査前（北から）

 （3）第５トϨンν上部土૚断面（南西から）

ਤ൛第６ （1）第６ʵ１トϨンνશܠ（西から）

 （2）第̓トϨンν土師器皿出土ঢ়گ（東から）

 （3）第８トϨンνશܠ（北から）

ਤ൛第̓ （1）第６次調査地上ۭから༝良川上流を๬む（北西から）

 （2）調査地શܠ上 （ۭ上が東）

ਤ൛第８ （1）郭１ʵ１調査前શܠ（南から）

 （2）郭１ʵ１調査地શܠ（北から）

ਤ൛第̕ （1）郭１ʵ１掘立柱建物跡１શܠ（北から）

 （2）郭１ʵ１掘立柱建物跡２શܠ（北から）

 （3）郭１ʵ１掘立柱建物跡３શܠ（北西から）

ਤ൛第10 （1）郭１ʵ１掘立柱建物跡４શܠ（南西から）

 （2）郭１ʵ１調査ঢ়گ（北から）

 （3）郭１ʵ１柵１（東から）

ਤ൛第11 （1）郭１ʵ１掘立柱建物跡１柱穴（北東から）

 （2）郭１ʵ１掘立柱建物跡２柱穴（西から）

 （3）郭１ʵ１・１ʵ２土૚断面（西から）

ਤ൛第12 （1）郭１ʵ２南部柱穴શܠ（南から）

 （2）郭１ʵ２南部柱穴શܠ（北から）

ਤ൛第13 （1）切岸１、郭１ʵ２શܠ（北から）

 （2）切岸１、郭１ʵ２北部શܠ（北から）

 （3）切岸１と郭１ʵ１との断ちׂり（南から）

ਤ൛第14 （1）切岸１と郭１ʵ２との断ちׂり（南から）

 （2）郭１ʵ２桟敷ঢ়建物跡のૅ石（南から）

 （3）郭１ʵ２桟敷ঢ়建物跡のૅ石（南から）
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ਤ൛第15 （1）郭１ʵ１南の東部（北から）

 （2）郭１ʵ１南の西部（西から）

ਤ൛第16 （1）郭１ʵ１南柵２（西から）

 （2）郭１ʵ１南下૚（北から）

 （3）郭１ʵ１南下૚柱穴（北から）

ਤ൛第17 （1）郭１ʵ１南鞐（こはͥ）出土ঢ়گ（北西から）

 （2）郭１ʵ５શܠ（西から）

 （3）堀切下部、ਆ社階段部෼（南東から）

ਤ൛第18 （1）堀切、郭１ʵ１北斜面（北から）

 （2）堀切、郭１ʵ１北斜面（東から）

ਤ൛第19 （1）郭１ʵ１北斜面のઓ国時代の道（北西から）

 （2）ઓ国時代の道（北西から）

 （3）郭１ʵ１北斜面の土૚断面（西から）

ਤ൛第20 （1）郭１ʵ３શܠ（北から）

 （2）郭１ʵ３掘立柱建物跡５（東から）

ਤ൛第21 （1）郭１ʵ３掘立柱建物跡５北部柱穴（南西から）

 （2）郭１ʵ３掘立柱建物跡５南部柱穴（東から）

 （3）郭１ʵ３掘立柱建物跡５南部柱穴（東から）

ਤ൛第22 （1）切岸２掘࡟ঢ়گ（南から）

 （2）切岸２南部（南西から）

ਤ൛第23 （1）郭１ʵ４北部（東から）

 （2）郭１ʵ４北部（南から）

ਤ൛第24 （1）郭１ʵ４南部（南から）

 （2）郭１ʵ４下૚遺物出土ঢ়گ（北から）

 （3）郭１ʵ４下૚ฑ頭出土ঢ়گ（西から）

ਤ൛第25 （1）郭１ʵ４中ԝ部શܠ（西から）

 （2）郭１ʵ４掘立柱建物跡６（北から）

ਤ൛第26 （1）第５次出土遺物

 （2）第５次出土遺物（ཪ面）

ਤ൛第27 （1）第６次出土遺物１

 （2）第６次出土遺物１（ཪ面）

ਤ൛第28 （1）第６次出土遺物２

 （2）第６次出土遺物２（ཪ面）

ਤ൛第29 （1）第６次出土遺物３

 （2）第６次出土遺物３（ཪ面）
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ਤ൛第30 （1）第６次出土遺物４

 （2）第６次出土遺物５

̎ɽ୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡

ਤ൛第１ （1）井脇城跡શܠ（南東から）

 （2）井脇城跡શܠ（北から）

ਤ൛第２ （1）井脇城跡શܠ（北東から）

 （2）̖ 地区શܠ掘࡟前（北東から）

ਤ൛第３ （1）̗ 地区掘࡟ঢ়گ（南西から）

 （2）̗ 地区南西半掘࡟ঢ়گ（北東から）

 （3）̗ 地区北東半ؠ൫（南から）

ਤ൛第４ （1）̘ 地区掘࡟前ঢ়گ（南西から）

 （2）̘ 地区掘࡟ঢ়گ（南西から）

 （3）̘ 地区掘࡟面（南西から）

ਤ൛第５ （1）̖ 地区曲輪掘࡟前（北から）

 （2）̖ 地区曲輪掘࡟ঢ়گ（北から）

 （3）̖ 地区曲輪掘ྃ׬࡟ঢ়گ（北から）

ਤ൛第６ （1）̖ ・̘地区શܠ（北東から）

 （2）̖ 地区曲輪頂部（北東から）

ਤ൛第̓ （1）̖ ・̘地区શܠ（西から）

 （2）̖ ・̘地区શ̖ܠ地区掘ྃ׬࡟後（北から）

ਤ൛第８ ̖地区曲輪શܠ掘ྃ׬࡟後（北から）

ਤ൛第̕ ̖地区曲輪શܠ掘ྃ׬࡟後（西から）

ਤ൛第10 （1）̖ 地区曲輪શܠ掘ྃ׬࡟後（東から）

 （2）̖ 地区曲輪શܠ掘ྃ׬࡟後（上が西）

ਤ൛第11 （1）̖ 地区曲輪西側（西から）

 （2）̖ 地区土塁内瓦質土器出土ঢ়گ（東から）

 （3）̖ 地区西側斜面ٴび土塁断面（南から）

ਤ൛第12 （1）̖ 地区土塁中ԝ部断ちׂり断面（南から）

 （2）̖ 地区土塁中ԝ部断ちׂり断面（南東から）

ਤ൛第13 （1）̖ 地区土塁北側断面᛽石混ೖঢ়گ（東から）

 （2）̖ 地区土塁掘࡟আڈ後（東から）

 （3）̖ 地区土塁掘࡟আڈ後（南から）

ਤ൛第14 （1）̖ 地区曲輪北側断面（東から）

 （2）̖ 地区曲輪南側断面（東から）
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 （3）̖ 地区曲輪南側斜面断ちׂり（南から）

ਤ൛第15 （1）̖ 地区曲輪北東斜面掘࡟ঢ়گ（北東から）

 （2）̖ 地区曲輪北東斜面掘࡟ঢ়گ（北東から）

 （3）̖ 地区曲輪北東۱置石検出ঢ়گ（北から）

ਤ൛第16 （1）瓦質土器片（右端は土塁内出土）

 （2）瓦質土器片ཪ面

 （3）煙管、ං前系磁器࿶片

̏ɽ௕Ԭ京跡ӈ京第��4࣍ɾҪϊ಺遺跡

ਤ൛第１ （1）２・３トϨンν調査前શܠ（南から）

 （2）１トϨンν竪穴式住居跡̨̝01・02検出ঢ়گ（南東から）

 （3）１トϨンν竪穴式住居跡̨̝02遺物出土ঢ়گ（上が東）

ਤ൛第２ （1）１トϨンν溝̨̙04શܠ（南東から）

 （2）１トϨンν北น内溝̨̙04土૚ଯ積ঢ়گ（南西から）

 （3）２トϨンν南半部શܠ（北から）

ਤ൛第３ （1）２トϨンν掘立柱建物跡̨̗01શܠ（北から）

 （2）２トϨンν掘立柱建物跡̨̗01ʵ̥６検出ঢ়گ（東から）

 （3）２トϨンν掘立柱建物跡̨̗01ʵ̥２内土૚ଯ積ঢ়گ（南東から）

ਤ൛第４ （1）２トϨンν北半部શܠ（南から）

 （2）２トϨンν掘立柱建物跡̨̗03શܠ（南から）

 （3）２トϨンν北半部柱穴群検出ঢ়گ（南から）

ਤ൛第５ （1）３トϨンνશܠ（西から）

 （2）３トϨンν溝̨̙07検出ঢ়گ（南西から）

 （3）３トϨンν柱穴検出ঢ়گ（南から）

ਤ൛第６ 出土遺物

̐ɽീ഼໦௡ઢಓ࿏੔උଅਐؔۀࣄ࿈遺跡

ਤ൛第１ （1）下馬遺跡調査地ԕܠ（南から）

 （2）下馬遺跡調査地ԕܠ（東から）

ਤ൛第２ （1）下馬遺跡調査地ԕܠ（西から）

 （2）下馬遺跡調査地શܠ（上が北）

ਤ൛第３ （1）下馬遺跡・片山遺跡ԕܠ（南東から）

 （2）̖ １地区શܠ（西から）

 （3）̖ １地区西部શܠ（南から）

ਤ൛第４ （1）̖ １地区河川跡̨̧125縄文土器出土ঢ়گ（東から）
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 （2）̖ １地区東部શܠ（西から）

 （3）̖ １地区瓦ཷり̨̭120શܠ（南から）

ਤ൛第５ （1）̖ １地区炉跡̨̭121炭૚検出ঢ়گ（東から）

 （2）̖ １地区炉跡̨̭121શܠ（東から）

 （3）̖ １地区井戸̨̚129શܠ（南から）

ਤ൛第６ （1）̖ １地区શܠ（右が北）

 （2）̖ ２・３地区શܠ（上が北）

ਤ൛第̓ （1）̖ ２地区શܠ（南西から）

 （2）̖ ２地区掘立柱建物跡̨̗58શܠ（西から）

 （3）̖ ３地区શܠ（北東から）

ਤ൛第８ （1）̖ ３地区河川跡̨̧16શܠ（西から）

 （2）̖ ３地区北น内河川跡̨̧16ଯ積土૚（南西から）

 （3）̖ ３地区河川跡̨̧16ఈ面平ළ出土ঢ়گ（南から）

ਤ൛第̕ （1）̗ １地区શܠ（右が北）

 （2）̙ １・２地区શܠ（上が北）

ਤ൛第10 （1）̙ １・２地区શܠ（南から）

 （2）̙ １・２地区શܠ（北から）

ਤ൛第11 （1）̗ １地区શܠ（北西から）

 （2）̗ １地区掘立柱建物跡̨̗132・133શܠ（北から）

 （3）̙ １地区遺構検出ঢ়گ（東から）

ਤ൛第12 （1）̙ １地区掘立柱建物跡̨̗134、柵列̨̖03・57、土坑̨̠23શܠ（東から）

 （2）̙ １地区掘立柱建物跡̨̗135、柵列̨̖30、土坑̨̠36શܠ（東から）

 （3）̙ １地区溝ঢ়遺構̨̭02શܠ（東から）

ਤ൛第13 （1）̙ １地区溝ঢ়遺構̨̭02（東から）

 （2）̙ １地区溝ঢ়遺構̨̭02第１区と第２区間の水口（東から）

 （3）̙ １地区溝ঢ়遺構̨̭02第２区中ԝ൞土૚断面（東から）

ਤ൛第14 （1）̙ １地区土坑̨̠23શܠ（南から）

 （2）̙ １地区柱穴̥44・97根石検出ঢ়گ（南西から）

 （3）̙ １地区柱穴̥107根石検出ঢ়گ（南東から）

ਤ൛第15 （1）̙ ２地区શܠ（西から）

 （2）̙ ２地区溝ঢ়遺構̨̭02第４・５区શܠ（北から）

 （3）̙ ２地区地区掘立柱建物跡̨̗55શܠ（南から）

ਤ൛第16 （1）̙ ２地区井戸̨̚54井戸࿮ࡐ検出ঢ়گ（西から）

 （2）̙ ２地区井戸̨̚54井戸࿮（北西から）

 （3）̙ ２地区井戸̨̚32શܠ（南東から）
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ਤ൛第17 （1）第３トϨンνશܠ（西から）

 （2）第４トϨンνશܠ（東から）

 （3）第５トϨンνશܠ（東から）

ਤ൛第18 （1）第６トϨンνશܠ（南から）

 （2）第22トϨンνશܠ（南から）

 （3）第23トϨンνશܠ（東から）

ਤ൛第19 （1）第24トϨンνશܠ（東から）

 （2）第25トϨンνશܠ（東から）

 （3）第26トϨンνશܠ（東から）

ਤ൛第20 （1）片山遺跡̖１地区શܠ（東から）

 （2）̖ １地区શܠ（右が北）

ਤ൛第21 （1）片山遺跡̖１地区શܠ（北から）

 （2）̖ １地区掘立柱建物跡̨̗01・02検出ঢ়گ（東から）

 （3）̖ １地区土坑̨̠20શܠ（南から）

ਤ൛第22 （1）̖ 地఺調査前（南から）

 （2）̖ 地఺トϨンν調査ঢ়گ（南西から）

 （3）̖ 地఺࠷高所トϨンν地山検出ঢ়گ（南東から）

ਤ൛第23 （1）̙ ３地区શܠ（南東から）

 （2）̙ ３地区井戸̨̚312検出ঢ়گ（北から）

 （3）̙ ４地区上૚遺構面શܠ（北から）

ਤ൛第24 （1）̙ ４地区柵列̨̖340શܠ（南から）

 （2）̙ ４地区柵列̨̖340શܠ（西から）

 （3）̙ ４地区下૚遺構面શܠ（北から）

ਤ൛第25 （1）̙ ４地区下૚遺構面શܠ（西から）

 （2）̙ ４地区井戸̨̚328શܠ（南西から）

 （3）̙ ４地区溝̨̙339શܠ（北東から）

ਤ൛第26 （1）̖ ２地区શܠ（南から）

 （2）̖ ２地区શܠ（北から）

 （3）̖ ２地区掘立柱建物跡群検出ঢ়گ（北から）

ਤ൛第27 （1）̖ ２地区掘立柱建物跡̨̗04શܠ（南から）

 （2）̖ ２地区土坑̨̭202શܠ（南から）

 （3）̖ ２地区土坑̨̭202土師器皿群出土ঢ়گ（東から）

ਤ൛第28 出土遺物１

ਤ൛第29 出土遺物２

ਤ൛第30 出土遺物３
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̑ɽໆϊ໦遺跡第̔࣍

ਤ൛第１ （1）調査地ԕܠ（北から）

 （2）調査地ԕܠ（西から）

ਤ൛第２ （1）̖ トϨンνԕܠ（北から）

 （2）̗ トϨンνશܠ（ࠨが北）

ਤ൛第３ （1）̖ トϨンν調査前（北西から）

 （2）̖ トϨンνॏ機掘࡟

 （3）̖ トϨンν作業෩ܠ（南東から）

ਤ൛第４ （1）̖ トϨンν第１遺構面（北から）

 （2）̖ トϨンν第１遺構面（東から）

 （3）̖ トϨンν第１遺構面土坑̨̭01周辺（北から）

ਤ൛第５ （1）̖ トϨンν第１遺構面土坑̨̭01内焼土坑̰・̱検出ঢ়گ（西から）

 （2）̖ トϨンν第１遺構面土坑̨̭01内焼土坑̰・̱׬掘ঢ়گ（西から）

 （3）̖ トϨンν第１遺構面土坑̨̠02（東から）

ਤ൛第６ （1）̖ トϨンν第１遺構面土坑̨̠04（東から）

 （2）̖ トϨンν第１遺構面ピット̥101遺物出土ঢ়گ（西から）

 （3）̖ トϨンν第２遺構面（北から）

ਤ൛第̓ （1）̖ トϨンν第２遺構面（東から）

 （2）̖ トϨンν第２遺構面ピット̥90検出ঢ়گ（西から）

 （3）̖ トϨンν第２遺構面ピット̥90遺物出土ঢ়گ（西から）

ਤ൛第８ （1）̖ トϨンν第３遺構面（北から）

 （2）̖ トϨンν第３遺構面（東から）

 （3）̖ トϨンν東น土૚断面（西から）

ਤ൛第̕ （1）̗ トϨンν調査前（北西から）

 （2）̗ トϨンνॏ機掘࡟（南東から）

 （3）̗ トϨンν第１遺構面（北から）

ਤ൛第10 （1）̗ トϨンν西น土૚断面（北東から）

 （2）̗ トϨンν第２遺構面（北から）

 （3）̗ トϨンν埋め໭しऴ （ྃ北から）

ਤ൛第11 （1）̖ トϨンν土坑̨̭01出土遺物

 （2）̖ トϨンν鍛冶関連遺物

ਤ൛第12 （1）̖ トϨンν溝̨̙03出土遺物

 （2）̖ トϨンνピット̥90出土遺物
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１.中山城跡第５・６次発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

今回の発掘調査は、一ൠ府道西ਆ࡚上東線の֦෯に൐う西ਆ࡚上東線地方道路交෇ۚ業຿ҕୗ

に係わる調査として、京都府建設交通部のґཔを受けて࣮施した。

中山城跡は、舞鶴市中山ほかに所在する。༝良川東岸に面したࡉ長い丘陵上に築かれたઓ国時

代の山城として஌られていた。中山城の主郭は北側にあり、そこから南΁̓か所の郭（平坦面）で

城は構成されている。中山城は北から４番໨から̓番໨の郭を、ա４ڈ回調査しており
ㅭ㉅１ㅮ

、ઓ国時

代の城に൐う土塁３৚と郭（平坦面）１か所および安土౧山時代からߐ戸時代にかけての火૴ุや

土ᆮุが̕基確認されている。また、土塁やۭ堀も確認されている。

ここで報告するのは、第５次と第６次の調査成果である。第５次調査の調査ൣ囲は、主郭から

南΁３番໨の郭の西斜面および、その下である。調査の結果、自然地形を人޻తに改変している

こと、ઓ国時代の遺物が出土しઓ国時代の山城の一部であることが判明した。第６次調査では、

この成果を受けて、遺構が確認された郭１ʵ１から1ʵ５の５か所、さらに、人޻తにՃ޻され

た斜面である切
ㆌ㇊ㆍ㆗

岸を調査した。

現地調査に౰たっては、京都府ڭҭҕһ会、舞鶴市ڭҭҕһ会、京都府建設交通部、京都府中

丹東土木事຿所の関係機関ならびに地ݩ自࣏会のྗڠをಘた。ここに記してँײのҙに代えます。

なお、本報告はҏ໺がࣥචした。

޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長　ං後ݱ

࢘第３係長事຿औѻ　石井清װ஍調査୲౰ऀ　調査第２՝主ݱ

 ಉ　次੮૯ׅ調査һ　ҏ໺近෋

調 査 ৔ ॴ 舞鶴市中山地内

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ 第５次　平成21年11月17日～ 12月22日

 第６次　平成22年４月６日～ 10月８日

調 査 ໘ ੵ 第５次　320㎡

 第６次　1,800㎡

　

̎ɽҐஔͱڥ؀

舞鶴市中山城跡は、丹後半ౡの東の෇け根からやや東側のւ岸近くに位置している。そこには、

京都北部࠷大の河川である༝良川が日本ւに஫いでおり、中山城は河口から5.5km上流の東岸に

所在する。現在、༝良川にかかる八Ӣ橋があり、その東٧めの山頂にある。

城が所在する山は、ඪ高約60mで、༝良川に沿った南北にࡉ長い独立丘陵ঢ়をなしているが、
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南端のଧӽಕをհして、௿い丘陵は南東方向΁とଓき、建部山に接ଓしている。建部山は西舞鶴

地Ҭを見下ろすことができるඪ高315mの山である。南北ே期からઓ国時代にかけて城が築造さ

れていたということである。中山城の位置は東はएڱに通じ、西は宮津に通じ、南は京都にଓく

交通の要所である。

丹後のઓ国時代について֓؍すると、この地のकޢは一৭氏であった。記録に࢒る丹後一৭氏

は、ॳ代がຬ （ൣ1368 ～ 1409）である。建部山城を城としているが、࣮ଶはෆ明である。丹後の

कޢは一৭氏から山名氏や෢ా氏などに代わっているが、1500年代における名໨上のकޢは一৭

氏であった。このࠒにएڱから෢ా氏が߈めೖっており、一時期ࢧ഑されたようである。

舞鶴市Ҭでの城ؗの発掘調査は、８遺跡で࣮施されている。༝良川流Ҭでは大ມ城跡が調査さ

れており、16世紀のঢ়گが判明している。中山城に関するಉ時代の文ݙはない。周辺に関する࢙

ྉからは、Ӭਖ਼17（1520）年にന井清Ӂがएڱの෢ాݩ৴から、水間村のࢧ഑を໋じられている。

水間村は中山村の隣村である。ఱ文 （̓1538）年に水間でઓいがあり、ന井清Ӂが෢ాݩ৴から、

第１ਤ　中山城跡周辺城ؗ跡෼෍ਤ（国土地理院 1/50,000 舞鶴）
 １.中山城跡 　２.建部山城跡  ３.ా辺城跡 ４.Ѫౠ山城跡 ５.福井城跡
 ６.福井ࢧ城跡 　̓.高໺༝里城跡 ８.Ҿ土（஡ӓ山）城跡
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഑下でࢧ෢ా氏のڱを༪められている。このように༝良川河口の東岸は、16世紀前༿にはएޭ܉

あった可能性がある。しかし、今回報告するように、出土した土師器皿は16世紀前半でもऴわり

の時期のものであり、また、もっとも地Ҭ৭が認められる土師器皿は京都系であり、एڱのӨڹ

は認められない。ただし、今回の調査地での結果であり、もっとも水間村に近い主郭周辺はະ調

第２ਤ　中山城跡શମਤ
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査であり、今後検証がඞ要である。

記ʱをはじめ、いくつかの文書を૯合తに検౼すると、一৭氏が܉戸時代に書かれたʰ一৭ߐ

城主であった1579年、৫ా৴長のࢦ示で丹後に߈めೖったࡉ川౻޹・஧興、および明ஐޫलの連

合܉によって、まず、建部山城がഁられ、一৭ٛ道は中山城にಀげ込んだものの、中山城は落城

したようである。その後は、ࡉ川氏の部下であったপా清Ԇが城主であったようで、1600年ある

いは1602年に主܅のࡉ川氏が۝भの小倉にҠったときに、পా氏は主܅とಉ行した。後ड़するが、

城の出土遺物が1600年ॳ頭の౜津焼きを࠷後にҎ後の時期のものが出土しないことと合கする。

中山城跡に関する研究としてはʰ日本城郭ମ系ʱ
ㅭ㉅２ㅮ

がもっとも古く、ついで、村ాम三氏による

第３ਤ　第１～４次調査トϨンν഑置ਤ
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見ղが八Ӣެ民ؗ発行のʰ八Ӣのれきしʱ
ㅭ㉅３ㅮ

にࡌっている。それによれば、ʮこれらの郭はಉ時期

にશ部が׬成したのではなく、ඞ要にԠじ、ॱ次築造されたものであろう。山城としては中級ఔ

度の規模ʯであるとしている。࠷近ではʰ舞鶴の山城ʱ
ㅭ㉅４ㅮ

でৄࡉに঺հされている。

上記の研究成果をまとめるとҎ下のとおりである。中山城跡は南北300m、東西100mの丘陵高

所（ඪ高約60ｍ）のൣ囲に̓か所の郭を設け、その西側の１段下がったか所にもࠊ曲輪（郭）を഑置

した、中規模ఔ度の山城である。建部山城（ඪ高約315ｍ）を主城と考えれば、中山城は北側のक

りの࠷前線に位置したࢧ城であるといえる。一৭氏が南北ே期から丹後に੎ྗを৳ばしたࡍに、

この建部山城を築城したとされているが、その౰否はともかく、室町時代の段階にಀげ城として

築城され、この２つの城が有機తに結びつき、ઓ国時代にঃʑに城のମࡋを整えていったという

のが、࣮৘であろう。

なお、h 舞鶴の山城ʱの見ղは、中山城は南北にԆびた尾根を10本の堀切でः断し、14か所Ҏ

上の曲輪਺を有する大規模な遺構を࢒し、舞鶴市内では５か所を大規模城ؗとしてධՁしている

が、その１つであるという。これらの大規模城ؗの城主は、कޢ、कޢ代や国人Ϋϥεあるいは

在地ྖ主連合のໍ主であったと推定している。ただし、城の構造としては曲輪の構成に連ଓ性が

なく、縄ுりにまとまりがないのが特௃であるとしている。

今回調査した地఺には中山（城山）八幡ਆ社があった。いつ建造されたのかはෆ明であるが、h八

Ӣのれきしʱによれば、h 丹ᄚ府࢙ʱఱอ12（1841）年に城山八幡と記ࡌされ、地ݩでもҎ前は城

山八幡とݺんでいた。h Ճࠤ郡寺社町在چ記ʱڗอ16（1731）年には中山の氏ਆについては৮れら

れていない。現在のࡇਆは༪ా࿨໋ؾとఱ御中主໋である。山城の築城によって八幡ਆがकޢਆ

として᛾られ、ഇ城後、氏ਆとなったのではないかと考えている。山城の急ࡔを一直線にొる石

段があった。明࣏຤期ࠒまではこの਺े段の石段を村人がଠޑやぐらを୲いで一ؾにҾき上げた

という。中の段には土ඨがあったが、八Ӣ橋のՍ設によって今はなくなっている。

̏ɽաڈͷ調査

中山城の発掘調査は今回の報告が５・６次調査のものである。ত࿨57年度が第１次調査で、ত

࿨58年度が第２次調査である。この２度の調査は、中山城の南端でおこなわれた。城としての設

備は堀切が１৚認められ、この堀切をڥに、やせ尾根の南側で安土౧山時代ころの火૴ุ15基、

その北側で土ᆮุが13基確認されている。出土遺物は׮Ӭ通ሟのほか、मݧ道のम行者などが࢖

うऎ৛などが土ᆮุの中に埋納されていた。火૴ุについては地ݩの఻ঝでは、1579年の一৭氏

と明ஐ・ࡉ川連合܉とのઓいで、ࢮ๢した෢কのุとされている。

第３次調査は平成18年度に行われた。この調査では城の南部に６か所のトϨンνを設定した。

調査の結果、南端で３本の土塁を確認した。࠷高所の平坦面では堀跡らしきࠟ跡を確認し、一段

௿い中山八幡ਆ社のある平坦面では建物跡とࢥわれる柱穴を確認した。また、焼土も確認した。

第４次調査は平成19年度に行われた。この調査では第３次調査で確認した土塁部෼を調査し、

その結果、３本の土塁と、１か所の平坦面を確認した。第１・２次調査のଓきの平坦面では、ߐ
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戸時代の土ᆮุを確認し、出土遺物は׮Ӭ通ሟのほか、मݧ道のम行者などが࢖うऎ৛などが発

掘された。ุは合13ܭ基確認された。h 八Ӣのྺ࢙ʱによれば、঵Ӣ寺のྺ代住৬のุではない

かと推定している。この平坦面の北側は３ｍほどの段ࠩがあり、三日月ঢ়の平坦面があった。こ

の西端に直径約２ｍ、高さ0.6ｍの土ᰴ頭があった。調査したところ東西２ｍ、南北2.3ｍの長方

形の土坑（ุ̨̭07）があった。ਂさは１ｍであった。土坑の中ԝの下部には38఺の鉄釘が認めら

れた。この一部をਤ示した。釘の中ԝに木質が࢒っており、その年輪方向から木製のശに࢖用さ

れたと推定する。また、小ഁ片ではあるが、ࠎ片があった。ࣃのഁ片もあった。それҎ֎に瓦質

すりുの小ഁ片が１఺とમ՟６఺があった。મ՟の種ྨはʮݩ๛通ሟʯ（ॳர年1078年Ҏ下ಉじ）

３枚、ʮݩסॏሟʯ（758年）、ʮ੟૙ݩሟʯ（1101年）、ʮߑ෢通ሟʯ（1368年）で、すべて中国મであ

第４ਤ　ุ̨̭07平・断面ਤ
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る。鉄釘は第４ਤに෮原したように、0.6ｍの方形に集中しており、そのঢ়گから方形のശに遺

ମを埋納していた可能性が高い。瓦質すりുはઓ国時代のもので、もっとも新しいʮߑ෢通ሟʯ

でも15世紀であり、このุはઓ国時代のものである可能性が高い。しかも、調査成果によれば一

度造り替えられた城の南端に存在することから、城の࠷ऴ段階である1579年から1600年ごろまで

に築造された可能性が高い。

第５ਤ　第４次調査出土遺物࣮測ਤ
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̐ɽ第̑࣍調査

̍ʣ͸͡Ίʹ

中山城の主郭は北端にあり、そこから南΁３つ໨の郭が郭１ʵ１である。その西側の１段下が

ったところが郭１ʵ２、さらに西側の１段下がったところが郭１ʵ３で、ここに中山（城山）八幡

ਆ社がある。調査は郭１ʵ１の西斜面（切岸１）と郭１ʵ２およびその西斜面（切岸２）、さらに郭

１ʵ３のൣ囲に８か所のトϨンνを設けて࣮施した。調査前は木ʑがໜるྛであった。थ木െ࠾

後、人ྗにより掘࡟を開࢝した。

土૚は単७で、ද土直下に୶׊৭砂質土があり、その下に੺׊৭砂᛽土があり、その下に地山

である੺׊৭᛽土がある。地山のද面は෩化していた。

̎ʣ֤ τϨϯνͷ調査

第̍τϨϯν　郭１ʵ３の南端に設定したトϨンνで、２か所に෼かれる。東側を第１ʵ１ト

Ϩンν、西側を第１ʵ２トϨンνとݺশする。

第１ʵ１トϨンνは地形にଈして設定したので、平面は୆形である。北辺̓ｍ、南辺４ｍ、西

辺４ｍ、東辺3.6ｍである。東側はすぐ੺׊৭᛽土の地山が࿐出した。もともとの地形は東側が

高く、西側に܏斜するものであり、また、南側に大きく܏斜する地形でもあった。このように、

基本తには南西方向に܏斜する地形であったのだが、平坦面を֦ுするため、東側を࡟り、西側

΁੝土したのである。南端は地山をগし掘り࢒して、土塁ঢ়にしていた。西端はਂさ0.7ｍで、

第６ਤ　第５次調査ൣ囲ਤ
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下面から16世紀の土師器皿が出土した。ද土および҉׊৭土にはߐ戸時代後期Ҏ߱の遺物をؚん

でいることから、（城山）八幡ਆ社を建設するときに੝り土したと推定する。ઓ国時代の地面は３

૚（੺׊৭砂᛽土）の上面と、その下面の地山上面の２面が認められる。地山上面で16世紀の土師

器皿が出土した。

第１ʵ２トϨンνの平面は長方形である。東西1.5m、南北4.8ｍである。上૚は҉׊৭土で、

下૚は੺׊৭砂᛽土である。地山（੺׊৭᛽土）は南側が高く࢒されていた。この南にދ口が想定

されるが、大木があり、掘࡟できなかった。

第̎τϨϯν　郭１ʵ２と郭１ʵ３との間の斜面（切岸２）に設定した。トϨンνの平面は長方

形で、東西̓m、南北１ｍである。調査の都合上、中位のところでトϨンνを෼けた。トϨンν

上半部の上૚は҉׊৭土で、下૚は地山でԫ׊৭砂᛽土である。地山を45度に࡟り、防御施設（切

岸）を形成していた。トϨンν下半部のද土はԫ׊৭砂᛽土（地山）の２次ଯ積૚で、下૚は地山

第̓ਤ　第１ʵ１トϨンν平・断面ਤ
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である。ここからはમ՟が１枚出土した。

第̏τϨϯν　郭１ʵ２の南端に設定

した。第３次調査の第５トϨンνが中ԝ

部でॏ複している。地形にଈして設定し

たので、平面は୆形である。北辺４ｍ、

南辺5.2ｍ、西辺4.6ｍ、東辺6.4ｍである。

上૚は҉׊৭土૚で、下૚は҉ԫ׊৭砂

᛽土૚である。遺物はなかった。

第̐τϨϯν　郭１ʵ１と郭１ʵ２と

の間の斜面（切岸１）に設定した。平面は

ほ΅長方形であるが南側のほうがڱい。

北辺６ｍ、南辺2.4ｍ、西辺22ｍ、東辺

22ｍである。地山を45度に࡟り、防御施

設（切岸）を形成していた。上૚は҉׊৭

土૚で、下૚は҉੺׊৭砂᛽土૚である。

第̑τϨϯν　郭１ʵ２と郭１ʵ３と

の間の斜面（切岸２）に設定した。平面は

長方形である。東西5.6m、南北１ｍであ

る。上૚は҉׊৭土૚で、下૚は୶ԫ׊

৭砂᛽土૚である。地山を45度に࡟り、

防御施設（切岸２）を形成していた。ここから土師器皿が出土した。

第̒τϨϯν　郭１ʵ２と郭１ʵ３との間の斜面に設定した。斜面を上がる山道があったので、

トϨンνはこれをڥに上下２か所に෼け、上側を第６ʵ１、下側を第６ʵ２トϨンνとݺশする。

第６ʵ１トϨンνの平面は長方形である。東西2.6m、南北１ｍである。上૚は҉׊৭土૚で、

下૚はԫ׊৭砂᛽土૚である。土師器皿や中国製છ෇けが出土した。

第６ʵ２トϨンνの平面は長方形である。東西3.4m、南北１ｍである。上૚は҉׊৭土૚で、

下૚は地山でԫ׊৭土૚である。地山を45度に࡟り、防御施設（切岸）を形成していた。土師器皿

や中国製છ෇けが出土した。

第̓τϨϯν　郭１ʵ２と郭１ʵ３との間の斜面に設定した。平面は長方形である。東西

10m、南北１ｍである。上૚は明׊৭砂᛽土૚で、下૚は੺׊৭砂᛽土૚である。ඪ高51.9mの

地఺がやや؇斜面となっており、෯４ｍ、Ԟ行き２ｍの広৔を造っていた。このほかは地山を45

度に࡟り、防御施設（切岸２）を形成していた。ここでは、中国製છ෇けやઓ国時代の土師器が出

土した。

第̔τϨϯν　郭１ʵ１と郭１ʵ２との間の斜面（切岸１）に設定した。第４トϨンνと接して

いる。平面はほ΅長方形であるが北側のほうがڱい。北辺５ｍ、南辺６ｍ、西辺22ｍ、東辺21ｍ

第８ਤ　第１ʵ２トϨンν平・断面ਤ
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である。上૚は҉׊৭土૚で、下૚は੺׊৭砂᛽土૚である。現ঢ়では斜面の్中に෯１～２ｍ

の平坦面を造っており、ଳ曲輪ঢ়となっていたが、్中でࢭまっており、あまり機能తとはいえ

ない。ここでは、中国製છ෇けや古墳時代の須恵器が出土した。

̏ʣग़౔遺෺

１・２は須恵器ഋ֖である。ఱ井部を一部ܽଛしている。１は口径14.0Dm、現存の器高3.6Dm

である。２は口径14.0Dm、現存の器高3.3Dmである。いずれも口ԑ部は回సφσ、ఱ井部は回స

ϔϥέズリである。৭調はփ׊৭で、଻土にはඍྔのന৭砂をؚむ。これらは第８トϨンνから

出土した。

３・４は須恵器ഋ਎である。下半部をܽଛしている。３は口ԑ端部をܽଛしている。推定口径

13.4Dm、器高3.6Dmである。４は口径12.7Dm、器高3.6Dmである。いずれも口ԑ部は回సφσ、

ମ部下半部は回సϔϥέズリである。৭調はփ׊৭で、଻土にはඍྔのന৭砂をؚむ。受け部は

ややୀ化しており６世紀中༿のものである。これらは第８トϨンνから出土した。

５・６は中国製છ෇けである。下半部をܽଛしている。５は口径12.0Dm、現存の器高3.2Dmで

ある。ややくすんだന৭のᬵにコόルトでೱい੨৭のՖ模様をඳいている。５の断面には࣫が෇

ணしており、࢖用時にഁଛしたものを接ணしम෮している。これらは第６ʵ１トϨンνから出土

した。̓は中国製ന磁ഋである。下半部をܽଛしている。ᬵはややくすんだന৭である。第６ʵ

２トϨンνから出土した。５～̓は16世紀のものである。

８は鉄製品である。両端をܽଛしている。断面は上が平坦で、下がઑっており、おそらく౛ࢠ

第̕ਤ　第２トϨンν断面ਤ
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の一部である。現存長2.1Dmである。第５トϨンνから出土した。

̕は土師器皿である。口径7.4Dm、器高1.7Dmである。てづくͶ成形であるので、ମ部にはϢ

Ϗԡさえのࠟがある。଻土はີで、１mmఔ度のന৭砂をؚむ。焼成はೈ、৭調は୶׊৭である。

内面には༉ԍࠟがある。第８トϨンνから出土した。

10は土師器皿である。ఈ部をܽଛし

ている。てづくͶ成形である。口ԑ部

はϤコφσである。口径14.0Dm、現存

の器高2.5Dmである。଻土はີで、焼

成はೈ、৭調は୶׊৭である。第̓ト

Ϩンνから出土した。平安京ࠨ京内હ

町編年の̨̙168タイϓで16世紀中༿

のものである。

11は土師質のૉ地に֟৭のᬵༀをつ

けた౮明皿である。口径10.6Dm、器高

第10ਤ　第３トϨンν平・断面ਤ

第11ਤ　第４トϨンν断面ਤ
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第12ਤ　第５～̓トϨンν断面ਤ
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1.8Dmである。׬形品である。口ԑ部の一部に小さな半ԁ形のಥىをつけている。౮明心を安定

させるものである。内面にはϋέ໨が施されている。見込みの端には௜線が施されており、18世

紀のものである。

12・13は౮明皿である。12は口径6.6Dm、器高1.6Dmで、13は口径6.4Dm、器高1.4Dmである。

ఈ部は糸きりで18世紀のものである。11・12は第６ʵ２トϨンνから出土した。13は第４トϨン

第13ਤ　第５次調査遺物出土地఺ਤ

第14ਤ　第８トϨンν断面ਤ
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νから出土した。

14はમ՟である。ʮ׮Ӭ通ሟʯである。直径2.3Dmである。第１ʵ２トϨンνから出土した。15

は中国製છ෇࿶である。Ֆ文を施す。16は中国製છ෇࿶である。碁ਠఈタイϓである。17は陶器

すりുである。内面に۳ඳきのすり໨を施す。৭調はᒵ׊৭で、焼きしまっている。なお、小ഁ

片なのでਤ示できなかったが、第１ʵ１トϨンνの下૚から16世紀の土師器皿が出土した。

̐ʣখ݁

調査の結果、ઓ国時代の陶磁器が出土したことや、人޻తに斜面を45度に࡟り、防御施設（切岸）

を構築していたことから、山城であることが確認できた。また、古墳時代の須恵器が出土したこ

とから、࠷高所にかつて古墳があった可能性が出てきた。

̑ɽ第̒࣍調査

̍ʣ͸͡Ίʹ

今回の発掘調査は、南北に長い城の南半部の広い曲輪周辺で行った。城の中心（主郭）はこの地

఺の２つ北側の尾根の頂఺と考えられる。調査地の࠷高地఺・ඪ高60ｍ෇近には、南北40ｍ、東

西17ｍのࡉ長い平坦面からなる郭１ʵ１がある。その南は１ｍほど下がっており、郭１ʵ１南と

名づけた。࣮ࡍの࢖用方๏は郭１ʵ１と一ମのものであろう。これらの西側斜面には階段ঢ়に３

つの郭（郭１ʵ２、郭１ʵ３、郭１ʵ４）を造り、防御をݻめていた。郭１ʵ２は෯がڱく、ଳ曲

輪として࢖用されたと考えられる。郭１ʵ４はڱい郭であるのでࠊ曲輪として࢖用されたらしい。

郭１ʵ１の東側の１段下がったところにも郭１ʵ５を造っていた。これもڱい郭であるのでࠊ曲

第15ਤ　第５次調査出土遺物࣮測ਤ
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第16ਤ　第６次調査ൣ囲ਤ

輪として࢖用されたらしい。郭と郭との間は人޻తな斜面である切岸が造られていた。

̎ʣݕग़遺ߏ

ֲ̍ʵ̍　南側が広い୆形である。北辺は10.5ｍ、南辺は19.5ｍ、長さ36.9ｍである。東端に

ついては調査ൣ囲から֎れており、遺構の有ແは確認できなかった。平坦面を調査した結果

10Dmఔ度掘࡟すると地山が確認できた。แؚ૚はԫ׊৭砂᛽土૚で、地山はಉ৭か、੺׊৭砂

᛽土૚であった。北端には柵１が作られていた。柱穴は直径15 ～ 25Dm、ਂさ５～ 30Dmである。

東端は確認できなかったが、さらに東側にまで作られていたと推測する。西端は南にંれている。

郭１ʵ１の西端はগしۼんでおり、ここに北から進ೖできる道があった。ৄࡉは後ड़する。
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第17ਤ　郭１ʵ１、郭１ʵ１南南北断面ਤ
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その南で掘立柱建物跡４棟を確認した。掘立柱建物跡１と掘立柱建物跡２は南北にฒんでおり、

掘立柱建物跡３と掘立柱建物跡４はこれらの建物の南にあり、東西にฒんで検出した。

۷ཱபݐ෺跡̍　࡟平がܹしく柱穴が࢒っていないか所がଟいが、おそらく東西２間、南北４

間と推定する。本来あるべき11か所の柱穴のうち、８か所が確認された。柱掘形の平面はԁ形で、

直径0.3 ～ 0.4ｍである。෮原した平面形はやや࿪な長方形である。北辺が3.68ｍ、南辺が3.26ｍ、

西辺6.4ｍ、東辺6.06ｍである。西辺の柱間ੇ๏は北から2.4ｍ、1.72ｍ、2.28ｍ（１間ෆ明）である。

埋土はԫ׊৭砂質土で、ਂさは２～ 10Dmఔ度である。出土遺物はなかった。

第18ਤ　郭１ʵ１、郭１ʵ１南、郭１ʵ５東西断面ਤ
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第19ਤ　郭１ʵ１～郭１ʵ３平面ਤ
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۷ཱபݐ෺跡̎　東西２間、南北５間で、西ኈと北ኈをもつ。平面はԁ形で、਎屋の柱の直径

0.2ｍ、ኈの柱は0.15ｍである。北辺が6.08ｍ、南辺が6.0ｍ、西辺8.16ｍ、東辺8.96ｍである。西

辺の柱間ੇ๏は北から1.92ｍ、1.76ｍ、1.68ｍ、3.36ｍである。埋土はԫ׊৭砂᛽土で、ਂさは10

～ 30Dmఔ度である。出土遺物はなかった。

۷ཱபݐ෺跡̏　東西２間、南北２間の૯柱建物跡である。柱穴の平面はԁ形で、直径0.3 ～

0.4ｍである。北辺が4.56ｍ、南辺が3.52ｍ、西辺4.24ｍ、東辺4.64ｍである。西辺の柱間ੇ๏は北

から2.4ｍ、1.8ｍである。࿪な建物である。出土遺物はなかった。

۷ཱபݐ෺跡̐　東西２間、南北２間の૯柱建物跡である。柱穴の平面はԁ形で、直径0.2 ～

第20ਤ　掘立柱建物跡１࣮測ਤ
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0.3ｍである。北辺が3.36ｍ、南辺が4.24ｍ、西辺4.0ｍ、東辺4.0ｍである。西辺の柱間ੇ๏は北か

ら2.08ｍ、1.92ｍである。࿪な建物である。出土遺物はなかった。

ງ੾　郭１ʵ１の北側には隣の郭΁ଓくやせ尾根がある。そこに向けて切岸があり、さらに堀

切も認められた。地දからの࡯؍で確認できる෯は上端で8.2ｍである。さらに北側には、掘り

。した土塁ঢ়の高まり、堀切があり、北から３番໨の郭΁とଓく࢒

さて、土塁ঢ়の高まりは地山を掘り࢒したものだが、堀切も土塁中ԝに向かうか所は෯１～２

ｍだけ地山を掘り࢒していた。いわΏる土橋を形成していたようである。これは、地ද࡯؍の結

果から判断した。そこから、斜めに道（෯0.5ｍ）が造られ、郭１ʵ１の北西部΁上がるようにな

っていた。

第22ਤ　掘立柱建物跡３࣮測ਤ
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また、堀切は尾根に直交する形で造られていたが、西側は丘陵ෲ部に沿うように北西から南東

方向に山を࡟って、人޻తな切岸を築造していた。出土遺物はなかった。

郭１ʵ１の北西۱で確認されたʮ-ʯ字ঢ়に۶ંする。柱穴の掘形は直径は0.2　̍ࡤ ～ 0.3ｍ、

ਂさは0.2 ～ 0.5ｍである。埋め土はԫ׊৭砂᛽土である。郭の北辺に沿って10か所の柱穴をもつ。

長さは5.8ｍである。その中ԝ部は北側の郭にଓく地఺となる。西端で郭１ʵ１から切岸１΁南

側に۶ંする。柱穴は６か所で、長さは6.6ｍである。南端ではさらに西側に۶ંし、郭１ʵ２

の平坦面に設置されている。柱穴は４か所で、長さは2.2ｍである。郭１ʵ２の下૚は人޻తな

斜面である切岸１であることから、この施設は城が造り替えられた後の施設と判断される。

෺跡　柵１の南側にある。郭１ʵ１で１か所の柱穴を確認した。郭１ʵ２・切岸１でݐෑঢ়ࢅ

はૅ石２か所を確認した。これらがつながって１つの建物を構成していたと考えられる。郭１ʵ

第23ਤ　掘立柱建物跡４࣮測ਤ
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２のૅ石の内、北側のものは、ޒ

輪ౝの地輪をస用したものであ

る。１辺25Dmの方形で、ްさは

23Dmである。ࡐ質はՖቋؠであ

る。それをཪฦしにして࢖用し

ていた。１面にはᑓ字がࠁまれ

ており、ʮ（Ξ）ʯと書かれていた。

ҙຯは北をදす。南側のૅ石は

川 原 石 で あ る。 長 さ35Dm、 ෯

20Dm、ްさ５Dmである。２石の

཭は3.6ｍであった。南側のૅڑ

石 と ૊ み 合 う 柱 穴 は、 直 径 は

20Dm、ਂさは12Dmである。そのڑ཭は1.7ｍである。北側のૅ石に൐う柱穴は木株によって֧ཚ

され、確認できなかったが、これらを一ମのものと考えれば、郭１ʵ１から༝良川に向かって西

にுり出した桟敷あるいは舞୆のような施設が想定できる。柱をਾえるためૅ石は小さく、高௿

第25ਤ　郭１ʵ１南下૚断ちׂり断面ਤ
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ࠩのある郭の高所部෼は掘立柱建

物用の柱穴であるが、これも小規

模なものである。これらのことか

ら、簡ศな施設であったと推測す

る。また、。ૅ石と掘立柱建物用柱

穴を併用したことは、山頂でもあ

り、ڧ෩で౗յしないようにした

ためではないだろうか。こういっ

た఺から、この施設は城が造り替

えられた後の施設と判断される。

この部෼とは൓ରの丘陵南端で

は郭１ʵ１南を造成していた。

ֲ̍ʵ̍ೆ　平面形は、北辺16.8

ｍ、南辺18.6ｍ、西辺9.6ｍ、東辺

5.7ｍの୆形である。ඪ高は57.5ｍ

である。南と東にはٯʮ̡ʯ字ঢ়

に۶ંする柵２が作られていた。

下૚を調査したところさらに南側

に柵３が検出された。また、丘陵

南西部の平面形は本来はؙいもの

であったが、自然地形に40Dmほど

੝り土され、方形に整えられてい

る。

南辺８か所、東辺４か所　̎ࡤ

の柱穴をもつ。柱掘形の直径は20

～ 40Dm、ਂさは20 ～ 60Dmである。

ද土下のԫ׊৭砂᛽土から掘り込

まれている。

南西のみ確認できた。西　̏ࡤ

辺２か所、南辺４か所の柱をもつ。

柱掘形の直径は20 ～ 30Dm、ਂさ

は20 ～ 30DmҎ上である。ԫ׊৭

砂᛽土の下から掘り込まれていた。

ֲ̍ʵ̎　郭１ʵ２は郭１ʵ１の西側に造成した平坦面である。郭１ʵ２の平面形は、南北

47.6ｍ、東西7.3 ～ 5.4ｍの北にڱまる୆形である。ඪ高53.2 ～ 55.5ｍの地఺にある。北側が高く、

第28ਤ　郭１ʵ４断面ਤ
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南側が௿い。調査前は୆形であったが、調査の結果北部は、切岸１となっていた段階があり、そ

の後、土が੝られ、ࡉい平坦地が造られ、そこに先ड़の桟敷ঢ়施設のૅ石が置かれた。なお、੝

り土の中にଟ਺の古墳時代の須恵器片がแؚされていたので、おそらく郭１ʵ１北部に古墳があ

り、それを࡟平した結果であろう。南部では਺か所のピットが検出されたが、建物や柵列として

まとまったものはなかった。おそらく、ฌ࢜がたむろするଳ曲輪として࢖用されたと推定する。

ֲ̍ʵ̏　郭１ʵ３の平面形は、南北45ｍ、東西６～ 10ｍの北にڱくなる୆形である。ඪ高

第30ਤ　郭１ʵ５平面ਤ
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44 ～ 45ｍの地఺にある。調査前には北端に中山八幡ਆ社の社఼があった。また、南端には物置

小屋があった。下૚を調査した結果、郭の中ԝ部で掘立柱建物跡５を検出した。

۷ཱபݐ෺跡̑　東西３間、南北２間である。平面はԁ形で、柱穴の直径0.2 ～ 0.4ｍである。

北辺が6.24ｍ、南辺が6.32ｍ、西辺3.8ｍ、東辺3.94ｍである。西辺の柱間ੇ๏は北から1.7ｍ、2.1

ｍである。北辺の柱間ੇ๏は西から1.8ｍ、2.72ｍ、1.72ｍである。埋め土には焼土をؚみ、҉׊

৭土である。郭の中ԝ部にあり、また、東西棟であることから郭の෯をڱめている。

ֲ̍ʵ̐　もっとも西側にある郭である。南北1.4ｍ、東西２～５ｍの両側にڱまる୆形をな

している。ඪ高は30.8ｍと௿い。丘陵の斜面を࡟り、下に土を置いて平坦面を造っている。郭の

中ԝ部に東西１間、南北１間の掘立柱建物６が建てられていた。上૚は҉׊৭土૚（چද土と流土）

で、下૚は҉׊৭砂質೪土૚である。トϨンνは地形に沿って北側が෯４ｍと広く、南側は෯

0.6ｍとڱい。

۷ཱபݐ෺跡̒　東西１間、南北１間の掘立柱建物跡である。柱掘形の平面はԁ形で、直径

0.2 ～ 0.4ｍである。北辺2.16ｍ、西辺2.0ｍ、南辺2.0ｍ、東辺2.32ｍで、やや࿪な建物である。埋

め土は҉׊৭砂質土で、ਂさは0.6 ～ 0.7ｍであり、ඇৗにਂい。したがって、高い建物が想定で

第32ਤ　断ちׂり断面ਤ
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き、この৔所から༝良川が一๬できることから、見ுりのための建物が想定できる。

ֲ̍ʵ̑　郭１ʵ１南の斜面下にある。ඪ高55.2ｍで、郭１ʵ１南より2.2ｍ௿い位置に自然地

形の斜面を࡟り、平坦面を造成していた。南北7.2ｍ、東西4.6ｍの方形である。一部は調査地֎

であるので、トϨンνは東西12ｍ、南北6.5ｍのൣ囲に設定した。掘࡟した結果、すぐ地山とな

った。南側は自然の܏斜面であった。北側は三֯形ঢ়に࡟られており、下側から上がる道として

用されていたかもしれない。ただし、郭１ʵ１北側斜面で確認されたような෯0.5ｍの直線త࢖

な道ではなく、自然の地形のԜತをར用した簡ศなものである。

৓ͷ଄੒　Ҏ上の調査結果を検౼すると、城は１度造り替えられたことがわかる。古い時期を

第１期、新しい時期を第２期とする。

第̍ظ　郭１ʵ１の北部は建物１があり、南側に建物３があった。これは、埋め土が砂質土で

平࡟は、柱穴のਂさがほとんどないほどڌ通していることによる。建物１をこの時期とした根ڞ

されていることがあげられる。つまり、かつて、਺ेDm高かった地形を࡟ったことでこのよう

なঢ়گになったと考えるのである。切岸１や郭１ʵ２などで須恵器が出土したことは、建物１近

辺に古墳が存在していたことを示している。それを、第２期に࡟ったと推定する。郭１ʵ２の北

部は平坦面はなく切岸であった。また、郭１ʵ１南と郭１ʵ３の南西部は自然地形のままであっ

た。なお、郭１ʵ１南の南西部には柵３を設置している。

第̎ظ　郭１ʵ１の北部は建物２と建物４があった。これは、埋め土が砂᛽土でڞ通している

第33ਤ　中山城跡変ભ֓೦ਤ
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ことによる。北部を࡟り、平坦面を造り、その丘陵端から西側には桟敷あるいは舞୆をுり出し

ていた。この施設のૅ石をਾえるため郭１ʵ２・切岸１の北部を੝り土し、平坦面を造っていた。

柵１と道はこの段階の施設である。郭１ʵ１南と郭１ʵ３の南西部に੝り土をして、۱を方形に

ுり出した。৫๛期城郭にみられるやりかたである。郭１ʵ１南の南端と東端には柵２が作られ

ていた。

̏ʣग़౔遺෺

遺物は整理ശ̓ശ෼が出土した。土師器皿、陶器ᙈ、瓦器ു、中国製ന磁・੨磁、鉄製品、銅

製品、碁石などଟ種にわたる。小ഁ片ではあるが400఺Ҏ上が出土した。中世の山城としてはそ

の出土਺はଟい。遺物のほとんどはද土掘࡟時に出土したもので、遺構に൐うものはほとんどな

い。

遺物の出土ঢ়گを見ると、郭１ʵ１ではほとんど出土せず、西側の斜面である切岸１の北部で

集中తに出土した。種ྨは土師器皿、丹波焼ᙈ・すりു、ӽ前焼ു、ඒೱ・੉戸ఱ໨஡࿸、中国

製છ෇け・ന磁皿などである。郭１ʵ１南では、土師器皿や中国製છ෇け・੨磁࿶などのほか、

ႀの部品である鞐ߕ
㆓ㆯ㆜

が出土した。もっともଟく出土したのは郭１ʵ４である。土師器皿と、瓦質

すりു、丹波焼ᙈ、中国製のന磁皿・࿶、છ෇け皿・࿶、౛のฑ頭や、鉄釘などがある。出土遺

物の年代؍より、ઓ国時代の後半（16世紀前半）に城は造られ、16世紀後༿に平坦地を広げて造り

替えたようである。もっとも新しい遺物は1600年前後の౜津焼や土師器皿である。

１・２は須恵器である。いずれも切岸１の北部から出土した。１は須恵器ഋ֖である。ఱ井部

はܽଛしている。口径16.2Dm、現存器高3.6Dmである。֎面は回సφσである。଻土は良で、焼

成はややೈである。৭調はփ৭である。２は須恵器ഋ਎である。口ԑ部は回సφσである。口径

15.2Dm、現存器高2.4Dmである。受け部はୀ化してやや௿くなっているので６世紀中༿のもので

ある。

３は銅製のΩセルである。ٵい口の直径0.5Dm、長さ7.2Dmである。郭１ʵ１の北西部のද土

から出土した。ߐ戸時代である。

４～̓は鉄釘である。いずれもࡺびており、下半部はܽଛしている。長さは2.8 ～ 4.5Dm、෯

は0.6 ～ 1.4Dmである。４は郭１ʵ１の北西部、５は郭１ʵ１西部中ԝ、６は郭１ʵ１西南部か

ら出土した。8 ～ 10は鉄製品である。用్はෆ明である。８は郭１ʵ４から出土した。̕は郭１

ʵ１南西北部から出土した。10は郭１ʵ１南東北部から出土した。

11は銅製の鞐
㆓ㆯ㆜

である。平面形はϨンズঢ়である。２か所にԁ形の穴を開けている。長さ3.2Dm、

中ԝ部の෯0.8Dm、両端はઑっている。ްさ0.3Dm、ްさは平൘である。ඥを通すԁ形の穴は直

径0.8Dmである。ߕႀの಑巻きとݞ౰などをつなぐࡍに࢖用するものである。郭１ʵ１南の西北

部から出土した。12は銅製の౛のฑ頭である。平面はପԁ形で、断面は౛のฑにかͿせるため、ʮコʯ

の字となっている。長さ4.5Dm、෯1.4Dm、両端はࡉくなっているがؙまる。ްさは0.3Dm、かͿ

せるため両端のްさは0.9Dmである。郭１ʵ４のトϨンν東辺の中ԝ部の地山直上の҉׊৭土૚

から出土した。
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13はന磁小ഋである。内֎面ともന৭に施ᬵされている。֎面はՖ形である。ܕԡし成形で、

内面は平׈である。口径4.1Dm、器高1.4Dmである。郭１ʵ４のද土૚から出土した。14はന磁

小ഋである。内֎面ともന৭に施ᬵされている。高୆を施す。口径4.9Dm、器高1.5Dmである。

郭１ʵ３から出土した。15は中国製ന磁皿である。口ԑ部はܽଛしている。࡟りだし高୆である。

高୆径5.8Dm、現存の器高は1.2Dmである。郭１ʵ１東部中ԝから出土した。16は中国製ന磁皿

である。口ԑ部はܽଛしている。࡟りだし高୆である。શ面施ᬵしているが、৞み෇けのみ࿐଻

である。高୆径3.3Dm、現存の器高は1.1Dmである。郭１ʵ４の஡׊৭土૚から出土した。17は

中国製ന磁皿である。ᬵ調はփ৭がかるന৭である。口ԑ部はܽଛしている。࡟りだし高୆であ

る。高୆径6.8Dm、現存の器高は2.2Dmである。郭１ʵ４のԫ׊৭砂質土૚から出土した。18は

中国製ന磁皿である。ᬵ調はփ৭がかるന৭である。口ԑ部はܽଛしている。࡟りだし高୆であ

る。高୆径6.9Dm、現存の器高は2.4Dmである。郭１ʵ４のԫ׊৭砂質土૚から出土した。19は

中国製ന磁皿である。ᬵ調はփ৭がかるന৭である。ఈ部はܽଛしている。口ԑ端部は端൓りで

ある。口径12.8Dm、現存の器高は2.4Dmである。郭１ʵ４から出土した。20は中国製ന磁皿である。

ᬵ調はփ৭がかるന৭である。口ԑ部はܽଛしている。࡟りだし高୆である。高୆径6.8Dm、現

存の器高は2.7Dmである。郭１ʵ４のԫ׊৭砂質土૚から出土した。18とಉ一ݸମである可能性

がある。21は中国製ന磁皿である。ᬵ調はփ৭がかるന৭である。ఈ部はܽଛしている。口ԑ端

部は端൓りである。口径12.8Dm、現存の器高は1.8Dmである。郭１ʵ４の҉׊৭土૚から出土した。

19とともに端൓りのものは16世紀前༿から中༿である。22は中国製ന磁皿である。ᬵ調はփ৭が

かるന৭である。ఈ部は一部ܽଛしている。口ԑ端部は端൓りである。口径12.5Dm、現存の器高

は3.3Dmである。郭１ʵ４のԫ׊৭砂質土૚から出土した。23は中国製છ෇け࿶である。口ԑ部

のみ出土した。֎面はփ৭で、؏ೖがはいる。内面はथ木のようなֆがコόルトでඳかれている。

郭１ʵ３から出土した。24は中国製છ෇け࿶である。口ԑ部のみ出土した。֎面はコόルトでՖ

文がඳかれている。内面は口ԑ部に近いところに１৚の線がコόルトでඳかれている。郭１ʵ３

から出土した。25は中国製છ෇け࿶である。ఈ部のみ出土した。શ面施ᬵされている。ఈ部֎面

には１৚の線がコόルトでඳかれている。ᬵ調は੨৭がかるന৭である。ఈ径は6.0Dmである。

郭１ʵ１南の西南部で出土した。26は中国製છ෇け࿶である。ఈ部のみ出土した。内面の見込み

にはコόルトで文様がඳかれている。࡟りだし高୆である。ఈ径は4.1Dmである。現存の器高は

1.2Dmである。郭１ʵ１北西部に近い切岸１から出土した。27は中国製ཾઘ༼੨磁࿶である。口

ԑ部からମ部まで遺存していた。શ面施ᬵしているが、ແ໲である。ᬵ調は྘փ৭である。ૉ地

は୶׊৭である。口径13.2Dm、現存の器高は3.7Dmである。郭１ʵ１西北部のԫ׊৭砂質土૚か

ら出土した。28は中国製ཾઘ༼੨磁࿶である。口ԑ部からମ部まで遺存していた。શ面施ᬵして

いるが、ແ໲である。ᬵ調は྘փ৭である。ૉ地は୶׊৭である。口径13.8Dm、現存の器高は

3.9Dmである。郭１ʵ４から出土した。29は中国製છ෇け水ణである。֎面はϔϥにより立ମత

に࢓上げている。そこに施ᬵしており、内面は࿐଻である。֎側から内側に向けてԁ޸がۭけら

れている。ഁ片であるが現存のॎ2.7Dm、ԣ2.9Dm、ް さ0.5Dmである。30は中国製છ෇け࿶である。
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内֎面とも施ᬵしており、内面の見込みにはコόルトで文様をඳいている。ఈ部は大きくፘって

おり、いわΏる碁ਠఈである。小໺෼ྨの&群である。ఈ径は4.1Dm、現存の器高は2.8Dmである。

郭１ʵ４のԫ׊৭砂質土૚から出土した。31は中国製ཾઘ༼੨磁൫である。口ԑ部が遺存してい

る。内֎面とも施ᬵしている。口ԑ部はϔϥによりՖ形にࠁんでいる。ᬵ調は྘փ৭で、ૉ地は

փ৭である。口径は21Dmである。

32は土師器皿である。ఈ部が一部ܽଛしている。口径9.4Dm、現存の器高は1.5Dmである。口

ԑ部にはϤコφσを施し、ମ部֎面はϢϏԡさえを施す。口ԑ端部はやや֎൓している。৭調は

୶׊৭で、焼成は良޷、଻土には半ಁ明の３mmఔ度の砂をؚんでいる。郭１ʵ１北西部ԣの切

岸１のԫ׊৭砂質土૚から出土した。平安京ࠨ京内હ町跡の̨̙164タイϓにྨࣅしており、16

世紀中༿のものである。33・34は土師器皿である。ఈ部が一部ܽଛしている。33は口径10.2Dm、

現存の器高は1.7Dmである。口ԑ部に༉ഗࠟがあり、౮明皿として࢖用されたものである。郭１

ʵ１北西部ԣの切岸１のԫ׊৭砂質土૚から出土した。34は口径10Dm、現存の器高は2.3Dm、口

ԑ部に༉ഗ෇ண。35は土師器皿である。ఈ部が一部ܽଛしている。口径13.0Dm、現存の器高は

2.0Dmである。口ԑ部はやや֎൓ؾຯであり、平安京ࠨ京内હ町跡の̨̙164タイϓよりやや新し

い܏向であるので、16世紀第３࢛半期と推定する。郭１ʵ１北西部ԣの切岸１のԫ׊৭砂質土૚

から出土した。36は土師器皿である。ఈ部が一部ܽଛしている。口径はෆ明であるが、中ܕの皿

である。現存の器高は2.4Dmである。口ԑ部は直線తだが、やや内൓りؾຯであり、平安京ࠨ京

内હ町跡の̨̙170タイϓよりやや新しい܏向である。16世紀第４࢛半期と推定する郭１ʵ１北

西部ԣの切岸１のԫ׊৭砂質土૚から出土した。37は土師器皿である。ఈ部が一部ܽଛしている。

口径15.8Dm、現存の器高は1.8Dmである。口ԑ部は直線తであり、平安京ࠨ京内હ町跡の̨̙

170タイϓである。切岸２から出土した。38は土師器皿である。ఈ部が一部ܽଛしている。口径

18.2Dm、現存の器高は2.5Dmである。口ԑ部は直線తであり、平安京ࠨ京内હ町跡の̨̙170タ

イϓのయྫܕである。口ԑ部がやや֎൓したこの形式は1568年の৫ా৴長京都上བҎ߱のܕ式と

判断しており、1590年ごろまで੝行したと考えている。切岸２から出土した。

39は中国製છ෇け࿶である。内面にコόルトでֆがඳかれている。口径12.5Dm、現存の器高は

2.3Dmである。郭１ʵ１の西部中ԝから出土した。40はֆ౜津皿である。ମ部内֎面に焼成前に

ֆをඳいている。口径16.1Dm、現存の器高は2.1Dmである。切岸１から出土した。41は40とಉ一

の高୆部෼である。ఈ径7.2Dm、現存の器高は1.4Dmである。切岸１から出土した。

42は౜津ുである。内֎面とも施ᬵされている。ᬵ৭は྘փ৭を基調に、ࠇいൗ఺がೖる。ମ

部片のみ遺存していた。ഁ片の大きさはॎ7.2Dm、ԣ7.0Dmである。郭１ʵ４から出土した。

43は土਴である。ࠇ৭である。ମ部はԁ౵形である。長さ4.5Dm、಑部の径1.5Dm、穴の直径

は0.6Dmである。郭１ʵ４から出土した。

44は౜津߳炉である。ԁ౵形で、口ԑ端部は内側にややංްしている。ମ部内面にはϩΫϩ໨

が遺存していて、࿐଻である。֎面は஡׊৭のᬵがֻかっている。ఈ部はܽଛしている。口径

10.8Dm、現存の器高は5.6Dmである。郭１ʵ１南の西南部のද土から出土した。



京都府遺跡調査報告集　第 143 冊

-36-

45はඒೱ・੉戸皿である。ఈ部のみ遺存している。内面には印Ֆ文を施している。શ面にᬵが

施されている。ఈ径6.3Dm、現存の器高は0.9Dmである。郭１ʵ３から出土した。46はඒೱ・੉

戸皿である。શ面にᬵが施されている。ᬵ調は୶ԫ྘৭で、ૉ地はփ৭である。口径10.2Dm、現

存の器高は2.5Dmである。郭１ʵ４から出土した。47はඒೱ・੉戸皿である。ఈ部がܽଛしている。

શ面にᬵが施されている。ᬵ調はԫ྘৭で、ૉ地はփ৭である。口径10.0Dm、現存の器高は

2.4Dmである。郭１ʵ４のԫ׊৭土૚から出土した。48はඒೱ・੉戸のఱ໨஡࿸である。ఈ部は

ܽଛしている。口ԑ部は直立して端部が֎൓するものである。શ面にᬵが施されている。ᬵ調は

஡׊৭で、ૉ地はփ৭である。口径13.6Dm、現存の器高は3.5Dmである。郭１ʵ１北西部ԣの切

岸１のԫ׊৭砂質土૚から出土した。49はඒೱ・੉戸のఱ໨஡࿸である。ఈ部はܽଛしている。

口ԑ部は直立して端部が֎൓するものである。શ面にᬵが施されている。ᬵ調は஡׊৭で、ૉ地

はփ৭である。口径14.0Dm、現存の器高は5.6Dmである。郭１ʵ４から出土した。48・49は口ԑ

部の形ঢ়から16世紀຤から17世紀ॳ頭のものである。50は丹波ᆵである。ʮくʯの字ঢ়の口ԑ部

のみ遺存している。

51は瓦質すりുである。内֎面ともࠇ৭で、断面はփ৭である。郭１ʵ４から出土した。52は

第35ਤ　第６次調査出土遺物࣮測ਤ（２）
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瓦質すりുである。内֎面ともࠇ৭で、断面はփ৭である。口ԑ部内面には１৚の௜線が施され

ている。そのすぐ下にԣ方向に波ঢ়の௜線を施し、ॎ方向に４৚Ҏ上の۳ঢ়の௜線を施す。ӽ前

すりുのӨڹを受けた在地製品と考えられる。郭１ʵ４から出土した。53は瓦質すりുである。

ఈ部のみ遺存している。見込みには̓৚の۳ঢ়の௜線が、ମ部にもີに۳ঢ়の௜線が施されてい

る。֎面はࠇ৭で内面はփ৭である。切岸１から出土した。

54は陶器すりുの口ԑ部である。片口のみ遺存している。৭調は஡׊৭である。内面には４৚

の۳ঢ়௜線が施されている。55は土師器すりുである。ମ部のみ遺存している。内面には５৚の

۳ঢ়௜線が施されている。৭調は୶׊৭である。郭１ʵ１北西部ԣの切岸１のԫ׊৭砂質土૚か

ら出土した。56は丹波すりുである。ఈ部のみ遺存している。৭調は஡׊৭である。内面にはϔ

ϥによりଟ਺の௜線が施されている。郭１ʵ４から出土した。57は৴楽あるいは丹波すりുであ

る。口ԑ部のみ遺存している。口径29.6Dm、現存の器高は6.2Dmである。৭調は明׊৭である。

口ԑ部はઑりؾຯである。端部はڧくφσており、さらにࡉくなっている。内面にはϔϥにより

ଟ਺の௜線が施されている。郭１ʵ４から出土した。

58は౜津ുである。口ԑ部はؙくංްして、やや֎開きである。৭調は஡׊৭である。口径

28.4Dm、現存の器高は3.0Dmである。郭１ʵ１の西部中ԝから出土した。59は58とಉ様の口ԑ部

であるが、やや内側にංްしている。৭調は྘փ৭である。口径28.2Dm、現存の器高は4.5Dmで

ある。郭１ʵ１南の西南部から出土した。

60・61は碁石とࢥわれるࠇ৭の石である。やや࿪なପԁ形で、碁石とは断定できないが、౰地

では࠾औできない石であることから判断した。60は長さ2.0Dm、෯1.5Dm、ްさ0.6Dmである。

62・63はમ՟である。ද面はࡺびついており、ෆ઱明だがʮ׮Ӭ通ሟʯである。

̐ʣখ݁

Ҏ上、঺հした遺物の内容をまとめてみる。ほとんどは16世紀のઓ国時代と16世紀຤から17世

紀ॳめの৫๛期からߐ戸時代ॳ期のものである。それҎ֎は、古墳時代後期とߐ戸時代後期であ

る。古墳時代後期の須恵器は40఺出土した。ߐ戸時代後期の陶磁器は８఺出土した。その内、ʮ׮

Ӭ通ሟʯは２఺である。これは、中山八幡ਆ社に൐うものと推定する。文ݙでは18世紀後半Ҏ߱

ਆ社の存在が確認できるが、出土遺物もこれをཪ෇ける。16世紀຤から17世紀ॳめの৫๛期から

。戸時代ॳ期の౜津は12఺である。ほとんどは౜津焼皿・ുであるが、陶器ᙈなどもগྔあるߐ

̒ɽ調査੒Ռ͔Βͨݟதࢁ৓跡

̍ʣग़౔遺෺ͷ޲܏

切岸１北部から郭１ʵ２北部、切岸２北部に連ଓするか所で出土したのは、古墳時代後期の須

恵器ྨである。それҎ֎は土師器皿、瓦質ു、陶器ᙈ、中国製છ෇け・ന磁皿などである。16世

紀のものが主ମである。土師器皿は京都系のものである。地ݩ特有のものがないのは、この城の

主が京都とີ接につながっていたことを示している。一৭氏は室町ນ府の三管ྖ࢛৬のうち、࢛

৬Ոの１つであった。三管ྖはࢩ波、ി山、ࡉ川で、࢛৬は੺দ、一৭、京ۃ、山名である。京
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都系の土師器皿が出土するのは、とりもなお

さず、室町ນ府のॏਉであったためと考えら

れる。土師器皿は෢࢜のର面の৔で࢖用する

ものであり、京都とつながりがあるഋ（土師器

皿・かわらけ）を࢖用して、主܅と主ै、ある

いはಉໍ関係のڧ化をするための、ॏ要な道

۩であったのである。

郭１ʵ１南では土師器皿、瓦質ു、陶器ᙈ、

中国製છ෇け・ന磁皿、またཾઘ༼੨磁࿶が

出土した。これは、蓮ห文がࡉหのタイϓで、

15世紀຤から16世紀前半のものである。この

ଞ、౜津߳炉が出土し、16世紀຤から17世紀

ॳ頭のものである。さらに、ߕႀの部品であ

る鞐
㆓ㆯ㆜

が出土した。したがって、この৔所は中

山城第１期と第２期の２時期のものが出土し

た。

郭１ʵ３は࠷近まで中山八幡ਆ社があった

৔所で、ߐ戸時代後期Ҏ߱の陶磁器や、ʮ׮Ӭ

通ሟʯが出土した（第５次調査第１ʵ１トϨンν）。郭１ʵ４では土師器皿、瓦質ു、陶器ᙈ、中

国製છ෇け・ന磁皿、౛のฑ頭が出土した。ฑ頭は下૚から出土した。下૚は16世紀中༿から後

༿である。このଞ、上૚から౜津ുが出土した。16世紀຤から17世紀ॳ頭のものである。

̎ʣҰ৭ࢯஈ֊ͱࡉ઒ࢯஈ֊ͷ୮ޙ

文ֶ࢙ݙの成果にґって一৭氏段階とࡉ川氏段階の丹後について簡単にまとめたい。今谷明氏

はʰۚ屋ൺ丘ೌ城跡ʱ報告の中で、丹後一৭氏関係の文࢙ݙྉを検౼した
ㅭ㉅５ㅮ

。その結果、14世紀か

ら16世紀前༿までの一৭氏࢙ྉは確認できるものの、16世紀後半の第１次࢙ྉはなく、ෆ明とし

た。今谷氏の検౼のϙイントを列ڍしたʮ第４ষ　室町・ઓ国期の丹後कޢと土߽ʯをҎ下に঺

հする。Ӭਖ਼６（1519）年２月にক܉が一৭ٛ清に年ॕ࢝儀ฦ礼の内書をݣわしたのを࠷後に一৭

氏の࢙ྉ・記録はᏧとして్ઈし、大ӬからӬ࿣までの50年が࢙ܽの時代にೖることをࢦఠした。

そして、h ߈木城に一৭ٛ有をٷらが޹౻川ࡉ・川Ո記ʱによれば、ఱਖ਼̓年̓月に明ஐޫलࡉ

めてߨ࿨せしめたことが見えるが、ಉ書は܉記ྨを編ࢊして作られたೋ次࢙ྉで、ొ৔人物に明

らかなޡටがଟいと断定した。そして、この一৭ٛ有なる人物も、Ӭਖ਼ॳ年にすでにొ৔するな

ど、೗何にも作ҝの跡が見え、౰時の確࣮な࢙ྉには出ない、いわばՍۭの人名と判断した。さ

らに、ࡉ川஧興が宮津城に一৭ٛ有を༠ࡴしたとなす、かの著名な఻ঝは、一次࢙ྉによるݶり

શくཪ෇けることができず、一৭氏໓๢周辺のॾ事࣮の検証は今後の՝୊として後日を期したい、

と結んでいる。

第36ਤ　第６次調査遺物出土地఺ਤ
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前ड़のとおり、今谷明氏のີݫな࢙ྉの検౼では、16世紀後半の一৭氏についてはෆ明とされ

たが、別の࢙ྉを基にこの時期の一৭氏を考࡯した成果がある。それは、京都府立丹後ڷ土ࢿྉ

ؗによるʮ明ஐ・ࡉ川と両丹地方ʯ（1979年）とʮࡉ川༓ࡈと丹後ʯ（1992年）というలཡ会ਤ録で

ల開されている。Ҏ下に঺հする。ఱਖ਼̓年10月、明ஐޫलは、近ߐ安土城におもむき、৴長に

丹波、丹後の平定を෮໋した。ఱਖ਼８年、৴長は、丹波をޫलに、丹後を౻޹にѼがい、౻޹は

８月２日、丹後にೖ国して、八幡山城にまずೖ城したといわれている。そしてすぐ、৴長のڐ可

をಘて宮津城築城にऔりֻかった。また、ా辺城築城を行ったようであるが、ཌ年の฻れごろま

でには׬成し、ଓいて城下町の建設も行われたようである。৴長は౻޹にରして、ޫ लと相ஊし、

੓道を༉断なく౒めよとྩࢦした（八月े三日෇ࠇ印ঢ়）。ఱਖ਼̕年、৴長はޫलと౻޹とに丹後

の検地をさせる。３月５日、౻޹は丹後国中をすべて調査し、஌行人からࢦ出をఄ出させた。̕

月、一৭の஌行෼と໼໺౻一の஌行෼についてޫलと౻޹とに処置を໋じた。ೋສ石஌行の一৭

は、౻޹のঁ໇一৭ٛ有、࢛ઍޒඦ石஌行の໼໺౻一は、ٛ有のՈ࿝໼໺౻一࿠である（ʮࡉ川Ո

記ʯ）。

ఱਖ਼10（1582）年６月２日、৴長が本能寺で明ஐޫलに౼たれるの報に接した౻޹と஧興෕ࢠは

ం൅し৴長にରするீҙをදし、ޫलより༩ྗの੥を受けるがಉ心せず、౻޹は༓ࢫݰࡈと号し

てӅ居しՈಜを஧興にৡってా辺城にҠった。この時、஧興がۄ࠺（ޫलঁ）をຯ土໺山中（京丹

後市弥ӫ町）にᦔ居させた。̓月20日、༓ࡈは、本能寺でނ৴長௥ળ連Վ会を࠵した。この間、

஧興と丹後ٷ木の一৭ٛ有との૪いがあり、̕月８日、஧興はٛ有を宮津城に༠ࡴし、ٷ木城を

落城させた。これには、ॾઆがある。さて、本能寺の事変後、ल٢੓ݖ下で、஧興は小຀長ٱख

のઓいや۝भ平定、関東平定に出ਞ׆༂し、༓ࡈが࣮質తにྖ国経Ӧにあたっていたようである。

ల示ਤ録のղઆなので、断定తに書かれているが、ॾઆはあるもののٷ木の一৭ٛ有の存在を

用する記事は安Ӭ年間（1772࢖整理してみよう。ここで࠶にݩ定している。さて、ここで、年දをߠ

～ 8）にࡉ川༓ࡈ・஧興・஧ར・ޫঘ࢛代の事੷を集成した、小໺෢
ㆶ ㆘ ㇍ ㆄ ㆉ ㆒ ㆌ ㇈

次࿠ܠ୷の໖
㇁㇓㆓ㆄ㆗㇅ㆄ㇍ㆎ

考ा録。一名

ྉ൷判のे෼で࢙、界は否めず、またݶとしての࢙したൡࢊ川Ո記であるが、これは後人の編ࡉ

ない文ݙが混じり、৻ॏにར用するඞ要がある（小川߶生ʮࡉ川༓ࡈʕʕ人と時代ʯh ʕࡈ川༓ࡉ

ʕઓਖの中のֶܳʱ2010）。そこで、文ֶ研究者によりৄࡉな年ේが編まれた。これは、ެՈ日

記や古文書などの一次࢙ྉに基づくものであり、その検౼された年ද（Ҵ༿ܧ陽・ಙ岡ྋ編ʮࡉ

川༓ࡈ年ේʯh ྉؗが作成した年දによって記ड़ࢿ土ڷʕʕઓਖの中のֶܳʱと、丹後ࡈ川༓ࡉ

したい。

ఱਖ਼６（1578）年３月ࠒから৴長の໋で明ஐޫलとともに丹波・丹後ུ߈にೖる（ࡉ川Ո記・ࡉ

川Ո文書）。ޫलとはఱਖ਼２年に৴長から長உ஧興とޫल とのԑ૊を໋じ（後のΨϥシϟ、ۄঁ）

られており（ࡉ川Ո記）、ࢠを通してਂい関係であった。ఱਖ਼ （̓1579）年10月24日、ޫल、丹波・

丹後を平定したことを、安土にෝき৴長に報告する（৴長ެ記）。すなわち、第一次࢙ྉでは、建

部山城߈防ઓや中山城で一৭ٛ道が主ैと切ෲすることは確認できない。

ただし、一৭氏との関係をたどることができる。ఱਖ਼̕年５月にଉঁҏ໵を一৭ޒ࿠（ٛ有とも）



京都府遺跡調査報告集　第 143 冊

-40-

にՇがしている（ࡉ川Ո記）。̕月、一৭の஌行෼と໼໺౻一の஌行෼についてޫलと౻޹とに処

置を໋じた。ఱਖ਼10年６月２日本能寺の変がຄ発したが、๛ਉल٢との山࡚の合ઓによってޫल

はഊࢮする。̓月11日、ल٢は੤書を༩えて஧興に丹後国一ԁにࢧ഑を安ూした（ࡉ川Ո記）。̕

月８日、༓ࡈ෕ࢠは一৭ޒ࿠主ैを宮津城下にটき、そこでࡴࢗしている（ࡉ川Ո記）。

このように、ࡉ川氏が丹後ೖ国まで੎ྗを有していた一৭氏は、ఱਖ਼̕年10月までには੎ྗを

࿠とҽੰ関係をもޒできるほどではなく、一৭ࢹじられていたが、それでも、一৭氏のྗはແݮ

つ。しかし、৴長からल٢΁੓ݖが交代する混ཚ期に৐じて、൓੎ྗを一૟したのである。地ݩ

੎ྗを一૟するのはઓ国෢কのৗ道であったのである。

̏ʣ෣௽ࢢ಺ͷ৓ؗͱͷൺֱ

舞鶴市内の中世の城ؗでもっとも஫໨される調査は、舞鶴市大ມの大ມ城跡である
ㅭ㉅６ㅮ

。1995年に

発掘調査がされた。༝良川ࠨ岸にあり、中山城からは上流16kmの地఺に位置する。ඪ高85m、

ൺ高ࠩ65mを測る、༝良川にுり出したような独立丘陵上に30mൣ囲に主郭を構築していた。発

掘調査の結果、16世紀前半に築造され、後半にഇઈしたと考えられている。中国製ന磁皿135఺

をはじめ、瓦器ു、土師器皿などଟ種の遺物があり、੖れの儀式や生׆にີணしたものなどが出

土している。城主については、近世の地ྨࢽではුౡࠨ近がൺ定されている。ࠨ近が׆༂したの

は明Ԡ年間（1492 ～ 1501）といわれ、ʮڷ土࢙岡ా上ʯでは、1506年にҳ見ॣ河कらのएڱ੎がՃ

。ここで防ぐため一৭氏方のුౡ氏が築造したのではないかと推定されている、ࡍ郡に৵ೖしたࠤ

これよりߋに上流に福஌山市大ߐ町南有路のҾ地城跡がある。༝良川右岸にあり、川が۶曲した

地఺にほど近いඪ高20m、ൺ高ࠩ10mの丘陵上にある。1995年の発掘調査の結果、中国製੨磁ྏ

Ֆ皿や土師器皿、鉄౛などが出土し、15世紀後半から16世紀にかけて࢖用されたらしい。城の֎

周はԣ堀とଳঢ়曲輪で囲まれており、h 舞鶴の山城ʱでは、鉄๒のීٴやฌ࢜の৬業化に൐い、

Ӭ࿣年間（1558 ～ 1570）に流行したもので、Ճࠤ郡ではҾ地城跡だけであると঺հしている。綾

部市കഭ町のʮ渡辺Ո文書ʯには、丹波国何ࣛ郡物部城主上原氏が、隣村の丹後国有路ڷをক܉

଍རٛতから安ూされたことを、৫ా৴長が௥認したもので、Ӭ࿣11（1568）年ࠒとされている。

Ҿ地城跡の࢖用された時期に合い、関連が஫໨される。

̐ʣઓ࣌ࠃ୅ͷจܳ

さて、ઓ国時代の෢কたちの中には、ઓいの合間に文ܳに楽しみをٻめていた者もいた。京都

や奈良などにその道のୡ人がいて、৔合によっては൴౳をটくこともあった。

Ӭ࿣11年に৫ా৴長が京都にೖり、੓ݖを୲うこととなった。その時期に連Վ師として有名で

あった里村঺೹はӬ࿣10年に෋࢜山に行き、Վ日記を࢒している。そして、丹後のఱ橋立行きも

೦ئしており、Ӭ࿣12（1569）年５月に京都を出発し、एڱと丹後とをཱྀ行している。そのՎ日記

がʰఱ橋立紀行ʱである。これは単なるՎ日記ではなく౰時のۓഭした৘੎と、֤地の城を๚れ

ていることから、城ؗの存在を஌ることができる一級ࢿྉである。また、後年になるがࡉ川༓ࡈ

や明ஐޫलとのՎ会もසൟに行っており、とくに明ஐޫलが本能寺の変をىこす਺日前におこな

ったՎ会ではޫलのՎに๳ൔをىこす༧ஹが見えたので、これを؎めるՎを࢒しており、単なる
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文ܳ者ではない側面も࣋っていた。Ҏ下にՕ৚書きでその行ఔを঺հする
ㅭ㉅̓ㅮ

。

里村঺೹ʰఱ橋立紀行ʱӬ࿣12（1569）年

５月24日 京都を出発しएڱ΁向かう。

６月５日 小
ㆈ ㆰ ㆾ

඿にೖりড়土寺に॓す。

　　̓日 ড়土寺Ӆ居౳と連Վをおこなう。

　　10日 ݯ氏物ޠをߨऍする。

　　11・13・14日　֤所で連Վをおこなう。

第37ਤ　舞鶴市大ມ城主郭・ଳ曲輪平面ਤ（஫６文ݙよりҾ用）
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　　15日 小඿よりसで࿨ా΁向かう。

　　19日 দ尾を経てࢤ楽よりसでऄ
㆘㇃㆘ㆾ

ౡに上཮する。

　　23日 ઍࡀӜよりくんだ（宮津市ా܀）を経て文घಊにೖる。

　　24日 ఱ橋立、府中౳を見物し、س木（ؠୌ町ٷ木）より、ྮ山（現ๆ山）に౸り連Վを

おこなう。

　　26日ࠒ ҏ੎物ޠをߨऍする。

　　28日 ྮ山にて連Վをおこなう。

　　29日 三方三Ӝհが興行連Վをおこなう。

　　ր日 小西山東坊にて連Վをおこなう。

̓月１日 堀ߐ作भ宅にてԅを࠵す。

　　２日 大൵寺ਖ਼ण院で興行連Վを࠵す。

　　４日 ؼབをࢤ成相寺に॓す。

　　̓日 文घಊ前よりसにてऄౡ΁。

　　８日 安ٱの城より岸谷ಕを経て上ྛՃभؗにೖり॓す。

　　11日 ؼབする。

Ҏ上のように֤所で連Վを࠵しているが、౰時の丹後地Ҭは一৭氏の੎ྗൣ囲であったので、

一৭氏の෢কたちが文ܳに興ຯがあったことが஌られる。しかし、これは、単に文ܳにとどまっ

第38ਤ　1569年౰時の丹後の城跡
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てはおらず、一৭氏が֤෢কとの連ܞをڧめるためにおこなったと考えられる。おそらく、ର面

の৔も設定されたと考えられ、京都系の土師器皿はそのࡍに࢖用されたのであろう。この紀行の

中でۓഭした৘੎を窺える記事がある。࣮はӬ࿣ （̕1565）年、ໟརݩबがೌࢠ੖ٱを߈め、෋ా

城を落城させたのであるが、東福寺のૐであったೌࢠউٱはؐଏし、෋ా城ୣؐのため、Ӭ࿣11

年６月にౡ根半ౡઍ
ㆡ ㆎ ㆿ

ऌに上཮したのである。ೌࢠউٱは丹後の水܉にྗڠをٻめており、舞鶴市

の東部にあるऄౡ渡ߤのࡍには、そこがఢຯ方のڥであるݥةな৔所なので、ةዧしたことがड़

べられている。ৄࡉをड़べると、ʮদ尾山をഈみて、ࢤ楽の地中というところから、出ߤしよう

としたが、前日࿨ాよりのҊ内がෆಧきで、ܴえのसが来ない。ఢຯ方のڥ໨なのに、ܴえが来

ないと଴ちわびていたところ、あやしい௼り船をಘて、ಉ行していた心前などを࢒して、渡ߤし

ऄౡに上཮したʯのである。

これは༧定֎のことなのかもしれないが、一৭氏とର立するएڱの੎ྗにも会っていることか

ら、この৘報は京都΁໭ったࡍ、੓ݖの中਻に報告されたのかもしれない。１ྫをあげると（ఱ

ਖ਼（1573）ݩ年６月５日にউཽ寺城（現京都府長岡京市）において౻޹、঺೹が連Վ興行を࠵してお

り、このような会を通して৘報が఻えられたのかもしれない。

なお、里村঺೹はࡉ川౻޹（༓ࡈ）とఱ橋立で連Վ会を࠵している。ఱਖ਼ （̕1581）年４月12日に

ޫल、঺೹、फٴらと丹後で༡びఱ橋立において連Վ興行を行っているのである（फٴ஡౬日記）。

また、஧興が居城した宮津と、༓ࡈが居城したా辺において੝んに能の会を࠵している。その۩

ମతな内容はఱਖ਼11（1583）年からܚ長４（1599）年までに50ܭ回、433番にٴͿ能番૊を集成した

ʰ丹後ࡉ川能番૊ （ɦӬ੨文ݿ蔵）によって஌られる（大谷અࢠʮࡉ川༓ࡈと能ʯh ʕઓਖࡈ川༓ࡉ

の中のֶܳ ）ɦ。

̑ʣதࢁ৓ͷߏ଄

中山城は連郭式の山城である。村ాम三氏のධՁによれば一時期に造られたものではなく、ॱ

次築造されたものとされている。堀と郭とでकる構造に౷一性がないことに஫໨しているのだろ

う。また、༝良川河口に近いところに設置された城であるので、日本ւ方面から内཮部に߈め込

まれないような判断があったのではないかともݴわれた。さらに、ઍాՅത氏は఺ʑと築造され

た郭と郭との間に、ඞ要Ҏ上の堀切を設けており、この城のक備は一人ではなく、あるいは౰番

੍のようにز人かの෢কによってकられていたのではないか、とݴわれた。

さて、中山城跡の断面ਤを作成した。これによれば、東西方向は東側は急斜面で平坦面を造っ

ていないのにରして、西側は郭１ʵ１地఺から３か所に段ʑの平坦面を造成しており、居住をࢹ

໺に置いた構造と考えられる。しかし、発掘調査の成果によれば、頂上ではなく一段௿い郭１ʵ

３が෩を防げるׄ޷の৔所にもかかわらず、建物が１棟のみであり、生ۭ׆間とは想定できない。

୆所施設が見られないからである。南北の断面に஫໨してみよう。郭１ʵ１を中心として南北に

土塁を築いている。北側は切岸１から堀切を経て、小さな土塁がある。これは、ピンϙールで地

面をૠしたところ、ߗい地面であったので、地山を掘り࢒して築いたものである。それにରして

南側は急斜面の切岸１の下に２ॏの土塁と堀切を設けている。そして、１か所の郭（平坦面）を設
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第39ਤ　郭１ʵ１南東西断面ਤ（南部）
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第40ਤ　郭１ʵ１～郭１ʵ３断面ਤ（北部）
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第41ਤ　第４～６次調査地南北断面ਤ
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けて、そこに、ุ̨̭07を設置している。さらに南には小さな切岸を設け、それより南側はڱい

平坦地がଓき、そこはߐ戸時代のุ地となっていた。

̒ʣ୮ޙͷਫ܉

丹後は日本ւに面しており、地理త理༝から水܉がいたことがわかっている。ここでは、いく

つかの文࢙ݙྉから、丹後の水܉の࣮ଶを明らかにしたい。

水܉に関する࢙ྉで古い部ྨにೖるものは、大Ӭ （̓1527）年にʮ丹後のւ଑が、西小඿（福井

土ʯڷ小඿市）に৵ೖしたという記事である。ʮ羽լ寺年中行事ʯ（中ౡར༤ ʮ第３ষ　室町時代のݝ

ʰ舞鶴市࢙ ）ɦの文をҙ༁すれば、ʮこの年（大Ӭ̓年）、丹後のւ଑౳が๘ىしてएभ（एڱ）のӜʑ

にԡしدせ、ࢿ財をୣったり、์火したりしたのである。そこで、౰国（एڱ）のॾ੎ྗがՃࠤ郡

に出ਞしたのであるが、この時、ӽ前よりのԉ܉が、三方郡（एڱ）にあってཚ๫をಇいたというʯ

のである。また、ʮఱ文۝（1540）年、ࣣ月े࢛日、ӽ前の船およそޒඦᢦが丹後（国）Ճࠤ郡΁来

ऻし、े ࣣ日に૨いでؼணしたのである。これは、丹भ（丹後）のւ଑がたびたびӽ前΁来て、Ӝʑ

を࢒（߈ϱ）したので、報෮として丹भのӜをܸ߈すべく来たというのである。しかし、෢Җなく

。したので、世上をٗく行ҝであったʯというؐؼ

このように、たびたび丹後のւ଑（水܉）は、एڱやӽ前を来ऻしていたことが஌られる。この

２つの記事の間に水間と༝良の合ઓがある。水間は中山の隣村である。ʮന井Ո文書ʯによれば、

Ӭਖ਼17（1520）年、ന井石見क（清Ӂ）が঺૖（෢ాݩ৴）に水間村を࣏めることを໋じられている。

その18年後、ఱ文 （̓1538）年にはʮڈ月（̓月ϱ）े 日、丹भ༝良඿において合ઓ（があり）、ඃޒ

̓）月ڈされている。また、ʮँײ人౳஧અਆົʯであったので、ന井民部৏が（෢ా）फউから׭

月ϱ）े 人（は）ಥ༆（૦の１種）、ฌ۩をいろいろと෼ัʯ׭郡水間村合ઓ（にて）、ඃࠤ日、丹भՃޒ

ったことを、ന井民部৏が෢ాफউから๙められている。ここに記されたफউとは෢ాޫݩのこ

とである。࣮はこの水間の合ઓは単に෢ా氏と一৭氏とのઓいであったとはݴい切れないのであ

る。෢ా氏のॏਉである҄屋ོݩがޫݩのՈಜ相ଓに൓ରしてཚをىこしたのである。҄屋ོݩ

はՃࠤ郡ా辺にਞをுっていたが、ʮ਌ढ़日記ʯによれば、名ాঙにೖり、̓月28日৚にはʮ名

ాঙ຅落ʯとあり、丹波΁૸ったという。すなわち、水間の合ઓとは、෢ాफউ方と൓ର੎ྗと

のઓいであり、その൓ର੎ྗに一৭氏がՃ୲していたのかもしれない。

さて、水܉の記事はೌࢠ氏による෋ా城ୣؐ時に認められる。ʮ立原・福屋両Ո఻ʯ（ʮѨ波国

古文書ʯ）によればʮӬ࿣12（1569）年のय़、立原Ӣभが࿚人΁内通し、（ೌࢠ）উٱを丹後΁টᡈし、

丹後・ୠ馬のӜ人所ʑの࿚人相࠵し、Ӣभ΁渡ւすʯとあり、丹後・ୠ馬の水܉が出Ӣ΁出ܸし

たことが஌られる。ʮ日御࡜ਆ社文書ʯによれば、この時の܉੎はʮ両ୠ国଑船਺ඦᢦʯとある。

両ୠとはୠ馬、丹後のҙຯであろう。これҎ߱ೌࢠ方はたびたび出Ӣ・ഢᠺのւ岸をܸ߈してお

り、ໟར方はऑってক܉଍རٛতからւ଑ఀྩࢭを出してもらうよう৫ా৴長にとりなしをཔん

でいる（（1571）２ُݩ年４月11日৚ʮ小ૣ川Ո文書ʯ）。

なお、ʮ࢙ྉ૰ཡʯのఱਖ਼３（1575）年̕月28日৚にʮ٢川ݩय़ノฌ、ೌࢠউٱのଐ城丹後༝良

Ϯ߈ϝ、ੋ日、೭Ϯؕルʯと出ているが、中ౡར༤氏はഢᠺ༝良のޡりではないかとの見ղをड़
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第42ਤ　中山城跡縄ுりਤ（１）　（岡໺Ҹ作ਤ h ਤઆ　中世城郭事యʱよりҾ用）

第43ਤ　中山城跡縄ுりਤ（２）　（h 舞鶴の山城ʱよりҾ用）

べている。今後、検౼すべき記事である。

̓ʣதࢁ৓跡ͷڀݚখ࢙

中山城跡の研究のᅘ໼は、ত࿨55年にץ行されたʰ日本城郭ମ系ʱである。岡໺Ҹ氏の文੹で

書かれた内容は、౰時の城郭研究の考えを示している。この本に঺հされた丹後地Ҭの城郭は14

か所にաぎず、その１つに中山城跡がબばれていることは、いかにこの城がॏ要であったかがわ
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かる。近年発ץされたʰ舞鶴の山城ʱでは300か所が報告されている。

１ɽ規模は、300ʷ30ｍとしている。

２ɽ位置の特௃は、建部山城の北西約１kmのところにある、༝良川に沿ってࡉ長く南北にԣ

たわる丘陵に中山城はあった、としている。

３ɽ城主については、পా޾ฌӴとするઆが஌られているが、これはʰ一৭܉記ʱのӨڹと

みられ、޾ฌӴの๳ൔについてଞに๣証がなく、h 一৭܉記ʱそのものが५৭やڏ構がଟい

のとಉ様に、৴ጪ性にܽけるとࢥわれる。その఺について、独自の࢙ྉや地ݩの口ൾにもと

づく文書（h ባ文書ʱh 竹原文書ʱh Ճࠤ郡寺社町在چ記ʱh 河内क様高෇֮書ʱなど）は、いず

れも一৭ࠨ京大෉を城主とするઆを࠾っている。また、地੎上からみても、建部山城と中山

城は本ࢧ城の関係か居城とॾ城の関係にあったとみるのが自然で、౰城には建部山城一৭氏

のਞ代が在城したものとࢥわれる。

４ɽ石高については、h ባ文書ʱにはʮ一৭ࠨ京大෉ٛ直、所ྖ三ઍޒඦ石ʯと஫記されてい

るが、これは、Ճࠤ郡の直ྖ׋を近世ॳ頭の村高でද示したものであるとしている。

５ɽ一৭ٛ道について、ఱਖ਼３（1575）年、৫ా৴長のӽ前߈めには、一৭ٛ道も໼໺・大ౢ・

やਆ࡚ືにसߐଟのೖりتઓしており、ٛ道はࢀで܉を཰いてଟ਺の水ऺࠤ井氏などのՃࡩ

師を༴していたものと推考される。

６ɽࡉ川氏段階の城主について、ࡉ川༓（޹౻）ࡈのܑٛでएڱ出਎のপాצղ༝ࠨӴ໳清Ԇ

が౰城主であったが、小ฌӴの代に主܅஧興とڞに出ਞ中に有名なా辺᝷城があり、ཹक居

の者たちは城を焼き෷って༓ࡈが立て᝷もるా辺城にೖったといわれる。その後、ほどなく

川氏は۝भ小倉三े۝ສ石のྖ主となっࡉ長５（1600）年に関ヶ原の合ઓがあり、そのޭでܚ

てస෧され、পా氏も行をともにしたので、౰城はഇ城になった、としている。

̓ɽ城の構造について、౰城はయܕతな連郭式で、東側の下方はドϒాで、西側の֑下には

༝良川が流れて૜堀の໾ׂを果たしていた。大खは北側の現在の市立༝良川中ֶߍの東隣に

あり、᎕めखは南側のଧӽの方で、いずれも城山の࿢を૸る༝良経༝の宮津街道に通じてい

た。

つぎに村ాम三編のʰਤઆ　中世城郭事య （ɦত࿨62年ץ行）では、

１ɽ城主は地ݩ文書であるʰባ文書ʱほかをҾいて、一৭ࠨ京大෉とし、一৭氏の居城であ

る建部山が南東１kmにあることから、直׋城と考えている。h一৭܉記 をɦҾき、ఱਖ਼ （̓1570）

年、ࡉ川౻޹に߈められ、建部落ちした一৭ٛ道は、いったんは中山城にಀれたものの、城

主পా޾ฌӴの๳ൔにあい、城֎で自ਕしたというが、hࡉ川Ո記ʱなどҟઆがある。その後、

۝भにҠ෧とな、長５（1600）年ळܚ、川஧興国主のとき、Ոਉপా清Ԇを城主にਾえたがࡉ

り、ഇ城となった、とઆ明している。

２ɽ城の構造については、縄ுりは南北２つのάルーϓに෼かれるとした。北側のԾশᶗʵ"

は主郭にあたる。今回の調査地はԾশᶘάルーϓの地఺に౰たるので、この部෼の記ड़を঺

հする。ᶘάルーϓΞ地఺（今回調査の郭１ʵ１に相౰）は、両側のକ小郭と西側下、ᶘάル
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ーϓイ地఺（郭１ʵ３に相౰）城山八幡ਆ社のࠊ曲輪に༴立された֨޷で、南方の主࠲にあた

る。八幡ࢀ道は脇᎕
ㆉ㇉㇁ㆦ

खとなり、چ宮津街道をፖし、また、城の用水にもརศしたかと推定し

ている。ᶘάルーϓ΢地఺（第４次調査地）はᶘάルーϓΞ地఺より̓ｍ֑下にあり、３Օの

ԁ墳形ོىがఞ立し、前後にۭ堀を施して᎕खのދ口を形成している。これにଓくᶘάルー

ϓΤ地఺（第１・２・４次調査地）曲輪の先端部は１ｍ༨り੝り上がり、෯広い土塁形となっ

ている。それよりさきは急ࡔな᎕ख道で東方に۶曲する大きな鞍部を経て、ଧӽಕから建部

山城の᎕खにつながっているとධՁしている。

城の構造については、縄ுりは南北２つのάルーϓに෼かれるとした。北側のԾশᶗʵ"は主

郭にあたり、南北両側よりは約̓mは高い。北方大ख面は三৚に࿱って、堀切られて長方形郭が

連立するが、؟下の大खࡔにରしԣ໼の࿌໳城戸も想定される。#は三方土น形の৔所ฑ෢者ཷ

りとも見なされる。$南側のૡき上げ土塁とそれに隣接するところの%には、高さ４mで、ఱ৔

3.4mのԁ墳形ಥىが２ݸॎ列して変形土塁をなしている。前後を三৚の堀切が૸る。ここは、丘

陵のࠊ部にあたる地ڦでくびれ、東側も竪堀様で、一Ԡ南北の切所となる。ສ一両者どちらがة

急にවしてもԠ急なા置がऔれる構えと見られる。ᶘάルーϓのΞ（今回のݺশでは郭１ʵ１）両

側（南北のҙຯか）のକ小郭と西側下のイ（ಉ郭１ʵ３）城山八幡ਆ社のࠊ曲輪に༴立された֨޷

で、南方の主࠲にあたる。八幡ࢀ道は脇᎕खとなり、چ宮津街道をፖし、また城の用水にもརศ

したかと考えられる。

つぎにΞより約̓ｍ֑下の΢（第４次調査地）は、三ݸのԁ墳形ོىがఞ立し、前後にۭ掘を施

して᎕खのދ口を形成している。これにଓくΤ（第１・２次調査地）曲輪の先端部は約１m༨り੝

り上がり෯広い土塁形となっている。それよりさきは急ࡔな᎕ख道で東方に۶曲する大きな鞍部

を経てଧӽಕから建部城の᎕खにܨがった。

この文によって、調査前の中山城のঢ়گがわかる。

さらにʰ八Ӣのれきしʱでは、中山城はඪ高60ｍの山頂を中心に、約600ｍにわたる尾根筋に

10か所あまりの郭が、ほ΅一直線ঢ়にฒͿ連郭式の山城である。中心をなす一のؙ、ೋのؙ、三

のؙをはじめ、ॾ郭の東側は急ࡔの上、周囲はࠊを຅するਂいాでकられていた。

൓ର側の西側は、山頂から༝良川までの急ޯ഑の自然の要֐で、北側の尾根はΏるやかである

が、ਂいۭ堀が２か所あり、ఢのܸ߈に備えている。また、水間川を北側の山すそにҾき巡らし

て堀としていた。

城主については、ᶃ一৭ࠨ京ଠ෉આとᶄপా޾ฌӴઆᶅ؏޾ฌӴઆとがあり、根ڌとなる文書

として、ᶃはʰባ文書ʱh 竹原文書ʱh 丹後ޠچ集ʱh Ճࠤ郡寺社町在چ記ʱなどをҾいている。

ᶄはʰ一৭܉記ʱh 丹後چ事記ʱh ా辺چ記ʱh 丹ᄚ府ࢽʱなどをҾいている。ᶅはʰࡉ川Ո記ʱ

をҾいている。結࿦としては、地ݩ文書をひいたᶃ一৭ࠨ京ଠ෉આを࠾っている。

後にʰ舞鶴の山城ʱでは、特に立地に஫໨して঺հしている。城ؗはଧӽಕから北にԆびる࠷

尾根上にあるが、このଧӽಕの下を北近ـタンゴ鉄道宮津線が通っており、またかつての宮津街

道も中山を通っており、今もੲも西舞鶴ʕ༝良・ਆ࡚間の交通の要所となっている。周囲は西に
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は༝良川が流れ、北・東は࣪地ଳであったと考えられる。༝良川の河川交通を管理する城ؗとし

て஫໨される。

中山城は、南北にԆびた尾根をे本の堀切でः断し、14か所Ҏ上もの曲輪਺を有する大規模な

遺構である。しかし、曲輪の構成に連ଓ性がなく、縄ுりにまとまりがないのが特௃であるとし

ている。（今回の調査地である）南の曲輪からは༝良川の西斜面にそって࢛段の曲輪があることか

ら、城主の河川交通΁の関༩を示ࠦし、また、中ԝ部の曲輪は北࿢の集落΁道がつながっている

ことから、集落との関係も考えられるとࢦఠした。

城主についてさまざまなઆを঺հした。まず、h 一৭܉記ʱや一部の近世地ྨࢽにあるপా޾

ฌӴである。しかし、このઆには๣証がなく、h 一৭܉記ʱも৴པ性にܽけるとした。また、ࡉ

川Ոの記録であるʰ໖考ा録ʱは、中山城主を一৭氏方の؏޾ฌӴとし、ʮ山中（中山）ʯでܹઓ

があり一৭ٛ道がઓࢮしたことは記しているが、ཪ切りӠʑには৮れていない。一方、h ባ文書ʱ

やଞの地ྨࢽは城主を一৭ࠨ京ଠ෉としている、と୶ʑと記ࡌしている。これとは別に16世紀前

半のঢ়گについてはʰന井Ո文書ʱには水間村でઓいがあったことを記ࡌしている。中山村とশ

したのはఱਖ਼年間Ҏ後であるので、水間のઓいでも中山城が࢖われたことは想૾に೉くない。h ໖

考ा録ʱによると、ࡉ川౻޹は一৭氏໓๢後の中山城にՈਉのপాԆݩを഑置していたが、ా辺

᝷城後にࡍして自焼させたという。平成20年の京都府による発掘でも、焼土が確認されたことを

。ఠしているࢦ

̓ɽ·ͱΊ

発掘調査の結果、第１期は16世紀第２࢛半期に相౰することが判明した。郭１ʵ１に２棟（建

物１・４）の建物を建てていたが、北部には古墳の高まりがあったと考えられる。郭１ʵ１南に

は柵を築いていた。この平坦面の南西部は自然地形のままで、ுり出してはいなかった。郭１ʵ

３もಉじで、自然地形のままであった。郭１ʵ４は、掘立柱建物６があった。おそらく、見ுり

୆として機能していたと考えられる。

第２期は16世紀第４࢛半期に城が一度造り替えられ、郭を広げている。郭１ʵ１にあらたに２

棟（建物２・３）の建物を建てていたが、北部にあった古墳の高まりは࡟られ、平坦にされた。こ

の西側にある郭１ʵ２部෼は第１期には切岸１の人޻తな斜面であったが、੝り土され平坦面が

造成された。ここに、郭１ʵ１からுり出させた桟敷あるいは舞୆ঢ়の施設が建設された。

郭１ʵ４には建物はなく、ただ平坦面のみであった。

中山城に関するಉ時代の文ݙはない。周辺に関する࢙ྉは、Ӭਖ਼17（1520）年にന井清Ӂがएڱ

の෢ాݩ৴から、水間村のࢧ഑を໋じられているが、水間村は中山村の隣村である。ఱ文 （̓1538）

年に水間でઓいがあり、ന井清Ӂが෢ాݩ৴から、ޭ܉を༪められている。このように16世紀前

༿にはएڱ෢ా氏のࢧ഑下であった可能性があるが、出土した土師器皿は16世紀前半でもऴわり

の時期であり、また、もっとも地Ҭ৭が出る土師器皿は京都系であり、एڱのӨڹは認められな

い。ただし、今回の調査地での結果であり、水間村に近い主郭部෼がまず造られた可能性は高い。
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記ʱをはじめ、いくつかの文書を૯合తに検౼すると、一৭氏が܉戸時代に書かれたʰ一৭ߐ

城主であった1579年、৫ా৴長のࢦ示で丹後に߈めೖったࡉ川౻޹・஧興、および明ஐޫलの連

合܉によって、まず、建部山城がഁられ、一৭ٛ道は中山城にಀげ込んだものの、中山城は落城

したようである。その後は、ࡉ川氏の部下であったপాצղ༝ࠨӴ໳清Ԇが城主であったようで

ある。h 八Ӣのれきしʱに記ࡌされたপా氏の系ਤによれば、পా氏はएڱの出਎で、小඿から

来たようである。清Ԇのຓであるᴀ߳が౻޹の࠺であったとある。別の文ݙによればӬ࿣６（1563）

年஢உ஧興が京都一৚໭り橋のؗで஀生したが、฼はপాޫ݉ঁᴀ （߳h 川Ո記ࡉ ）ɦとあるので、

ా、川段階には、ෲ心の部下を中山城に഑置したことがわかる。1600年の関ヶ原のઓい直前にࡉ

辺城᝷城が࢝まるが、中山城にいた者たちが、城を焼いてా辺城に合流したという。郭１ʵ３の

建物５の掘形には焼け土がೖっていたが、この焼け土が1579年のઓいの時か、1600年の自焼の時

なのかは出土遺物がなく判断がつかない。1602年に主܅のࡉ川氏が۝भの小倉にҠったときに、

পా小ฌӴは一ॹに行ったようで、城の出土遺物が1600年ॳ頭の౜津焼を࠷後に出土しないこと

と合கする。

পా氏がೖ城した直後であるఱਖ਼ （̕1581）年には、৴長の໋により鳥औを߈めていた๛ਉल٢

にԉ܉を出した。日本ւに近いというઓུ上のॏ要ڌ఺であるこの地周辺には、ਆ࡚はじめに水

川氏のෲ心の部下であるপా氏がೖり、その時、城は改造された。༝良川方ࡉ。えていた߇が܉

面にಥき出した舞୆、あるいは桟敷のような施設の存在は、この周辺でఱ໨஡࿸や土師器皿が出

土したことと考え合わせれば、ԅが࠵された可能性がある。ࡉ川氏は能や、連Վ会をしばしば࠵

しており、あるいは、෩ޫ明ᇪなこの地でԅが࠵されたのかもしれない。山ᑦ大෉఻આの舞୆で

あったことや、建部山߈防ઓの舞୆であった山を見上げるこの地は、連Վのׄ޷の୊ࡐをఏڙし

たのかもしれない。

஫１　௰本࿨ඒ・竹原一඙ʮ中山城跡発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第６冊　財ஂ๏人　京都府

埋蔵文化財調査研究センター）1983

 竹原一඙ʮ中山城跡発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第10冊　財ஂ๏人　京都府埋蔵文化財

調査研究センター）1984

 竹井࣏༤ʮ中山城跡第３次・中山近世ุ発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第122冊　財ஂ๏人

　京都府埋蔵文化財調査研究センター）2007

 戸原࿨人ʮ中山城跡第４次・中山近世ุ発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第128冊　財ஂ๏人

　京都府埋蔵文化財調査研究センター）2008

஫２　h 日本城郭ମ系ʱ11　京都・࣎լ・福井　新人物ԟ来社　1980

஫３　h 八Ӣのれきしʱ八Ӣެ民ؗ　1996

஫４　h 舞鶴の山城ʱ舞鶴山城研究会　2009

஫５　今谷明ʮ室町・ઓ国期の丹後कޢと土߽ʯ（h ۚ屋ൺ丘ೌ城遺跡発掘調査報告書 　ɦՃӻ町ڭҭҕһ会）
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஫６　大ؠ༸一ほかʮ大ມ城跡ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第75冊　財ஂ๏人　京都府埋蔵文化財調査研究

センター）1997

஫̓　井上ۚ次࿠ʮ第４ষ　中世のڷ土文化ʯ（h 舞鶴市࢙ʱ通࢙編（上）　舞鶴市໾所）1993
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ʰࡉ川༓ࡈʕઓਖの中のֶܳ 　ɦּ間書院　2010

村ాम三編ʰਤઆ　中世城郭事య 　ɦ新人物ԟ来社　1987

ʰ舞鶴市࢙ʱh 宮津市࢙ʱશൠతなことをࢀরした。

西暦 ࿨暦 月日 出　来　事 出　య
1520 Ӭਖ਼ 17 ന井清Ӂが主܅の෢ాݩ৴から水間村のࢧ഑を໋じられている ന井Ո文書
1527 大Ӭ̓ 丹後のւ଑、西津小඿（福井ݝ小඿市）に৵ೖ。 羽լ寺年中行事
1538 ఱ文̓ 水間のઓい、ന井清Ӂが෢ాफউからޭ܉を৆される。 ന井Ո文書

1540 ఱ文̕ ̓.14
京都府地ࢽによれば中山村とশしたのはఱਖ਼年間Ҏ後ӽ前船お
よそ 500 ᢦՃࠤ郡΁来る。これは、たびたび、丹後のւ଑がӽ
前΁来てߥらすための報෮。

羽լ寺年中行事

1569 Ӭ࿣ 12 य़ 立原Ӣभがೌࢠউٱを丹後にটᡈした。 立原・福屋両Ո఻

６月
里村঺೹、एڱから丹後にೖりऄౡ（じゃしま）に渡る。2 日
間଺在。大ࢤສୠ馬कらと連Վ会を࠵す。その後、ఱ橋立に向
かう。࠶び、ऄౡに໭り、一৭式部গีに会った後、ؼབ。

ఱ橋立紀行

６.23 。氏出Ӣにೖ国ࢠೌ 立原・福屋両Ո఻
1575 ఱਖ਼３

５.20
৴長の෢ক羽ࣲल٢、ӽ前立石Ӝのࣰ河ฌݿにस໾を௃するに
ґり˘（丹後）ٴびएڱのसखに໋じ、ಉӜにसをཹܨするこ
とをࢭې。

立石Ӝڞ有文書

６.17 ৴長、明ஐޫलをݣして、˘（丹波）、˘（丹後）を平定しよう
とし、川উܧ氏、小ിࠨ馬ॿにରして、஧અを੤わせる。

記録御用所本古文
書

̕.28 ٢川ݩय़のฌ、ೌࢠউٱのଐ城˘（丹後༝良）を߈め、ੋ日、
೭をؕ落させる。

٢川・川Ո文書ࡉ
Ո文書

10 月 ৴長、ୠ馬山名氏の要੥により、Ҙ೚ޫलを೿ݣして、Ԯ໺直
ਖ਼をಉ国竹ాに߈め込ませる。

川Ո文書、݉見ࡉ
記ڢ

1579 ఱਖ਼̓
５.５

৴長、羽ࣲल٢の要੥により、ॾকを、˘（丹波）に೿ݣし、
Ҙ೚ޫलをԉけて、˘（ಉ国ණ上城）波ଟ໺फ長、फః෕ࢠを
。させるܸ߈

小ി文書、丹波ࢤ、
下文書ほかٱ

̓月
Ҙ೚ޫल、長岡౻޹とڞに波ଟ໺氏の༨ౘを˘（丹波ๆ山城）
に߈めて、これをؕ落させる。ຢ、一৭ٛ有を˘（丹後ٷ木城）
に߈め、これとߨ࿨する。

川Ո記、দ井文ࡉ
書、有٢Ո代ʑ֮
書

10.４ Ҙ೚ޫल、৴長を安土城にӼし、˘（丹波）、˘（丹後）の平定
を෮໋する。 原本৴長記

෇ද　中山城跡関係年ද
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西暦 ࿨暦 月日 出　来　事 出　య

1580 ఱਖ਼８ ４.24 ৴長、羽ࣲल٢の小ૣ川ོܠを備中高山にแ囲しようとするの
をฉき、長岡౻޹、一৭ຬ৴にԠԉを内໋する。

٢川・川Ո文書ࡉ
Ո文書

1581 ఱਖ਼̕ ３.28 羽ࣲल٢、近ߐ長඿商人の商ച船にંࢴを༩え、एڱ、̆ （丹後）
のւ଑の違ཚに備えさせる。 南部文書

４.12 長岡౻޹෕ࢠ、Ҙ೚ޫल、঺೹౳を˘（丹後宮津）にںԠする。 津ాफٴ஡౬日記

̕.４ ৴長、˘（丹後）一৭ຬ৴、໼໺౻一࿠の஌行෼をׂいて、長
岡౻޹、Ҙ೚ޫलに෼け༩える。

川Ո文書、݉見ࡉ
記ڢ

1582 ఱਖ਼ 10 ６.２ 本能寺の変。

６.̕ Ҙ೚ޫलは長岡౻޹、ಉ஧興෕ࢠを༠うが、౻޹౳はԠじず、
羽ࣲल٢にԠじる。

川ࡉ、川Ո文書ࡉ
Ո記、ࡉ川஧興܉
ޭ記、ଠ߰記

̓.２ ˘（丹後ా辺）の長岡౻޹、本能寺にނ৴長௥ળ連Վ会を࠵す。 ल٢事記、ଠ߰記、
川Ո記ほかࡉ

̓.11 ल٢が஧興に丹後一ԁࢧ഑を安ూする。 川Ո文書ࡉ

̕.８ 長岡஧興、˘（丹後ٷ木）の一৭ٛ有を、ಉ国˘（宮津城）に
༠ࡴす、ਘで、˘（ٷ木城）をऔる。

川஧ࡉ、川Ո記ࡉ
興ޭ܉記、দ井Ո
ේ、ࡉ川஧興記

1584 ఱਖ਼ 12 ８.25 丹後ా辺において連Վ。 連Վ૯໨録

1592 文࿣ݩ ４月 一೭ࡈ（পా弥ࣣ࿠౷݉）より、෕फષ（上໺հޫ݉、༓ࡈのַ෕）
三े三回سのջچ連Վの発句をޤわれる。 ӵ૲ʮӬ੨文ݿʯ

1597 長２ܚ １.23 ా辺城で能楽。ࡉ川༓ࡈはঁ࿠Ֆのଠޑをたたく。 古来番෇ʮӬ੨文
ʯݿ

1600 長５ܚ ̓.17 石ా三成により஧興෉人ۄ（Ψϥシϟ）自ࡴさせられる。 時ڢܚ記

̓.18 丹後ా辺城に᝷城を開࢝。 ڢܚ川Ո記・時ࡉ
記

̕.15 関ヶ原のઓい。
̕.18 ా辺城を下城し、ཌ日、丹波ُ山城にೖる。 川Ո記ࡉ

12.26 ஧興ઓޭを認められ、๛前・๛後国 39 ສ石をഈྖし、ೖ国。๛
前小倉城を本ڌと定める。 川Ո記ࡉ

1601 長６ܚ Ӟ
11.29 ༓ࡈがはじめて๛前に下向。 記چॢ
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２.平成21・22年度丹波綾部道路関係遺跡
発掘調査報告

（井脇城跡）

̍ɽ͸͡Ίʹ

この報告は国土交通ল近ـ地方整備ہ福஌山河川国道事຿所がܭը・建設する丹波綾部道路埋

蔵文化財調査に൐う井脇城跡の発掘調査報告である。

井脇城跡は、京都府のほ΅中ԝ部、船井郡京丹波町にある中世山城で、ඪ高およそ300ｍを測

る࠷高所に井脇城の中心施設がある。そこには複਺の曲輪や尾根部を断ち切る堀切などが設けら

れている。地ݩでは瀧谷の城などともいわれているが、これまでݸ人研究で縄ுりਤの作成など

はなされてきたが、発掘調査はॳめてである。

第１ਤ　調査地位置ਤٴび周辺山城෼෍ਤ（国土地理院 1/50,000 綾部）
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今回の調査地である̖・̗・̘の３地区は、中心施設より30 ～ 50ｍほど下がった地఺で、中

心施設の北東および東側にあって、山城の防御・ܸ߈といった機能の中でॏ要な໾ׂを୲ってい

たと考えられる。特に"地区は、周囲から独立するかのようにほ΅方形に成形された曲輪をなし

ており、その平坦部の三辺には人޻తな土੝り（土塁）が構築されていた。

現地調査は、平成21年度の調査として̖地区および̗地区の調査を、平成22年度の調査として

̘地区の調査を࣮施した。調査掘࡟面積は̖地区1,200㎡、̗ 地区200㎡、̘ 地区500㎡の合1,900ܭ

㎡である。本報告はࠇ௶がࣥචした。

޾߂஍調査੹೚ऀ 調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ 調査第２՝՝長ิ݉ࠤ調査第１係長　小஑　׮

   ಉ　૯ׅ調査һ　ా代　߂

   ಉ　ઐ໳調査һ　ࠇ௶一थ

調 査 ৔ ॴ 船井郡京丹波町井脇瀧谷

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ 平成21年10月22日～平成22年２月25日（̖・̗地区）

   平成22年５月６日～̓月６日（̘地区）

調 査 ໘ ੵ 1,900㎡

第２ਤ　井脇城跡中心施設ٴび調査地区഑置ਤ
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̎ɽҪ࿬৓跡ͷத৺ࢪઃʹ͍ͭͯ

井脇城跡の中心施設は、ඪ高約300ｍの࠷高所にあり、丹波綾部道路の路線ൣ囲からは֎れて

いる。井脇城跡の施設を現ঢ়の中でԡさえておくことは、今後の井脇城跡および周辺の山城跡を

研究していく上でඞ要である。そこで、໨ࢹと巻ईによりܭ測し、縄ுਤを作成した（第２ਤ）。

このਤをݩに中心施設の内容をएׯεέッνしておきたい。

山頂෇近は大きく２段に成形された曲輪が北東ʵ南西にฒんでいる。北側の曲輪がひときわ高

所に位置する。この曲輪の北側および北東側には、三日月形となったࠊ曲輪が確認できる。

中心施設の曲輪２面を合わせた広さは東西50m、南北16mのおよそ800㎡を測る。そしてそこ

には東辺をআく北・西・南の３辺に土塁が築かれている。方形曲輪の南西側には、෯２m、長さ

12mほどの堀切がみられ、防御をさらにݎくしている。北西・南東側は急फ़な斜面となっており、

そうした地形がそのまま防御の機能を果たしたのであろう。山頂周辺には、これҎ֎にݦ著な施

設は見受けられない。堀切より西側の尾根をさらに୧っても自然地形がଓくばかりである。

今回調査地は、中心施設から北東にுり出す尾根上（̗地区）と、大きく段を成した上で東側に

Ԇびる尾根筋上（̖地区・̘地区）に位置する。

̏ɽ調査੒Ռ

̍ʣ"஍۠

̖地区は、中心施設から東～南東方向にԆびる尾根部を大きく改変し、斜面上位の土砂を࡟っ

て北西側に੝り෇け、周囲から独立した曲輪を造成している。ඪ高は264.2ｍを測る（第３ਤ）。

この頂部平坦面からの見੖らしはඇৗに良޷で、東側谷部を広く見通せる。曲輪の頂上は、東西

18ｍʷ南北21ｍのほ΅方形をなし、およそ380㎡Ҏ上の広い平坦地を確อしている。この平坦面

の南・西・北辺の３辺を囲うように土塁が設けられている。調査前の土塁は、下෯５ｍ、上෯2.4

ｍ、高さ0.5 ～ 0.8ｍで、北辺̕ｍ、西辺11ｍ、南辺10ｍで、૯長30ｍを測る。平坦部を中心に、

曲輪の斜面をؚめて、1,200㎡のൣ囲を調査した。

曲輪の施設としては土塁Ҏ֎はなく、ࠇ৭෗২土（ද土）が約15Dmのްさでଯ積し、それを掘

、൫（地山）面となった。平坦部では、柱穴などの遺構は検出できなかった。།一ؠいߗすると࡟

曲輪平坦部の北東部には置石がなされていた（第５ਤ）。石の大きさ長さ60Dm、෯42Dm、ްさ

16Dmである。石の上面は平坦になっている。Ճ޻はなく、టؠ質の自然石である。曲輪のދ口

を構成する໳をࢧえたૅ石の可能性がある。

土塁は、南・北辺の端部は築造された時よりもかなり෩化・流ࣦしていたが、西辺中間部での

から、20࡯؍大高は約80Dmを測る。その断面の土૚࠷ ～ 25Dmのްさで土を内側から֎側に向

けて斜めに積み上げ、さらにิڧするように֎側から土をϒϩッΫঢ়に੝り上げているのが確認

された（第̓ਤ上・ਤ൛第12）。この土塁は࠷ऴతに、すべてআڈした。その結果、土塁が築かれ

ていたൣ囲の西側と北側は、ଟྔの᛽混じりの土で造成されていることがわかった（ਤ൛第13）。

また、斜面部の掘࡟については、土૚の確認のために断ちׂりを行った部෼Ҏ֎では、曲輪を
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第３ਤ　̖・̘地区地形ਤ（掘࡟前）
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第４ਤ　̖地区地形ਤ（掘࡟後）

第５ਤ　̖地区置き石 第６ਤ　̖地区出土遺物࣮測ਤ
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造成した੝土をそのまま࢒し、山城として成形された౰時のঢ়ଶまでを掘࡟した（第４ਤ）。

なお、東側の$地区との間の斜面には、コンターに直交する方向で、地ׂれのような溝が長さ

24ｍ、෯1.3 ～２ｍ、ਂさ20Dmにわたって認められた。山城に関する遺構であるかを確認するた

めのトϨンνをೖれたが、新しい時期（近現代）の道であると判断した（ਤ൛第15）。

出土遺物には、頂部南東部から瓦質土器のഁ片１఺と、土塁掘࡟中にಉ質の瓦質土器のഁ片１

఺がある。土塁築造中の੝土内に混ೖしたものである。瓦質土器は、෮ݩ径23.2Dm、ମ部ް̓

mmを測り、内面にᎬり溝をもつᎬുであろう（第６ਤ上、ਤ൛第16）。瓦質のᎬുについては大

系తな編年はなされていないが、およそઓ国時代にあたる16世紀前半とみられる
ㅭ㉅ㅮ

。そのଞの出土

第̓ਤ　̖地区曲輪・土塁断面ਤ
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遺物をܽくことから、この曲輪の築造年代の下ݶを16世紀前半としておきたい。

さらに、煙管の雁首１఺、ං前系磁器࿶ഁ片１఺が出土した（第６ਤ下、ਤ൛第16）。これらは

ද土中からのもので、ߐ戸時代後期のものといえる。煙管の雁首は、長さ６Dmを測る。ං前系

陶磁器は18世紀で໢໨文のછ෇け࿶である。中世山城に直接関係する遺物ではない。

̎ʣ̗ ஍۠

井脇城跡の中心施設から北東方向に下߱してԆびる尾根筋にある。200㎡のトϨンνを設定し

た。トϨンν内の土૚は、ද土であるࠇ৭෗২土（第１૚）および׊৭೪質土（第２૚）がബくଯ積

し、それより下૚は地山・ؠ൫となっていた。෯広くなっている部෼や、೪൘ؠまたはటؠの࿐

出しているか所も確認したが、明確な遺構も検出されず、１఺の遺物も出土しなかった。ؠの࿐

出か所は、຺ؠがトϨンνを斜めにԣ切り、෯5.8m、ਂさは１ｍҎ上を測る。

̏ʣ̘ ஍۠

̘地区は、̖地区からさらに東方向に下߱していく෯広の尾根部に౰たっている。ここは̖地

区のある北側尾根部とରቂし、その間の谷部શମを見通せる޷位置であるため、࿌跡や建物跡な

どの存在が想定される৔所であった。

トϨンνは500㎡を設定し、掘࡟を行った。૚ংは、15Dmのࠇ৭෗২土（ද土）、その下に

15Dmの׊৭砂質土がଯ積し、その下૚は୶ԫ৭೪質土の地山であった。地山面上で精査したが

第８ਤ　̗地区平面ਤ
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遺構・遺物は検出できなかった。

̐ɽ·ͱΊ

井脇城跡のような中世山城は、京丹波町内だけでも20基近くを਺えるが、城主やશମ規模・構

造のはっきりしない城もଟい。城主が఻ঝされている城としては、出໺城（出໺氏）、鎌谷城・鎌

谷南城（ࡉ見河内क）、三ノ宮城（山内ٱ๛）、橋௺城（山内ః通～ٱ๛・੝๛）、井৲城（谷垣ฌ部）、

上໺城・須஌城（須஌氏・須஌ޫܠ）などがある。

井脇城跡については、築城および居城主は明らかではない。ただ井脇城跡を中間にしてಉじ谷

筋のೖり口と࠷Ԟに山内氏Ώかりの城と఻えられる橋௺城跡と三ノ宮東城跡・三ノ宮西城跡が存

在していることから、井脇城跡周辺は山内氏とのڧい関係がࢦఠされている。

今回は、中世山城である井脇城跡の東側に設けられた曲輪の調査で、#・$地区ではݦ著な遺構・

遺物はಘられなかったが、"地区において丘陵尾根部に周囲から半ば独立して造り出された曲輪

の構造を明らかにすることができた。曲輪頂部は方形に造り出し、西・北・南の３辺には防御用

の土塁が築かれていた。出土遺物として、平坦面および土塁内部から出土した瓦質Ꭼുのഁ片が

ある。形ଶから16世紀のものである。今後、中世井脇城のਖ਼面ދ口や֤方向にのびる曲輪や小口

などの施設のղ明など、ଟくの՝୊が࢒っている。

஫ ҏ໺近෋ʮ中世土器の編年ʯ上　（h 京都府埋蔵文化財৘報ʱ第57号　（財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター）1995

第̕ਤ　̘地区地形ਤ（掘࡟後）
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３.長岡京跡右京第994次（7"/(,T-4地区）
・井ノ内遺跡発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

今回の調査は、平成22年度大山࡚大ࢬ線地方道路交෇ۚ業຿ҕୗに係る埋蔵文化財発掘調査に

൐い、京都府建設交通部のґཔを受けて࣮施したものである。

調査地は、長岡京市井ノ内頭本・今里蓮ヶ糸に所在し、西山丘陵裾から東側にԆびるඪ高40ｍ

前後の௿位段丘上に位置する。調査ൣ囲は長岡京の৚坊推定෮原によると、長岡京跡右京三৚三

坊ेޒ町、ಉ三৚࢛坊ೋ町、西三坊大路西側溝にあたり、縄文時代から中世までの複合遺跡であ

る井ノ内遺跡の南西端部、一部、今里遺跡とॏ複する地఺である。

調査は、１～３トϨンνの３か所を設定した。１トϨンνは今里蓮ヶ糸地区、２・３トϨンν

は、井ノ内頭本地区にあたり、近隣住宅の生׆進ೖ路を確อするため、３回に෼けて࣮施した。

調査の結果、西三坊大路の路面上に奈良時代あるいは平安時代の掘立柱建物跡、古墳時代の竪

穴式住居跡、弥生時代の大溝౳が検出された。　　

調査にあたっては、京都府ڭҭҕһ会、長岡京市ڭҭҕһ会、（財）長岡京市埋蔵文化財センタ

ー、地ݩ自࣏会をはじめଟくの方ʑにごࢦಋ・ごྗڠをいただいた。記して、ँҙをදします。

なお、本報告は竹井がࣥචした。

第１ਤ　調査地位置ਤ（国土地理院 1/50,000 京都西南部）
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調査に係る経අはશֹ京都府建設交通部がෛ୲した。報告に࢖用した࠲ඪ系は日本測地系の第

ᶜ系である。

޾߂஍調査੹೚ऀ 調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ 調査第２՝主װ調査第３係長事຿औѻ　石井清࢘

 ಉ　ઐ໳調査һ　竹井࣏༤

調 査 ৔ ॴ 長岡京市井ノ内頭本・

今里蓮ヶ糸

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ 平成22年４月26日～８

月27日

調 査 ໘ ੵ 472㎡

̎ɽݕग़遺ߏ

̍ʣ̍ τϨϯν（第２～５ਤ、ਤ൛第１・

２）　１トϨンνは、主要地方道大山࡚大

線と通শޫ明寺道交ࠩ఺の北東֯のാ地ࢬ

に3.5ʷ６ｍのトϨンνを設定した。長岡

京跡右京の推定西三坊大路東側溝の東宅地

内に位置する。基本૚ংは地ද下1.2ｍま

で੝土、ߞ作土、চ土（１～４૚）がଯ積し、

第２ਤ　１・２トϨンν土૚ਤ

第３ਤ　１トϨンν検出遺構平面ਤ
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明փ׊৭砂質土（５૚）が中世のแؚ૚であ

る。この下面で竪穴式住居跡、大溝̨̙04

を検出した。これらの遺構の基൫૚はԫ׊

৭೪質土（19૚）である。

３棟の竪穴式住居跡は、調査地֎に広が

るため、平面規模はෆ明である。方形をఄし、

ਂさ0.2ｍ前後を測り、住居内から古墳時代

後期にଐする須恵器、土師器౳の遺物がଟ

਺出土した。時期は֓Ͷ６世紀代にଐする。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝�1　ਂさ25Dm、一辺の

長さはෆ明（方位̣-25°-̬）である。ଯ積土

は、փ׊৭砂質土（８૚）で、炭化物、෗২

土が混在する。出土遺物は須恵器ഋ਎・֖、

土師器である。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��　ਂさ15Dm、一辺の

長さはෆ明（方位̣-25°-̬）である。ଯ積土

は、҉஡׊৭೪性土、҉փ׊৭೪砂質土（10・

11૚）である。出土遺物は須恵器ഋ਎、土師

器高ഋである。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝�3　ਂさ20Dm、一辺の

長さはෆ明（方位̣-25°-̬）である。出土遺

物は須恵器ഋ・ᙈ、土師器高ഋである。

େ�4̨̙ߔ　トϨンν中ԝ部、竪穴式住

居跡の下૚で検出したもので、方位は̣-30°

-̚の溝である。溝の上面෯が2.2ｍ、ਂさは

0.7ｍを測り、断面はٯ୆形をఄする。ଯ積

土（12～17・21૚）は、大きく３૚に෼かれる。

上૚（13 ～ 15૚）は෗২土などが混じり、遺

物はわずかである。人ҝతに埋まったもの

とࢥわれる。中૚（17૚）は砂・ૈ砂であり、

流水のࠟ跡が認められる。下૚（16・21૚）

は୶׊৭೪質土・ԫ׊৭೪質土と҉׊৭೪

質土の混合૚がଯ積し、溝ఈからは弥生時

代後期の高ഋ・ᙈ౳のഁ片がଟ਺出土した。

̎ʣ̎ τϨϯν（第６・̓ ਤ、ਤ൛第２～４）

第４ਤ　１トϨンν竪穴式住居跡̨̝01～03平面ਤ

第５ਤ　１トϨンν大溝̨̙04平面ਤ
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調査トϨンνの設定については、

周辺住宅の生׆進ೖ路（出ೖり口）の

確อ、ٴび人ྗ掘࡟によるഉ土置き

৔౳を考ྀし、２回に෼けて調査し

た。૯面積は463㎡である。基本૚

ংは地ද下0.5ｍまで現代の造成に

よる੝土（１～６૚）がଯ積する。҉

փ׊৭෗২土（̓૚）は中世のแؚ૚

で、この下૚から掘立柱建物跡、溝

౳の遺構を検出した。これらの遺構

の基൫૚は８・̕૚であり、ԫᒵ৭

砂質土（砂ؠ：̕૚）からはサヌカイ

ト製の石器・石ࡐが出土した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1　トϨンν

南端部で検出したܻ行３間Ҏ上、ྊ

行２間あるいは１間の東西棟建物で

ある。柱筋は真北方向から東（̣-２°

-̚）にৼれる。柱間ੇ๏は2.6ｍ（8.5

ई）౳間である。柱穴は方形をఄし、

一辺0.8 ～１ｍ、ਂさ0.3 ～ 0.5ｍを

測る。柱ࠟは直径20Dmのԁ形をఄ

する。遺物は、֤柱穴からࡉ片では

あるが平安時代前期の土師器・須恵

器が出土した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�3　̨̗01の

北ܻ行柱列から北΁3.6ｍで検出し

たܻ行１間Ҏ上、ྊ行２間の東西棟

建物である。柱筋は真北方向から東

（̣- ２°-̚）にৼれる。柱間ੇ๏は

ܻ行1.8ｍ（６ई）౳間で、ྊ行2.1ｍ

（̓ई）౳間である。柱穴は方形をఄ

し、一辺0.6 ～ 0.8ｍ、ਂさ0.4 ～ 0.5

ｍを測る。柱ࠟは直径15Dmのԁ形

をఄする。遺物は小片の土師器・須

恵器がわずかに出土した。
第６ਤ　２・３トϨンν検出遺構平面ਤ



長岡京跡右京第 994 次・井ノ内遺跡発掘調査報告

-67-

03の北側1.2ｍで検出した６間Ҏ上の東西方向の柵列である。̨̗01の北側̨̗　�4̨̖ྻࡤ

10ｍに平行する。柱筋は真北方向から東（̣- ２°-̚）にৼれる。柱間ੇ๏は1.2ｍ（４ई）౳間、柱

掘形は方形・ԁ形で、一辺0.3 ～ 0.4ｍを測る。

۷ཱபݐ෺跡̨̗1�　̨̗01の上૚で検出したܻ行２間Ҏ上、ྊ行１間の東西棟建物である。

柱筋は真北方向から西（̣- ５°-̬）にৼれる。柱間ੇ๏はܻ行1.8ｍ（６ई）౳間で、ྊ行2.4ｍ（８ई）

を測る。柱穴はԁ形をఄし、直径0.2 ～ 0.3ｍ、ਂさ0.1 ～ 0.2ｍを測る。柱ࠟは直径５Dmのԁ形

をఄする。遺物は中世にଐする土師器・瓦器の小片が出土した。

なお、トϨンνશମに中世ٴび古代のԁ形・方形をఄする柱穴がଟ਺見つかっているが、建物

跡として෮原できない。

̏ʣ̏ τϨϯν（第６ਤ、ਤ൛第５）　

２トϨンν北方約10ｍの地఺に２ʷ５ｍのトϨンνを設定した。２トϨンνで確認できなかっ

た西三坊大路西側溝を検出することを໨తにした。基本૚ংは２トϨンνとಉじଯ積ঢ়گである。

調査の結果、中世にଐする柱穴・溝౳を検出した。溝跡̨̙07の規模は෯0.8 ～１ｍ、ਂ さ0.4ｍ、

断面ʮ̪ʯ字形をఄする。遺物は中世の瓦器片のほか、奈良時代の土師器・須恵器の小片が出土

した。また、౰ॳの໨తであった長岡京の西三坊大路西側溝౳に関連する遺構・遺物はແかった。

なお、遺構の基൫૚であるԫᒵ৭砂質土（砂ؠ）からサヌカイト製の石器剝片が出土した。

第̓ਤ　２トϨンν掘立柱建物跡̨̗03・15࣮測ਤ
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第８ਤ　出土遺物࣮測ਤ
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̏ɽग़౔遺෺（第８ਤ、ਤ൛第６）

今回の調査で出土した遺物は、整理ശ（コンςφ）਺にして11ശである。遺物の大半は土器ྨで

あるが、古瓦、石器なども出土した。

１・３・４は１トϨンν竪穴式住居跡̨̝02の上૚から出土した奈良時代の遺物である。１は

古瓦で、ತ面にはୟき໨、Ԝ面には෍໨がある。３は口径16.0Dm、器高４.0Dmを測る須恵器ഋ

਎である。ఈ部は平ఈ、ମ部は斜め上方に立ち上がり、端部はؙくおさまる。４は須恵器長ᰍᆵ

のᰍ部である。

２は２トϨンν̨̗01（̥� ２）から出土した口径16.0Dm、須恵器֖である。口ԑ端部がਨ下し

てؙくおさまる。平安時代前期にଐするものとࢥわれる。

５～̓は２・３トϨンνの中世のแؚ૚（҉փ׊৭෗২土）から出土した。５は口径24.0Dm、土

師器ᙈである。６は口径20.0Dm、土師器ുである。̓は高୆を࣋つ須恵器ഋ਎である。

８～ 10は１トϨンν竪穴式住居跡̨̝02から出土した須恵器である。８は口径16.0Dm、器高

３.0Dmを測るഋ֖である。ఱ上部はπϚϛがແく、平坦面を有する。口ԑ部はまっすぐਨ下し、

୹部はؙくおさまる。9・10は口径16.0Dm、器高2.0Dmを測るഋ਎である。口ԑ部は受け部から

くؙくおさまる。古墳時代後期にଐするものであࡉしながら୹く立ち上がり、端部は܏かに内ۇ

る。

11 ～ 23は１トϨンν溝̨̙04から出土した弥生土器である。弥生時代後期にଐする。11・

12・14・15はᙈで、口径は16.0 ～ 22Dmを測る。ମ部֎面は֓ͶタタΩࠟが࢒る。口ԑ部はʮくʯ

の字形に֎൓し、口ԑ端部がؙくおさまるもの（11・15）、平坦面を࣋つもの（12）がある。14は口

ԑ端部がਨ直に立ち上がる ň受け口ŉ ঢ়口ԑをఄする。13は広口ᆵで、口径16.0Dmある。口ԑ部

は水平に֎൓し、端部は平坦面を࣋つ。ᰍ部֎面にϋέ໨が࢒る。

16・18 ～ 20は高ഋおよび器୆である。16はഋ部で、下半は皿ঢ়をఄし、上半の口ԑ部は֎൓

ຯに斜め上方に立ち上がる。皿部と口ԑ部の֎面の接線はྏ線が見られる。18ؾ ～ 20は脚部で

ある。20はԁ形の޸があり、ਤで見るݶり器୆とࢥわれるが、ഋと脚部を接合するॆర土がࣦわ

れた高ഋ脚部の可能性もある。17は器୆である。21 ～ 23はᙈ・ᆵのఈ部である。

24は２トϨンνのԫᒵ৭砂質土（砂ؠ）から出土したサヌカイト製の石鏃である。平面はೋ౳辺

三֯形ঢ়をఄし、側ԑはஸೡに࢓上げ、直線తであるが、先端部側はわずかに内࿷する。基部は

Ԝ基式で、ፘり部は半ԁ形をఄする。先端部がগしܽଛするが、長さ3.2Dmを測る。25は３トϨ

ンνԫᒵ৭砂質土（砂ؠ）から出土したサヌカイト製の石器剝片である。

̐ɽ·ͱΊ

大溝̨̙04は、周辺の調査（̧615・̧27・̧615次調査）で見つかっている環濠集落の環濠と推

定される溝と規模・形ଶ・時期౳においてྨࣅ఺がଟいが、その方向が̧615次調査の̨̙01と

直交することから、一連の溝とは考えにくい。今後の調査に期଴される。

竪穴式住居跡は複਺回の建て替えが認められ、近隣の̧615・̧952次調査成果を合わせると、
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古墳時代後期には大規模な集落がӦまれたことが෼か

ってきた。

掘立柱建物跡̨̗01・03ٴび柵列̨̖04は推定西三

坊大路の路面上で見つかっている。また２トϨンνの

南側15ｍに位置する̧830次調査の井戸̨̚172では瓦

のଞ、փᬵ陶器などが出土しており、整然とした建物

഑置や特৭ある出土遺物の存在から、一ൠ集落とはҟ

なる可能性がある。時期は長岡京ഇઈ後、平安時代ॳ

期までの遺構群である。

なお、２・３トϨンνでは、西三坊大路の西側溝が

推定される地఺であるが、長岡京期の遺物すらօແで

あり、そのࠟ跡は確認できなかった。その理༝として

は、今回の２・３トϨンνにおいては後世の࡟平が大

いにӨڹしたものと考えられるが、ݩもと側溝が施޻

されなかった可能性も否定できない。

　　　　　　　　ݙจߟࢀ

竹井࣏༤ ň長岡京跡右京第615次発掘調査֓要（7"/*)+- ６地区）ŉ（h 京都府遺跡調査֓報 第ɦ89冊　（財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター）1999

໢　৳໵・ඦ੉ਖ਼߃ ň長岡京右京ೋ৚࢛坊一町跡・上里遺跡　右京第772・775次ŉ（h 京都市埋蔵文化

財発掘調査֓報ʱ2003-4　（財）京都市埋蔵文化財研究所）2003

඙޹ా૿ ň長岡京跡右京第830次・井ノ内遺跡・上里遺跡発掘調査֓要（7"/(,T- ２・()%- ̕地区）ŉh 京

都府遺跡調査֓報ʱ第117冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター　2007

඙޹ా૿ ň長岡京跡右京第753次・井ノ内遺跡・上里遺跡発掘調査֓要（7"/()*- ５地区）ŉ（h 京都府

遺跡調査֓報ʱ第107冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2003

඙޹ా૿ ň長岡京跡右京第795次・井ノ内遺跡発掘調査֓要（7"/(,4- ６地区）ŉ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ

第113冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2005　　

竹井࣏༤ ň長岡京跡右京第994次（7"/(,T- ４地区）・井ノ内遺跡発掘調査報告ŉ（h 京都府遺跡調査報

告集ʱ第137冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2010

第̕ਤ　１トϨンν周辺遺構഑置ਤ
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４.平成21・22年度八幡木津線道路整備促進
事業関連遺跡発掘調査報告

（下馬遺跡・片山遺跡・鞍岡山古墳群）

̍ɽ͸͡Ίʹ

下馬遺跡は、京都府相楽郡精華町大字下狛小字下馬・片山に所在する縄文時代から室町時代の

遺跡であり、平安時代後期から鎌倉時代にかけての集落と、室町時代の寺院関連遺跡である。片

山遺跡は下馬遺跡の南に隣接し、ಉ町大字下狛小字片山に所在する。片山遺跡は奈良時代から鎌

倉時代を中心とする集落遺跡とみられるが、そのほかに弥生時代の石แஸの出土もみている。鞍

岡山古墳群は下馬遺跡എ後の丘陵上のಉ町大字下狛小字長ࣳ・砂川ほかに所在する。

今回の発掘調査は、八幡木津線道路整備促進事業に係る発掘調査を京都府建設交通部のґཔを

受けて࣮施した。下馬遺跡・片山遺跡・鞍岡山古墳群の現地調査は、平成20年度から࣮施してき

ている。今回の報告は、平成21年度と平成22年度前半期で࣮施した発掘調査成果である。調査期

間中は、京都府ڭҭҕһ会、精華町ڭҭҕһ会、山城南土木事຿所などଟくの関係機関の方ʑを

はじめ、作業һ・調査ิॿһ・整理һの方ʑのごྗڠをಘた。本報告は竹原がࣥචした。֤年度

の調査ମ੍౳はҎ下の通りである。

調 査 遺 跡 下馬遺跡・片山遺跡・鞍岡山古墳群

޾߂஍調査੹೚ऀ 調査第２՝長　ං後ݱ

׮　調査第１係長　小஑݉ࠤ஍調査୲౰ऀ 調査第２՝՝長ิݱ

 ಉ　主೚調査һ　竹原一඙

 ಉ　調査第３係ઐ໳調査һ　竹井࣏༤・石尾੓৴

調 査 ৔ ॴ 相楽郡精華町下狛小字下馬・片山・砂川

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ 平成21年̓月21日～平成22年２月23日

調 査 ໘ ੵ 下馬遺跡　1,980㎡

 片山遺跡　500㎡

 鞍岡山古墳群　20㎡

ʤ平成22年度（前半期）ʥ

調 査 遺 跡 下馬遺跡・片山遺跡

޾߂஍調査੹೚ऀ 調査第２՝長　ං後ݱ

׮　調査第１係長　小஑݉ࠤ஍調査୲౰ऀ 調査第２՝՝長ิݱ

 ಉ　主೚調査һ　竹原一඙

 ಉ　調査һ　দ尾ࢠ࢙

調 査 ৔ ॴ 相楽郡精華町下狛小字下馬・片山
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ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ 平成22年５月25日～８月12日

調 査 ໘ ੵ 下馬遺跡　245㎡

 片山遺跡　455㎡

̎ɽҐஔͱڥ؀

相楽郡精華町は京都府南部の南山城地Ҭにあって、町Ҭの東部は木津川ࠨ岸のԭ積平໺が広が

り、中ԝ部Ҏ西には奈良ݝと行੓界を接する丘陵が広がる。木津川ࠨ岸のԭ積平໺部は、ほ΅̟

̧片町線と近鉄京都線෇近をڥに東の൙ཞ平໺と西のઔঢ়地にೋ෼される。൙ཞ平໺ではかつて

の木津川のऄ行を示すچ河道のࠟ跡や自然అ防が認められ、特に古い集落は自然అ防・ઔঢ়地・

段丘など、それͧれに木津川の൙ཞを回ආしಘる地形৚݅をٻめて立地しているঢ়گが窺える。

下馬遺跡・片山遺跡・鞍岡山古墳群は、町Ҭ北西部の丘陵上と裾部ઔঢ়地に所在する。また、

周辺部には縄文時代から中世の֤時期の遺跡が਺ଟく෼෍している。縄文時代では、中世の代ද

తな遺跡である椋ノ木遺跡で縄文土器の出土をみているほか、ඦٱอ地先遺跡が஌られる。弥生

時代では、ࢄ෍地であるが下馬遺跡北側のઔঢ়地に山路遺跡（前期）と西ノ口遺跡（後期）、丘陵上

のༀ師山遺跡（後期）が存在する。鞍岡山古墳群の南部には弥生時代後期の୆ঢ়ุや土ᆮุ、古墳

時代後期の土ᆮを検出した大福寺遺跡があり、縄文時代の石࡬も出土している。

古墳時代では、町Ҭ北部丘陵上に平谷古墳群（前期～後期）・鞍岡山古墳群（前期～中期）がഗ谷

川を挟んで所在する。鞍岡山古墳群は４基のԁ墳からなる古墳群である。ໍ 主墳である３号墳（中

期前半）は直径約40m、高さ約6.5ｍを測り、墳丘には෪石と৥輪が൐う。埋૴施設には２基の೪

土郭がある。調査によって２基の埋૴施設からは、୹݋・ߕ・౛౳の鉄製෢器ྨ、鉄製೶ߞ۩ྨ、

石製模造品ྨなどの๛෋な副૴品が出土している。大福寺古墳出土とされる鼉ཾڸは３号墳出土

の可能性がある。直径30ｍの１号墳（前期後半）はະ調査であるが、աڈに墳丘裾から৥輪׹が出

土している。２号墳（直径30ｍ、高さ３ｍ）は前年度に౰調査研究センターが発掘調査を࣮施し、

木׹直૴のุᆮ内から２基のׂ竹形木׹跡を検出している。規模の大きな西׹は׹֎から鉄製෢

器（１݋・૦４）、やや小さな東׹は׹内から㟩製्࢛形１ڸ面とྨۄが出土している。また、ಉ

丘陵では大福寺࠾集と記された陶׹（大福寺古墳）の存在が఻えられるが、大福寺古墳の位置はෆ

明である。近隣での集落は֟ఴ遺跡が஌られ、前期の竪穴式住居跡などが検出されている。

奈良時代Ҏ߱では、平໺部に里ഇ寺（飛鳥時代後期～奈良時代）、̧̟下狛Ӻの南側丘陵裾部に

下狛ഇ寺（平安時代後期～中世）が஌られている。下狛ഇ寺をؚむ一ଳはഈ఼遺跡（古墳時代後期

～奈良時代）でもある。丘陵上の鞍岡ਆ社遺跡（弥生～奈良時代）ではຏ製石鏃と瓦が࠾औされて

いる。

中世には椋ノ木遺跡において、掘立柱建物跡、柵、井戸、土ᆮุ、溝౳が検出されている。ま

た、平໺部には৚里の規੍を受けたܣ൞・水路・道路の؍ܠが良く࢒っている。
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第１ਤ　周辺遺跡෼෍ਤ（国土地理院 １/25,000 ా辺）

１.鞍岡山古墳群 ２.下馬遺跡 ３.片山遺跡 ４.大福寺遺跡 ５.鞍岡ਆ社遺跡 ６.鞍岡山遺跡 
̓.下狛ഇ寺 ８.ഈ఼遺跡 ̕.里ഇ寺 10.里遺跡 11.石ヶ町遺跡   
12.ඦٱอ地先遺跡  13.椋ノ木遺跡 14.य़日ਆ社遺跡 15.前川原遺跡（大北城跡）  
16.西ノ口遺跡 17.ༀ師山遺跡 18.平谷古墳群 19.ന山遺跡 20.屋敷ా遺跡 21.宮の口遺跡 
22.山路遺跡 23.܂町遺跡 24.三山木ഇ寺 25.ࠤէ垣内遺跡 26.宮ノ下遺跡 27.ݩ屋敷遺跡　
28.城山遺跡（Ҵ屋࠺城跡）  29.北Ҵ遺跡 30.֟ఴ遺跡 31.西垣内遺跡 32.ॕ園ਆ社遺跡 
33.中垣内遺跡 34.城ノ内遺跡 35.古屋敷遺跡 36.北৲遺跡 37.ؙ山古墳 38.ॕ園遺跡 
39.৿垣֎遺跡 40.南Ҵ遺跡 41.੓ヶ谷遺跡（Ҵ八࠺城跡）
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第２ਤ　下馬遺跡・片山遺跡調査トϨンν഑置ਤ
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̏ɽฏ੒�1೥౓Լഅ遺跡ͷ調査ʢ第̎࣍調査ʣ

̍ʣ調査֓ཁ

平成20年度に࣮施した21か所のトϨンν（第１～第21トϨンν）の調査成果をもとに、良޷な遺

構෼෍や遺物の集中するトϨンν周辺を֦ுして面త調査を࣮施した。調査ର৅地の現گは西か

ら東方向に下るઔঢ়地に設けられた階段ঢ়のߞ作地であり、道路や周辺ߞ作地との水རの੍約か

ら調査地は̖１～̖３・̗１・̙１・̙２の６地఺に෼かれた。北西側࠷高所の̖１地区と௿い

南東部の̙２地区間は水平ڑ཭約110ｍ、遺構面のൺ高ࠩは約11ｍを測る。

̖１地区は調査ର৅地の北西端、丘陵裾に位置する。前年度調査の第２・̕トϨンν周辺部を

֦ு調査した。調査地の地形は階段ঢ়をఄし、東部が約１ｍ下がる平坦地をなしている。遺構は

室町時代を中心として検出しており、東西の階段ঢ়平坦面上において検出した。遺構のঢ়گから

階段ঢ়地形は、室町時代には存在していたことが明らかになった。西側上段では、自然河川跡で

ある̨̧125と瓦ཷり̨̭120のほか、方形やԁ形の掘形をもつ柱穴を検出した。一方、東側下段

では土坑̨̠07・̨̭12、炉跡̨̭121、井戸̨̚129、溝̨̙123などを検出した。縄文時代晩

期の̨̧125Ҏ֎の遺構は、ほ΅室町時代にଐするものである。

̖２地区は̖１地区の南東約24ｍに位置し、̖１地区下段ςϥεとの遺構面のൺ高ࠩは約4.1

ｍを測る。前年度調査の第18トϨンνで柱穴列を検出したことから、本調査を࣮施した。調査の

結果、調査区の北西部から、掘立柱建物跡（̨̗58）１棟を検出した。遺構面は西から東にかけて

。斜し、௿い東側に中世遺物をؚむബいแؚ૚が存在した܏

̖３地区は̖２地区の南東側下段に位置し、̖２地区東端部との遺構面のൺ高ࠩは約1.9ｍを

測る。前年度の第16トϨンνで奈良時代の河川跡̨̧16を検出したことから周辺部を֦ுして本

調査を࣮施した。検出遺構は̨̧16のほか、橋脚̨̭57、土坑̨̠75がある。̨̧16と̨̭57は

奈良時代、̨̠75は平安時代後期～鎌倉時代にଐする。

̗１地区は̖３地区の南側に位置し、約20ｍ཭れている。前年度に第13・14トϨンνで柱穴を

検出したことから֦ுして本調査を࣮施した。ଟ਺の柱穴と土坑、ૉ掘り溝を検出し、掘立柱建

物跡と判断する２棟の建物跡（̨̗132・133）を検出した。遺構面は西から東に؇やかに܏斜し、

西端部と東端部のൺ高ࠩは約1.2ｍを測る。҉஡׊৭砂質土૚には奈良時代から鎌倉時代の土器

をؚみ、調査区の東部で検出した。調査区西部は出土遺物もۇかで、後世の࡟平を受けていた。

̙１地区は̗１地区の東に位置する。前年度の第21トϨンνで土坑と柱穴列を検出したことか

ら、本調査を࣮施した。ଟ਺の柱穴が広ൣ囲に存在し、掘立柱建物跡３棟（̨̗134 ～ 136）、柵

列（̨̖03・24・30・44・57・85・136）を検出した。また、土坑（̨̠23・36）、井戸̨̚01、溝

ঢ়遺構̨̭02౳の遺構も検出した。遺構面は؇やかに東に܏斜し、東端部෇近は後世に大きく࡟

平を受けている。̙１地区検出の遺構は平安時代後期から鎌倉時代にଐしている。

̙２地区は̙１地区の東に位置する。遺構面は؇やかに東に܏斜している。前年度の第10・11

トϨンνで柱穴、井戸、土坑を検出したことから、本調査を࣮施した。検出遺構には溝ঢ়遺構̨

̭02、掘立柱建物跡（̨̗55）１棟、井戸（̨̚32・54）、土坑がある。̙１地区検出の遺構は平安
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第３ਤ　下馬遺跡̖１地区北東น断面ਤ

時代後期から鎌倉時代にଐしている。

̎ʣݕग़遺ߏ

ʢ1ʣ̖ ̍஍۠

Տ઒跡̨̧1��（第４ਤ）　丘陵裾部を南西から北東方向に、ऄ行しながら؇やかに下る河川跡

である。川෯は調査地西端部で５ｍ、北東端で約８ｍを測る。ਂ さは約１ｍで断面形は෯広なʮ̪ʯ

字形をఄする。ఈ部෇近にはࠇ৭೪質土がްくଯ積（ްさ約0.6ｍ）し、この土૚中から縄文時代

晩期の土器ഁ片（第19ਤ１～３）が出土した。土器の出土ྔはۃめてۇかである。縄文土器Ҏ֎で

は、̨̧125の南側河岸部の精査でサヌカイト製࡟器（第19ਤ４）が出土した。

౔1̨̭޵�（第６ਤ）　第̕トϨンνの調査で部෼検出していたԁ形をఄする土坑である。北

半部෼の平面形は直径約̓ｍのਖ਼ԁ形を示すが、南部はやや西方向に溝ঢ়にԆびるঢ়گにある。

ԁ形に近い土坑ఈはؙみをもち、検出面からのਂさは0.6ｍを測る。土坑南西部は調査地֎にԆび、

土坑શମの形ঢ়が೺Ѳできないが、溝ঢ়の南西部は෯約2.7ｍを測り、ఈ面は土坑中ԝのਂ࠷部

から一段（約0.15ｍ）上がっている。土坑ఈには約0.25ｍのްさで҉փ৭ట質土がଯ積していた。

ৗに଺水していたとみられることから、஑ঢ়の施設であった可能性も考えられる。出土遺物には

土師器皿（第19ਤ̕～ 11）、瓦器࿶、火 （ࣷ第19ਤ19）、瓦౳がある。

౔̨̠޵��（第４ਤ）　土坑̨̭12と井戸̨̚129の埋຅後に設けられた方形の土坑である。土

坑南部は調査地֎となることからશ容はෆ明であるが、શ長5.5ｍҎ上、෯約2.0ｍ、ਂさ0.2ｍの

規模を測る。埋土中からগྔの瓦と火 （ࣷ第19ਤ18）が出土した。

࿍跡̨̭1�1（第５ਤ）　ԁ形土坑̨̭12の南東で検出した炉跡である。長方形をఄする土坑の

ఈ面中ԝに焼土が存在する。土坑の規模はશ長約1.9ｍ、෯1.3ｍ、ਂさ0.2ｍを測る。土坑ఈ面の
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中ԝ部に２か所の炉跡が存在するが、炉跡は中ԝ部が溝ঢ়の掘り込みでյされていた。この溝ঢ়

の掘り込みは土坑の中ԝをॎ断し、両端部は土坑นからそれͧれ0.2ｍほどಥ出している。溝෯

0.25ｍ、ਂさは土坑ఈから0.16ｍを測る。この溝のഁյから໔れた炉跡の焼土の一部が溝の両ݞ

第４ਤ　下馬遺跡̖１地区遺構平面ਤ

第５ਤ　下馬遺跡̖１地区炉跡̨̭121、井戸̨̚129࣮測ਤ
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第６ਤ　下馬遺跡̖１地区瓦ཷまり̨̭120、土坑̨̭12࣮測ਤ
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部に確認された。炉跡の焼土の広がりをԁ形とすると、２か所の炉跡（直径約0.3ｍ）が推測される。

この৔合、２基の炉跡の心ʑ間ڑ཭は約0.6ｍとなる。炉跡の中ԝ部がյされていることから、

炉跡の中ԝ部が連結するだるまܕをఄしていた可能性もあるが、ৄࡉはෆ明である。土坑ఈには

શମにࠇ৭の炭・փがあり、炉跡をഁյした溝内にも炉跡の焼土のࡅ片をؚんだ炭・փがॆຬし

ていた。このようなঢ়گから、ここでは炉のഇغに൐って炉の中心部を溝でഁյし、その後土坑

内で火をขき、埋め໭したとみられる。炉跡のഁյと火をขく行ҝはࡇ᛾に関連したものと判断

されるが、ここではࡇ᛾関連の遺物の出土はみられない。調査աఔで埋土中から小さな֯釘のഁ

片が出土したことから、この̨̭121は鍛冶関連の炉跡の可能性が高い。また、土坑埋土から土

師器皿、瓦器࿶のഁ片が出土した。

Γ̨̭1��（第６ਤ）　̖１地区西部の上段平坦面北端で検出した掘り込みঢ়の遺構であཷנ

り、ଟくの瓦が出土した。掘り込みは上段の東ԑ辺に設けられ、東側はนがなく開์ঢ়گにある。

掘り込みの北側は調査地֎にԆびることから、શ容はෆ明である。検出ൣ囲は西น側で長さ6.5ｍ、

南นが3.6ｍ、西นでのਂさは0.3 ～ 0.5ｍを測る。ఈ面は調査地東側下段面から約0.3ｍ高い位置

にある。西側のน面は急֯度で立ち上がるが、南西部のน面はやや؇やかな܏斜ঢ়گを示す。瓦

は掘り込みのఈ面から0.05 ～ 0.1ｍ༡཭して出土し、南西部のน面෇近では斜面にషり෇くঢ়گ

もみられた。出土遺物には、೹文ؙݢ瓦（第19ਤ13・14）・౜૲文ݢ平瓦（第19ਤ15・16）をؚむଟ

਺の平瓦とؙ瓦のほか、土師器皿、羽ז౳の土器（第19ਤ５～８）がある。

Ҫ1̨̚ށ��（第５ਤ）　̖１地区中ԝ部、下段ςϥεの南西端部で検出した井戸である。井戸

の掘形は方形をఄし、井戸部෼をԁ形に掘り下げている。井戸部෼は直径約1.2ｍ、ਂさは検出

面から約0.9ｍを測る。掘形の一辺は約1.9ｍを測る。井戸ఈ面に人頭大の石が਺఺みられたが、

ૉ掘り井戸と考えられる。井戸ఈには҉փ৭ట質土がଯ積し、瓦器࿶が出土している。

ਂ、下段ςϥε̨̭12の北側で検出したૉ掘り溝である。溝෯約0.5ｍ　（第４ਤ）1�3̨̙ߔ

さは0.1ｍを測る。溝は西端部でʮ̡ʯ字にંれ、西端から東約２ｍ෇近で南北方向溝（6.5ｍҎ上）

が東西溝に接ଓしている。東西溝と２৚の南北溝はそれͧれ東と北側が調査区֎にԆびることか

らその性֨やશ容についてはෆ明である。溝内には୶փ৭砂がଯ積し、瓦質Ꭼ （ു第19ਤ12）が出

土した。

ʢ�ʣ̖ ̎஍۠

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第８ਤ）　調査区北端で検出した南北棟の掘立柱建物跡である。建物規

模は、ܻ行３間（約6.2ｍ）̫ ྊ間２間（約4.0ｍ）を測る。建物跡の方位は北から東に約12°ৼってい

る。柱穴は方形掘形とԁ形掘形が混在する。柱穴の掘形は0.3 ～ 0.4ｍの規模を測る。柱穴掘形の

ఈ面Ϩϕルは東側ܻ行柱列が西側ܻ行柱列にൺべ௿い位置にあり、遺構面の܏斜とಉ様のঢ়گに

ある。これは̨̗58が܏斜地に建築された建物であり、建物内にはচுりが行われていたと考え

られる。調査区南側の第17トϨンνで検出した河川跡̨̧16の北岸と̨̗58の位置関係は、̨̗

58が北に約10ｍ཭れている。建物跡に൐う柱穴内から出土遺物はみられない。

ʢ3ʣ̖ ̏஍۠
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第̓ਤ　下馬遺跡̖２・３地区遺構平面ਤ
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第８ਤ　下馬遺跡̖２・３地区掘立柱建物跡̨̗58、橋脚̨̭57࣮測ਤ
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Տ઒跡̨̧1�（第８ਤ）　調査区を南西から北東にԣ断する河道跡を検出した第16トϨンν検

出෼と合わせ、検出した長さは11ｍを測る。෯は約３ｍ、ਂさは約1.5ｍ、ԣ断面はʮ̫ʯ字ঢ়

をఄする。河道両岸下部には҉փ৭೪質土がଯ積し、河道中ԝ部ఈには᛽混じりのૈ砂がଯ積し

ていた。河道が埋຅するにつれ河道中ԝ部にૈ砂のଯ積が積みॏなるঢ়گは、流水ྔの変化がස

ൟにあったことをදしている。࠷下૚のૈ砂内を中心に河道ଯ積土中から、奈良時代後期の須恵

器（第20ਤ20 ～ 21・28 ～ 31）と土師器（第20ਤ22 ～ 27）が出土した。このうち平ළ（30・31）は、

橋脚̨̭57の下流約3.5ｍ෇近の川ఈからॏなり合って出土した。

河川跡̨̧16との関連性から橋脚と判断される遺構である。̨̧16に　（第８ਤ）��̨̭٭ڮ

直交する１間ʷ１間で２列４ݸの柱穴を検出した。穴はఈ面が平坦であることから杭跡とは考え

られず、柱穴と判断した。柱穴は河岸斜面にઠたれ、柱穴の間ִはaʵb間が約1.8ｍ、aʵaʟ間が

約2.1ｍの規模を測る。柱穴はԁ形で、直径は0.2 ～ 0.3ｍである。穴のਂさは0.3 ～ 0.6ｍであるが、

ఈ面の位置はほ΅ಉ一Ϩϕルにଗえている。

౔̨̠޵��（第８ਤ）　調査区の東端部、̨ ̧16右岸部で検出した土坑である。部෼検出であり、

掘形はԁ形もしくはପԁ形をఄすると考えられる。෯約0.7ｍ、ਂさは約0.3ｍを測る。土坑埋土

の஡փ৭೪質土から瓦器࿶のഁ片が出土した。

ʢ̐ʣ̗ ̍஍۠

۷ཱபݐ෺跡̨̗13�（第10ਤ）　調査区の北東端で検出した南北棟の掘立柱建物跡であり、掘

立柱建物跡̨̗133とॏ複している。̨̗132は２間ʷ４間の規模と推測されるが、建物東部が調

査区֎に位置することから、建物跡のશ容についてはෆ明である。建物跡西側のܻ行柱列の４間

は心ʑ間で約9.7ｍを測る。１間の間ִは約2.4ｍである。東西のྊ間は、南側࠺部が１間約1.5ｍ

を測る。柱穴掘形は方形とԁ形のϓϥンが混在し、一辺ないし直径が0.4 ～ 0.5ｍ、ਂさは約0.4

ｍを測る。柱穴埋土は஡׊৭砂質土であるが、時期を特定する遺物の出土がみられない。̨̗

132の主࣠は北から東に約18°ৼっている。

第̕ਤ　下馬遺跡̗１地区南น土૚ਤ
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۷ཱபݐ෺跡̨̗133（第10ਤ）　２間ʷ３間の掘立柱建物と推定されるが、建物跡の東部が調

査区֎に位置することから、ৄࡉはෆ明である。ܻ行３間のશ長は約6.1ｍ、ྊ間は１間約1.4ｍ

の規模を測る。柱穴掘形は方形とԁ形のϓϥンが混在し、一辺ないし直径が0.3 ～ 0.5ｍ、ਂさは

約0.3ｍを測る。建物跡西側のܻ行柱列が̨̗132西側柱列とほとんどॏ複することから、̨̗

133と̨̗132は建て替え関係にあるとみられる。֤柱穴に切り合いがແいことから建物の先後関

係はෆ明である。建物跡の方位は北から東に約16°ৼる。

柱穴検出作業中、遺構の特定はできないが、周辺部から第21ਤ34 ～ 36の須恵器が出土している。

確証をಘることができないが、建物跡の年代を示す可能性のある遺物である。

��ɾ�3（第10ਤ）　掘立柱建物̨̗132・133の西側やや཭れた位置で検出した溝跡であ̨̙ߔ

り、̨̙83が̨̙80を切っている。この２৚の溝は、෯約0.25ｍ、ਂさ約0.05ｍを測るૉ掘り溝

である。溝の埋土は஡׊৭砂質土である。̨̙80からഋ （̖第22ਤ67）の出土をみた。また、̨̙

83では、第21ਤ32・33にみる奈良時代後期の土師器皿と須恵器ഋ̗の出土をみた。

建物跡の柱間列とは１ｍ前後の間ִがある。建物のݢ下Ӎ落ち溝の可能性も高く、位置関係か

ら̨̗132と̨̙80、̨̗133と̨̙83がそれͧれରԠすると考えることもできる。

第10ਤ　下馬遺跡̗１地区遺構平面ਤ
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ப݀܈（第10ਤ）　調査区の中ԝから南部にかけてଟ਺の柱穴の෼෍がみられた。ଟくの柱穴は

直径が0.2 ～ 0.3ｍで、ਂさも0.1 ～ 0.3ｍとばらつきがみられる。一部の柱穴から中世段階の土器

が出土している。建物に൐う柱穴も存在するとみられるが、建物の෮原はできなかった。

౔̨̠޵��　調査区南端で検出した土坑である。遺構の南部は調査区֎にԆび、શ容がෆ明

である。検出ൣ囲にみる土坑の形ঢ়は、西น側がややހをඳくのにରし、北นは直線తである。

น面の立ち上がりは؇やかである。ఈ面は水平に近く、埋土は҉փ৭೪質砂である。શ長約６ｍ、

調査区南นでのਂさは検出面から約0.2ｍを測る。埋土中から瓦器࿶（第21ਤ37）のほか、須恵器、

土師器の出土をみた。

౔̨̠޵��（第10ਤ）　̨̗133の西側で検出した土坑である。平面形はପԁ形で、長さ2.1ｍ、

෯1.5ｍ、ਂさ0.15ｍを測る。埋土は஡׊৭砂質土であるが、遺物の出土はみられない。

第11ਤ　下馬遺跡̙１地区遺構平面ਤ
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第12ਤ　下馬遺跡̙１地区掘立柱建物跡̨̗55・134・135・137࣮測ਤ
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ૉ۷Γ܈ߔ　調査区の中ԝ部

෇近に小規模な溝がଟ਺存在し

た。溝෯は約0.2 ～ 0.3ｍ、ਂさ

は0.1ｍ前後である。埋土は஡փ

৭砂質土で、瓦器や土師器の小

ഁ片が出土した。

ʢ̑ʣ̙ ̍஍۠

ଟ਺の柱穴、掘立柱建物跡、

柵列、井戸、土坑を検出した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗134（第12

ਤ）　調査区の南東部で検出し

た東西棟の掘立柱建物跡であ

る。 建 物 規 模 は 東 西 ３ 間（4.8

ｍ）̫ 南北１間（1.7ｍ）を測る。

東西のܻ行柱間は１間約1.5ｍの

౳間ִを測るが、東端の１間の

み1.7ｍでやや長い。柱穴の掘形

は方形であるが、ෆ整形なもの

も存在する。柱穴の規模は一辺

が0.5 ～ 0.7ｍ、ਂさ0.3ｍ前後を

測る。̨̗134の方位は北から

東に約18°ৼる。ྊ間が１間で

あることから、片屋根の建物と

み ら れ る。 ̨ ̗134は、 ౰ ॳ、

建物跡南側から検出した柵列̨

̖03をؚめて２間ʷ３間の૯柱

建物跡と考えていた。しかし、

調査を進めるաఔで方位と柱間

間ִの相違が明らかとなり、̨

̗134と̨̖03は別の遺構と判

断した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗13�（第12ਤ）　調査区南東で検出した南北棟の掘立柱建物跡である。建物規

模はྊ間２間（約3.0ｍ）̫ ܻ行３間（約7.2ｍ）Ҏ上を測る。ܻ行は建物跡の南部が調査区֎にԆび

ることから、શ長はෆ明である。ܻ行柱穴は１間が2.4ｍの౳間ִを測る。建物跡̨̗134とは東

に約６ｍ཭れた位置関係にあり、̨̗135の主࣠方位は、北から東に約23°ৼる。柱穴掘形は方形

第13ਤ　下馬遺跡̙１地区掘立柱建物跡̨̗136・137、
柵列̨̖18・24・85࣮測ਤ
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で、一辺約0.7ｍ、ਂさはਂいもので約0.6ｍの規模を測る。柱穴埋土は҉஡׊৭砂質土である。

۷ཱபݐ෺跡̨̗13�（第13ਤ）　̨̗135の北側で検出した東西棟の掘立柱建物跡である。建

物跡の東部は、後世の大規模な࡟平を受けࣦわれている。建物跡は、西端から東にܻ行３間（約

4.8ｍ）Ҏ上、南北のྊ間は２間（4.3ｍ）の規模を測る。柱穴の掘形は方形と長方形ϓϥンで、一辺

約0.5 ～ 0.9ｍ、ਂさ約0.4ｍ前後の柱穴がଟ਺を占める。建物跡の方位は、南西に位置する̨̗

134と࠲ඪ࣠がಉ一であり、関連性が認められる。̨̗134と̨̗136の位置関係は、̨̗134東端

から̨̗136西端間は約3.6ｍ、̨̗134北端から̨̗136南端間が約8.8ｍ཭れている。

۷ཱபݐ෺跡̨̗13�（第13ਤ）　調査区北東部で検出した掘立柱建物跡である。検出ൣ囲は建

物跡南西֯を基఺に、南北１間（2.1ｍ）̫ 東西１間（1.5ｍ）෼である。柱穴の掘形は方形ϓϥンで、

一辺約0.5ｍ、ਂさ約0.15ｍを測る。建物跡の方位は̨̗134・136とಉじで、北から東に約18°ৼ

っている。̨̗137と̨̗136の位置関係は、建物跡の間ִが南北で約6.0ｍを測り、̨̗136の西

側ྊ間柱穴列と̨̗137の西側ܻ行柱列がಉ一線上に৐る。

̨̖。調査区南西の掘立柱建物跡̨̗134の南側で検出した柵列である　（第12ਤ）�3̨̖ྻࡤ

03は東西３間でશ長約5.3ｍを測る。̨̗134とは方位がややҟなり、北から東に約16°ৼる。̨

第14ਤ　下馬遺跡̙１地区柵列̨̖30・44・46࣮測ਤ
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̗134との方位ࠩは約２°である。̨̖03の西端は̨̗134の西端ྊ間と࣠線を合கさせるが、東

端の柱穴は̨̗134東側ྊ間࣠線から東に出ている。̨̗134との間ִも西端で約1.5ｍ、東端で

は約1.0ｍと間ִがڱくなる。柱穴掘形は方形ϓϥンで、一辺約0.5ｍでਂさは約0.3ｍを測る。

柵列̨̖85の西側に位置する南北１間（2.4ｍ）の柵列である。掘立柱建　（第16ਤ）�1̨̖ྻࡤ

物跡̨̗136と̨̗137の西側ྊ間柱穴列を結Ϳ直線上に৐り、両建物跡とはほ΅౳間ִにある。

̨̖85とは約3.3ｍの間ִが開き、̨̗136・137の建物跡との関係から、建物間には南北約6.0ｍʷ

東西2.4ｍの方形のۭ間が存在するようである。奈良時代の土坑̨̠49を切っている。

調査区の中ԝ東部、掘立柱建物跡̨̗136にॏ複して検出された、南北　（第13ਤ）�4̨̖ྻࡤ

方向の柵列である。柵列は４間（約5.2ｍ）の規模を測り、方位は北から東に約12°ৼる。̨̗136

の柱穴と切り合いがແく、̨̗136との先後関係はෆ明である。柱穴規模は一辺約0.5ｍ、ਂさ約

0.3ｍである。

調査区の南東部、掘立柱建物跡̨̗136の西端からやや南に下って検出　（第14ਤ）�3̨̖ྻࡤ

された柵列である。南北方向にԆびる柵列は４間で、શ長は約6.8ｍを測る。柱間はほ΅1.7ｍの

౳間ִである。柱穴掘形は方形ϓϥンで、一辺約0.6ｍ、ਂさ約0.5ｍを測る。柱穴埋土は҉஡׊

৭砂質土である。柵列の方位は掘立柱建物跡̨̗134・136とほ΅ಉ一である。̨̖30の南端は̨

̗134北東֯から東に4.2ｍ཭れた位置に౰たる。

掘立柱建物跡̨̗136の南西部で検出した柵列である。柵列は北西から　（第14ਤ）44̨̖ྻࡤ

南東方向にԆび、શ長は３間（約5.5ｍ）の規模を測る。柱穴掘形は方形とԁ形のϓϥンが混在し、

規模は0.3 ～ 0.5ｍであり、柱穴間は約1.9ｍの౳間ִである。柵列の方位は北から東に約32°ৼる。

4�ʢ第14ਤʣɹ調査区中ԝのやや西で検出した南北方向の柵列で、２間（2.4ｍ）の規模̨̖ྻࡤ

を測る。柱穴掘形は方形で、一辺約0.9ｍである。ਂさは0.15ｍと浅い。柵列の方位は東側に隣接

する̨̖44とಉじく北から東に約32°ৼる。

ɹ掘立柱建物跡̨̗134とॏ複する東西方向の柵列であり、̨̗134の柱（第12ਤ）��̨̖ྻࡤ

穴に切りউつ。柵列は４間（約7.6ｍ）の規模を測り、柱穴間ִは1.8 ～ 2.0ｍを測る。柱穴は方形

ϓϥンで、0.6 ～ 0.8ｍを測る。ਂさは0.6ｍ前後である。柵列の方位は北から東に約22°ৼる。

掘立柱建物跡̨̗136と̨̗137の間から検出した柵列である。̨̖85　（第13ਤ）��̨̖ྻࡤ

は３間（約5.0ｍ）の規模を測る。柵列の北部は後世の֧ཚでԆ長部を確認できないが、̨̗137と

ಉ時期の柵列ならば、̨̖85は̨̗136と̨̗137の間にそのままおさまるঢ়ଶにある。

。調査区の北端で検出した東西方向に直線తにԆびる遺構である　（第11ਤ）��̨̭ߏঢ়遺ߔ

遺構の東端部は東側に隣接する̙２区までٴんでいる。この遺構は検出時఺では形ঢ়や埋土のঢ়

から、水をཷめることを໨తگから溝とみていたが、溝をԣ断する土खを֤所に設けているঢ়گ

とした遺構であることが判明した。̨̭02は̙１区と̙２区間が確認できないが、શ長約30.2ｍ、

෯1.5 ～ 1.8ｍの規模を測る。̨̭02はおよそ５区ը（１～５区）に࢓切られ、区ըの土ख部෼には

それͧれに水口が存在する。̨̭02の֤区ըの長さは、西からॱに第１区が約4.5ｍ、第２区が

約9.5ｍ、第３区が約9.5ｍ、第４区が約3.0ｍ、第５区が約3.4ｍである。第３区と第４区間には土



平成21・22年度八幡木津線道路整備促進事業関連遺跡発掘調査報告

-ÿ9-

第15ਤ　下馬遺跡̙１地区土坑̨̠23・34、柱穴144・92・97・107࣮測ਤ

第16ਤ　下馬遺跡̙１地区土坑̨̠36・49࣮測ਤ
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खが確認できないが、第４区はఈ面が大きく掘り下げられている。֤区ըのఈ面は平坦であるが、

東に向かって؇やかに܏斜している。この܏斜は周囲の遺構面の自然܏斜とಉじくしている。̨

̭02の西端部には井戸̨̚01が存在する。̨̚01からټみ上げられた水は、第１区から第５区ま

でかけ流しで水をཷめていたとみられる。東端の第５区の東นはほ΅ਨ直に立ち上がってऴわる。

第１区から第３区までのਂさは֓Ͷ0.3 ～ 0.4ｍであるが、第４区と第５区は約0.6ｍとਂい。また、

第４区と第５区では下૚に҉փ৭シルトがଯ積し、ৗに଺水していたঢ়گが窺える。主࣠の方位

は東から南に約10°ৼる。出土遺物では、第２区から瓦器࿶（第21ਤ57）とഋ （̗第21ਤ58）の出土

をみたほか、第５区から土師器皿・ᙈ、瓦器、੨磁（第22ਤ86 ～ 90・94）の出土がある。

Ҫ�1̨̚ށ（第11ਤ）　̨̭02に関連するૉ掘りの井戸であり、̨̭02の西端部高所側に位置

する。直径約1.0ｍ、ਂさ約0.6ｍの規模を測る。井戸内には҉փ৭೪質土がଯ積し、現在もఈ面

からの༙水が認められた。井戸内からは瓦器の出土がみられた。

౔�3̨̠޵（第15ਤ）　掘立柱建物跡̨̗134の北東で検出したପԁ形ϓϥンの土坑である。長

さ約1.0ｍ、෯約0.7ｍ、ਂさ約0.3ｍである。土坑ఈは平坦で、10 ～ 20Dm大の石３ݸのほか、土

師器皿４఺（第21ਤ38 ～ 41）が出土した。土師器皿はそれͧれ２఺がセットとなり、土坑ఈの東

西に෼かれて出土した。埋૴施設の可能性も考えられる。

౔3̨̠޵�（第16ਤ）　調査区南東部、建物跡̨̗135とॏ複して検出した方形とみられる土坑

である。土坑の東部と南部が後世の֧ཚでࣦわれ、શ容はෆ明である。東西約2.6ｍҎ上ʷ南北

1.5ｍҎ上とみられる。ఈ面は２段に下がり、２段໨の上৔はހをඳく。検出面からのਂさは0.2

ｍであり、埋土中から土師器皿と瓦器（第21ਤ42 ～ 53）の出土をみた。

౔4̨̠޵�（第16ਤ）　前年度の第21トϨンν調査で検出していた土坑である。埋土中から飛

鳥時代とみられるҠಈ式ᜱが出土している。

ப̥݀44ɾ��ɾ��ɾ1��（第15ਤ）　これらはఈ面に根石が存在した柱穴である。いずれも柱

穴ϓϥンはԁ形で、直径約0.4ｍ前後の規模である。20Dmఔの平らな石を１࢖ݸ用するが、̥92

は大小４ݸの石をఈにॆరしている。̥44は柵列̨̖44を構成する柱穴の１基である。

ʢ̒ʣ̙ ̎஍۠

̙１地区から東にଓく溝ঢ়遺構̨̭02の、第４区と第５区が調査区の北西に存在する。そのほ

か、主要な検出遺構として、掘立柱建物跡１棟、井戸２基、溝、土坑２基౳がある。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第12ਤ）　調査区南西で検出した東西棟の掘立柱建物跡である。建物規

模は東西２間（約4.2ｍ）̫ 南北１間（約2.1ｍ）を測る。柱穴ϓϥンは方形とԁ形が混在し、規模も

0.3 ～ 0.5ｍである。̨ ̗55の方位は̙１地区の̨̗134とಉじで、両建物跡の間ִは約20ｍである。

Ҫ3̨̚ށ�（第18ਤ）　調査区中ԝ北部、第11トϨンν調査で一部を検出していた井戸跡であ

る。ෆ定形な井戸掘形は、一辺約3.5ｍ、ਂさ約0.5ｍの規模を測る。方形の井戸࿮の֚࢒が、掘

形の南西に存在し、࠷下段のԣ൘が部෼తに࢒っていた。掘形はݩはԁ形とみられるが、掘形の

北東部は方形తにಥ出する。東端部では掘形น面にബい൘ࡐが土ཹめঢ়に設置されていた。この

൘ࡐは長さ約1.3ｍ、෯0.1ｍを測る。土ཹめの൘ࡐは̨̚32の造り替えがあったか、別の遺構に
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൐うものか判別ができない。埋土はփ৭の砂質土と೪質土が混在し、切り合い関係を示すࠟ跡は

確認できなかった。埋土中から瓦器、土師器皿（第22ਤ80 ～ 85）が出土した。

Ҫ�4̨̚ށ（第18ਤ）　調査区の中ԝ෇近で検出した４本柱ॎ൘ԣ桟ࢭめの井戸である。井戸

掘形は方形ϓϥンで、一辺約3.6ｍ、ਂさ約2.7ｍを測る。井戸࿮は掘形中ԝからやや北西側にภ

った位置にあり、一辺約1.1ｍの規模を測る。井戸࿮のॎ൘には大小様ʑな൘ࡐが࢖用されており、

ఈから約2.0ｍまでが࢒っている。土ѹにより北側と南側の࿮ࡐが井戸中ԝまでԡしدせられて

いた。۱࢛の柱は一辺約10Dmの֯ࡐが࢖われている。また、上下約0.5ｍ間ִで渡されたԣ桟には、

約６Dm֯の֯ࡐが࢖われていた。۱柱とԣ桟は枘と枘穴でݻ定されている。井戸࿮の西側と南

側のॎ൘にはްさ約３Dmの൘がଟ਺࢖用されていたが、東側と北側のॎ൘にはްさ約５mmの

ബい൘ࡐ਺े枚をزॏにもॏͶていた。このബい൘ࡐは෯12Dm前後の൘がଟ਺を占め、長さも

1.2 ～ 2.0ｍをӽえるものもある。൘ࡐの上端は斜めに切られるものがଟく、ݩの൘ࡐはߋに長い

ものもあったとみられる。また、֨ࢠ形の૊物もॎ൘内に存在したことから、井戸࿮には建築部

第17ਤ　下馬遺跡̙２地区遺構平面ਤ



京都府遺跡調査報告集　第 143 冊

-9ù-

ར用したと考えられる。井戸ఈは平坦で特に変化は認められない。掘形埋土はփ৭系の೪࠶をࡐ

土と砂質土であり、瓦器、土師器皿、ന磁、գݣり（第22ਤ91 ～ 93・95・96）が出土した。

౔̨̠޵��（第17ਤ）　調査区中ԝで検出したପԁ形をఄする土坑である。長さ約2.1ｍ、෯約

1.2ｍ、ਂさ約0.2ｍの規模を測る。ఈ面は平坦で、埋土は҉փԫ৭の砂質土である。埋土中から

土師器皿（第22ਤ78・79）が出土した。

౔3̨̠޵�（第17ਤ）　調査区北西部で検出したԁ形の土坑である。前年度の第11トϨンνで

一部を確認しており、直径約1.5ｍ、ਂさ約0.25ｍを測る。瓦器と土師器のഁ片がগྔ出土した。

౔34̨̠޵（第15ਤ）　第11トϨンν調査で検出していた土坑であり、井戸̨̚54の北側に位

置する。掘形はପԁ形をఄし、長さ約0.8ｍ、෯約0.6ｍ、ਂさ約0.3ｍの規模を測る。土坑ఈはؙ

ఈである。土坑内埋土は下૚にࠇ৭シルト、上૚には҉փ৭砂がଯ積する。この上૚の下面෇近

から瓦器࿶、土師器ുが出土した。

౔̨̠޵��（第17ਤ）　調査区の中ԝ෇近で検出した。落ち込み̨̭01によって土坑の北部が

切られる。࢒存長は約0.8ｍ、෯0.7ｍ、ਂさ0.15ｍの規模を測る。坑内から瓦器（第22ਤ78・79）

が出土した。

Έ̨̭�1（第17ਤ）　調査区の中ԝから東部にかけて、෯約3.5ࠐঢ়མͪߔ ～ 5.0ｍ、ਂさ約0.4

ｍの溝ঢ়遺構を検出した。遺構はෆ定形に曲がりくͶり、周นの立ち上がりは急である。溝とし

ては上流となる西側に遺構がଓかずน面の立ち上がりもෆ自然である。今回の調査では、この̨

̭01は大規模でෆ定形な落ち込み遺構として認ࣝされる。埋土は҉փ৭・փ৭の砂質土がଯ積し、

瓦器、土師器皿（第22ਤ64・65・68・70 ～ 77）などが出土した。

̏ʣग़౔遺෺（第19 ～ 22ਤ）

今回の調査では、整理コンςφ38ശの遺物が出土した。平成21年度調査෼が28ശで、平成22年

第18ਤ　下馬遺跡̙２地区井戸̨̚32・54࣮測ਤ
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度前半期調査෼が10ശである。出土遺物には縄文土器、石器のほか、大ଟ਺は奈良時代から室町

時代にかけての土師器、須恵器、瓦器、༌ೖ陶磁器、瓦である。

ʢ̍ʣ̖ ̍஍۠ग़౔遺෺（第19ਤ）

１～３は、̖１地区̨̧125から出土した縄文晩期の土器である。１は֎面口ԑ部直下にࠁみ

໨をೖれたಥଳを巡らせる。４は、̨̧125の南岸の遺構面精査で出土したサヌカイト製の石࡬

である。下端のਕ部は両面調整である。

第19ਤ　下馬遺跡̖１地区出土遺物࣮測ਤ
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５～ 19は、̖ １地区の֤遺構から出土した14 ～ 15世紀の年代؍の土器と瓦である。５～̓は、

瓦ཷり̨̭120から出土した土師器皿（５・６）と土師質羽ז（̓）である。８～ 12・19は、土坑̨

̭12から出土した瓦器࿶（８）と土師器皿（̕～ 11）、瓦質Ꭼ （ു12）・火 （ࣷ19）である。火ࣷはԑ

০りを施す୹脚が෇く。13 ～ 17は、瓦ཷり̨̭120から出土したؙݢ瓦（13・14）・ݢ平瓦（15・

16）・平瓦（17）である。出土したؙݢ瓦はすべて೹文である。２఺のݢ平瓦はۉ整౜૲文ݢ平瓦

である。18は、土坑̨̠07から出土した土師質の火ࣷである。口ԑは୹く֎൓させ、ఈ部３か所

に୹い୹脚が෇く。口径11.9Dm、器高5.0Dm、脚高は0.8Dmである。ମ部֎面にはෆ規ଇながら

も三つ೹文を巡らしている。この೹文は印ࠁで、直径は0.8Dmを測る。

ʢ̎ʣ̖ ̏ɾ̗̍஍۠ग़౔遺෺（第20ਤ・第22ਤ67）

20 ～ 31は̖３地区の河川跡̨̧16から出土した遺物である。須恵器 （֖20）・ഋ （̗21）、土師

器࿶（22・23）・皿（24・25）・ᙈ（26）・鍋（27）、須恵器ᆵ（28・29）・平ළ（30・31）などがあり、い

ずれも８世紀後半の年代؍をもつ土器である。

32 ～ 37・67は、̗１地区の֤遺構やแؚ૚から出土した遺物である。土師器皿（32）と須恵器

ഋ （̗33）は、溝̨̙83から出土した。年代؍は８世紀後半を示す。37は、12世紀後半の大࿨ܕ瓦

器࿶と考えられ、̨̠95から出土した。67は、溝̨̙80から出土した８世紀後半の須恵器ഋ̖で

ある。34 ～ 36は、調査区北東部に位置する֦ு区の遺構面精査で出土した土器である。須恵器

ഋ（34）・ᆵ（35）・ᙈ口ԑ（36）がある。

第20ਤ　下馬遺跡̖３・̗１地区出土遺物࣮測ਤ
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ʢ̏ʣ̙ ̍஍۠ग़౔遺෺（第21ਤ）

38 ～ 60は、֤遺構から出土した遺物である。38 ～ 41は、土坑̨̠23から出土した11世紀後半

の土師器皿である。形֚化したʮてʯの字ঢ়口ԑ端部の内上方΁のಥىはऑい。口径は10Dmऑ

である。42 ～ 49の土師器皿と50 ～ 53の瓦器は、土坑̨̠36から出土した12世紀後半の土器であ

る。46はコーεターܕの皿である。50 ～ 52は瓦器皿で、53は大࿨ܕの瓦器࿶である。53の内面

҉文はີに施す。54は、掘立柱建物跡̨̗135の北側で検出した柱穴̥124から出土した土師器皿

である。׬形品であることから、ࡇ᛾に൐い埋納した可能性がある。55・56は、掘立柱建物跡̨

̗135の内側で検出した柱穴出土の土師器皿（55）と瓦器࿶（56）である。12世紀後半である。57・

58は、溝ঢ়遺構̨̭02の第３区出土の瓦器࿶（57）と須恵器ഋ （̗58）である。57は大࿨ܕで、12世

紀後半の年代؍をもつ。58は８世紀後半ࠒのものである。59は、柵列̨̖57の柱穴̥４から出土

した須恵器ഋ̖である。年代؍は８世紀ॳ頭ࠒか。60は༌ೖ陶磁器のന磁࿶で、調査区南西部の

柱穴̥57から出土した。

第21ਤ　下馬遺跡̙１地区出土遺物࣮測ਤ
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第22ਤ　下馬遺跡̗１・%２地区出土遺物࣮測ਤ
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ʢ̐ʣ̙ ̎஍۠ग़౔遺෺（第22ਤ61 ～ 66・68 ～ 96）

61 ～ 64は、調査区南東部のแؚ૚出土遺物である。61は、13世紀前半の༌ೖ陶磁器のന磁࢛

ࣖᆵである。口径は9.7Dm。ؙみのڧいݞ部４か所にࣖを෇す。62・63は、༌ೖ陶磁器で、ന磁

࿶とఈ部である。64は、瓦器࿶である。65は、̨̠69から出土した12世紀後半の瓦器࿶である。

66は、調査区北端で検出した柱穴̥５から出土した、̕世紀中ࠒの平ළである。68 ～ 77は、̨

̭01から出土した瓦器࿶（68 ～ 70）と土師器皿（71 ～ 77）である。70の小ܕの瓦器࿶は、口径

8.1Dm、器高3.5Dmを測る。̨̭01出土のこれらの土器は、֓Ͷ12世紀後半から13世紀にଐする

ものである。80 ～ 85は井戸̨̚32から出土した遺物である。80・81は瓦器࿶で、82は瓦器皿、

83は୆෇皿である。口ԑの立ち上がりはຆどແく、直線తに֎上方に୹くԆびて、端部はؙくお

さめる。口径11.1Dm、器高2.0Dmである。84・85は土師器皿である。これら̨̚32の遺物は、12

世紀຤～ 13世紀ॳ頭のものである。86 ～ 90・94は、溝ঢ়遺構̨̭02第５区出土の遺物である。

土師器皿（86）、須恵器ᙈ（87）、瓦器࿶（88・89）・皿（90）、༌ೖ陶磁器੨磁࿶（94）は、いずれも12

世紀後半のものである。91 ～ 93・95・96は、井戸̨̚54出土の遺物である。瓦器࿶（91・92）、

土師器皿（93）、༌ೖ陶磁器ന磁࿶（95）、土師質գݣり（96）がある。96のգݣりは、井戸掘形の上

૚から出土した。ఈ部は上げఈ（4.1Dm）で、脚部はର面の２か所に半月ঢ়の܁り込みをもつ。ମ

部下端に２Dmʷ２DmのドーϜঢ়の૭（ۭؾ穴）を１か所設ける。ମ部上半をࣦうが、ݞ部෇近に

存在する４か所の穴の一部が࢒っていた。この穴は、ᗉす૲༿をࢧえるۚ۲౳を渡したものとみ

られる。内部は炭火によるഗの෇ணが認められた。࢒存ൣ囲での高さは約11Dm、ମ部෯は

14.2Dmを測る。

̐ʣখ݁

平成21年度の調査では、西から東に向かって下がるઔঢ়地の֤所で、ଟ਺の遺構・遺物を確認

した。特に、丘陵裾に位置した̖１地区では、縄文時代晩期の河川跡を検出した。丘陵上の大福

寺遺跡ではաڈにサヌカイト製石࡬が出土していることからも、丘陵上をؚむ周辺部に、縄文時

代集落が存在する可能性が高まった。また、̖１地区では、井戸、土坑、炉跡、瓦ཷり౳の遺構

のほか火ࣷや中世瓦の出土から、何らかのफڭ施設が෇近に存在すると考えられる。丘陵上には

大福寺の小字名が஌られるが、検出遺構との因果関係は明らかではない。

奈良時代では、̖３地区から８世紀後半の遺物をؚむ河川跡（̨̧16）と橋脚（̨̭57）を検出し

た。さらに̗１地区では溝̨̙83のほか、ಉ時期の建物跡の可能性もある̨̗132・133がある。

平安時代では̙１～̙２地区にかけて、11世紀後半から13世紀にଐするଟ਺の遺構を検出した。

なかでも中心となるのは12世紀後半である。̗１・̙１・̙２地区から検出した建物跡と柵列は、

その࣠線の方向性から֓Ͷ̖群～̙群の４群に大別できる。真北からのৼれにより、̖群は北か

ら東に約12°ৼるもので、柵列4"24が֘౰する。またಉ一方位として、やや཭れた̖２地区の̨

̗58がある。̗群は北から東に約16 ～ 18°ৼるもので、̨̗55・132 ～ 134・136・137の６棟と

柵列̨̖03・30・85の３基である。̘群は北から東に約22 ～ 23°ৼり、建物跡̨̗135と柵列̨

̖57がある。̙群は北から東に約32 ～ 40°ৼるもので、柵列̨̖44・46の２基が֘౰する。࣠線



京都府遺跡調査報告集　第 143 冊

-9ÿ-

の܏きは時期ࠩを示すと考えられる。ちなみに̗群の柵列̨̖57の柱穴が̘群の掘立柱建物跡̨

̗134の柱穴に切りউち、̗群が̘群に先行する遺構群と判明した。̙群は̗群と̘群との間で

切り合い関係がなく、先後関係はෆ明である。特に̗群は遺構਺がଞ群よりൈきん出ており、平

安時代後期を中心とする遺構群の中で中心を占めるものであろう。丘陵裾部の̖１地区では14

～ 15世紀ࠒの瓦や߳炉などが出土する遺構が集中した。室町時代ࠒには調査地周辺に寺院తな

建物が存在したと考えられる。

掘立柱建物跡には、̨̗134・55など小規模な片屋根建物跡が存在する。また、柵列もଟ਺存

在するほか、区෼けされた大規模な水ཷめ施設̨̭02の存在は、下馬遺跡がී通の集落ではແく、

何らかの特घな性֨をもった集落であったとみられる。今回の検出遺構と遺跡の性֨を考えるに

౰たって、下馬の小字名と直結させて、寺院もしくはެత施設としての判断を行うには確証がಘ

られない現時఺ではできない。ただ、̨̗134・55をӛࣷ、̨̭02を水৔としてみることも一考

に値しよう。

̐ɽฏ੒�1೥౓ยࢁ遺跡ͷ調査ʢ第̎࣍調査ʣ

̍ʣ調査֓ཁ（第２ਤ）

今年度の調査は、前年度にଓき調査ର৅地内に̕か所のトϨンν（第３～６・22 ～ 26）を設定

し調査を行った。第３～６トϨンνの規模は、一辺約４ｍʷ５ｍである。第22 ～ 26トϨンνの

規模は、一辺約４ｍʷ６ｍを基本とした。

このトϨンν調査で遺構や遺物の出土が良޷な第25トϨンνについては、֦ுして本調査を࣮

施した（̖１地区）。̖１地区とした֦ுൣ囲の面積は320㎡である。

トϨンν調査では、溝、柱穴を検出したトϨンνも存在したが、ଟくは出土遺物もۇかなঢ়گ

であった。ただし、前ड़の下馬遺跡に近い第25トϨンνでは、方形掘形をもつ柱穴列や溝を検出

したほか、奈良時代から中世の土器が出土している。

̖１地区では調査区北部からॏ複する２棟の掘立柱建物跡（̨̗01・02）や溝、土坑、柱穴を検

出した。第25トϨンνで検出した柱穴列はそれҎ上のܨがりが確認できなかった。この柱穴列は、

平成22年度調査で、掘立柱建物跡̨̗03に൐う柱穴であることが判明している。

̖１地区検出の掘立柱建物跡はいずれも部෼తな検出であり、平成22年度の̖２地区調査で建

物跡のશ容が確認できた。ここではトϨンν調査෼について報告し、̖１地区の調査成果につい

ては、平成22年度̖２地区調査と合わせて報告する。

̎ʣݕग़遺ߏ（第23ਤ）

第̏τϨϯν　地ද下1.8ｍまでփ৭・੨փ৭の砂質土がଯ積し、ແ遺物・ແ遺構であった。

第̐τϨϯν　地ද下0.8ｍでփ৭砂質土を検出。҉փ৭೪質土を埋土とする਺基の柱穴を検

出した。柱穴はԁ形ϓϥンで、直径は約0.3ｍ規模であった。出土遺物はみられなかった。

第̑τϨϯν　北西から南東に流れる溝跡を検出した。溝は෯約1.6ｍ、ਂさ0.6ｍで、փ৭砂

がଯ積していた。遺物は出土していない。
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第̒τϨϯν　北西から南東に流れる溝跡を検出した。溝は෯約1.0ｍ、ਂさ0.5ｍで、փ৭砂

がଯ積していた。溝内から石แஸが出土した。

第��τϨϯν　下馬遺跡̙２地区の南東部に設定した。北西から南東に流れる、෯約2.6ｍ、

ਂさ約0.6ｍの流路跡を検出した。փ৭系の砂・砂質土がଯ積しており、遺物は出土していない。

第�3τϨϯν　第22トϨンνの南に設けたトϨンνである。地ද下0.9ｍで遺構面とお΅しき

安定地൫を検出したが遺構は検出できなかった。わずかに中世～近世土器が出土した。

第�4τϨϯν　第23トϨンνの南に設けたトϨンνである。中世のૉ掘り溝ʑのほか時期ෆ

第23ਤ　片山遺跡トϨンν࣮測ਤ
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明の小規模な柱穴が存在した。出土遺物はۇかである。

第��τϨϯν　第24トϨンνの南に設けたトϨンνで、中世のૉ掘り溝ʑ群のほか、時期ෆ

明の方形掘形の柱穴２基と、小規模なԁ形掘形の柱穴を検出した。奈良時代から中世の土器が出

土した。

第��τϨϯν　第25トϨンνの南に設けたトϨンνである。中世のૉ掘り溝群のほか、時期

ෆ明の柱穴を検出した。柱穴掘形は方形とԁ形ϓϥンがみられた。出土遺物はগない。

̏ʣग़౔遺෺

第６トϨンνの溝埋土から೪൘ؠ製の石แஸが出土したが、それҎ֎に中世～近世の土器の小

ഁ片がଟ਺出土した。出土遺物のྔは整理コンςφ１ശ෼である。

̐ʣখ݁

トϨンν調査の結果、片山遺跡の北部Ҭである第25トϨンν෇近に਺棟の建物跡の存在を確認

したことから、さらに周辺部に遺構が存在する可能性が高まった。ଞのトϨンνでは溝。柱穴౳

の遺構がまばらであるঢ়گから、遺跡の主要遺構が周辺に存在する可能性は௿いと考えられる。

̑ɽฏ੒�1೥౓ҌԬݹࢁ෿܈ͷ調査

̍ʣ調査֓ཁ

下馬遺跡എ後の丘陵上に４基からなる鞍岡山古墳群が存在する。今回は２号墳の南西尾根筋先

端を̖地఺とし、遺構・遺物の確認を໨తとしてトϨンν調査を࣮施した。̖地఺はࢧ尾根の෼

。఺にあたり、直径約12ｍ、高さ約１ｍの高まりから、古墳の可能性があったذ

主尾根ྏ線に沿って長さ10ｍʷ෯１ｍの第１トϨンνを設定した。また、尾根࠷高所において

第24ਤ　鞍岡山古墳群̖地఺位置ਤ
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第１トϨンνに直交する長さ５ｍʷ෯１ｍの第２・３トϨンνを設定した。

調査の結果、ද土૚直下には地山が広がり、精査および断ちׂりを࣮施して遺構の有ແの確認

を行なったが、શてのトϨンνで遺構は検出できなかった。第２・３トϨンνの斜面部にはॊら

かいԫ஡৭土のଯ積がみられたが、遺物は出土していない。

̎ʣখ݁

鞍岡山古墳群̖地఺は自然地形であることが判明した。鞍岡山古墳群の４基は、いずれも墳丘

高が２ｍをӽえるࠊ高の古墳である。１ｍ前後の高まりや古墳として整っていない丘陵の高まり

については、古墳の可能性は௿いと考えられる。

̒ɽฏ੒��೥౓Լഅ遺跡ͷ調査ʢ第̏࣍調査ʣ

̍ʣ調査֓ཁ

今回の発掘調査は、前年度に࣮施した̙１地区から、೶道を挟んだ南側に位置する。調査区は

隣接ߞ作地΁の通路の関係から、̙３地区と̙４地区の東西２か所に෼かれた。

西側の̙３地区では、調査区の東部が後世の࡟平で大きく࡟り下げられていた。また、これは

周辺のߞ作地の段ࠩと合கしている。調査区西側は地ද下約0.5ｍ෇近でԫ׊৭砂質土（石混じり）

を検出し、10基ほどの柱穴を検出した。柱穴は0.2 ～ 0.4ｍの規模でԁ形ϓϥンである。また、調

査区南東۱で井戸̨̚312を検出した。

̙４地区は、遺構検出面は西から東に؇やかに下がる܏斜地であり、調査区西端と東端部の８

ｍ間でのൺ高ࠩは約0.3ｍを測る。調査区中ԝ෇近から南東にかけて、河川༝来のփ৭砂のଯ積

が認められた。このփ৭砂の上面とআڈ後の下面の２面で柱穴、溝౳の遺構が確認できた。この

փ৭砂中の土器には12世紀後半の瓦器࿶、土師器、༌ೖ陶磁器がؚまれていた。砂૚上面では、

第25ਤ　鞍岡山古墳群̖地఺トϨンν഑置ਤ



京都府遺跡調査報告集　第 143 冊

-10ù-

柵列（̨̖340）、溝（̨̙318・320・341）を検出した。また、下૚面では、飛鳥時代の土坑（̨̠

301）と井戸（̨̚303）、溝（̨̙338）、平安時代の溝（̨̙339）のほか、柱穴をଟ਺検出した。

̎ʣݕग़遺ߏ

ʢ̍ʣ̙ ̏஍ （۠第26ਤ）

ۙ୅3�1̨̙ߔ　調査区北ԑで検出したૉ掘り溝である。北側に存在した೶道の側溝と判断し

た。

Ҫ31̨̚ށ�（第27ਤ）　調査区の南東۱で検出したૉ掘り井戸である。井戸の調査ൣ囲は北西

部４෼の１である。井戸掘形はԁ形と考えられ、直径は３ｍఔ度と推測される。井戸のਂさは検

出面から約0.5ｍを測る。井戸内には҉փ৭の砂・ඍ砂がଯ積し、瓦器࿶のഁ片が出土した。時

第26ਤ　下馬遺跡̙３・４地区遺構平面ਤ



平成21・22年度八幡木津線道路整備促進事業関連遺跡発掘調査報告

-103-

第27ਤ　下馬遺跡̙３・４地区柵列̨̖340、井戸̨̚303・312・328、溝̨̙339࣮測ਤ
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代は12世紀຤から13世紀とみられる。

ப݀　後世の掘࡟を໔れた調査区西部から、̕基の柱穴を検出した。柱穴掘形はԁ形で、直径

は0.2 ～ 0.4ｍである。建物౳の෮原にはࢸっていない。

ʢ̎ʣ̙ ̐஍ （۠第26ਤ）

主要検出遺構として、調査区東部を෴うփ৭砂の上面で検出した遺構には、溝３৚（̨̙318・

320・341）と柵列̨̖340がある。また、փ৭砂の下面で検出した遺構には、井戸̨̚303、溝２

৚（̨̙338・339）、土坑２基（̨̠301・302）がある。

調査区南東部を南から北方向に流れるૉ掘り溝である。溝の南部はほ΅北に流れ　�31̨̙ߔ

るが、中間部から北側は؇やかにその方向を東にৼっている。溝෯約0.6ｍ、ਂさ約0.2ｍを測り、

検出した長さは約11ｍである。溝の埋土はԫ৭混じりのփ৭೪質砂であり、গྔの土師器皿、瓦

器ഁ片が出土した。土器は13世紀代とみられる。

318の北部東側で検出したૉ掘り溝である。溝෯0.7ｍ、ਂさ0.1ｍを測る。切̨̙　��3̨̙ߔ

り合い関係、検出ঢ়گから、̨̙318に先行したچ溝の可能性が高い。

318の北部を切って南北にԆびる溝である。溝෯0.2ｍ前後でਂさも浅い。ແ̨̙　341̨̙ߔ

遺物でもあり、ߞ作関連溝とみられる。

調査区の南東端で検出した南北方向にԆびる柱穴列である。掘立柱建　（第27ਤ）�34̨̖ྻࡤ

物もしくは柵列とみられるが、調査区の東นに沿って検出したことから周囲のঢ়گがະ確認のた

め、ৄ はෆ明である。શ長は３間（6.4ｍ）を測る。柱穴掘形はԁ形で直径は約0.3ࡉ ～ 0.4ｍである。

柱穴̥318と̥324では、ఈ面に平らな根石が存在した。また、南端の柱穴̥314では13世紀前半

の瓦器࿶（第28ਤ114）が出土した。

Ҫ3�3̨̚ށ（第27ਤ）　調査区中ԝの南側で検出したૉ掘り井戸である。井戸の南西部が調査

地֎に位置する。井戸掘形はෆ定形ながらもԁ形とみられる。掘形の直径は約4.0ｍ、ਂさ約0.8

ｍを測る。掘形はᎬുঢ়に中ԝ部に向かって؇やかに下がる。埋土中から̓世紀後半の土器（第

27ਤ107 ～ 110）が出土した。

Ҫ3̨̚ށ��（第27ਤ）　調査区北部で検出したૉ掘り井戸である。井戸掘形はԁ形で、直径約

1.7ｍ、ਂ さ約0.4ｍの規模を測る。井戸の埋土はփ৭系の砂・೪質砂であり、瓦器片や土師器皿（第

28ਤ102 ～ 106）が出土した。土師器皿（102 ～ 106）はશて׬形品であり、井戸ࡇ᛾に関連した遺

物と考えられ、12世紀຤～ 13世紀前半の年代؍を示す。

調査区西֯からऄ行しながら北東方向に流れるૉ掘り溝である。溝෯0.8　�33̨̙ߔ ～ 1.5

ｍʷਂさ約0.3ｍの規模を測る。ఈ面とน面には、水流のӨڹとみるԜತがଟ਺存在する。溝中

ԝ෇近から東部にかけての南岸は北岸より௿まり、Φーόーフϩーしたփ৭೪質砂のଯ積が認め

られた。切り合い関係により、土坑̨̠301より先行する溝である。

。調査区南端෇近で検出した、南西から北東方向に流れるૉ掘り溝である　（第27ਤ）�33̨̙ߔ

溝෯約3.0ｍ、ਂさ約0.8ｍの規模を測る。溝の下૚から̓世紀後半ࠒの土器（第27ਤ97 ～ 99・

101）が出土したほか、検出面直下から８世紀຤ࠒの土師器皿（第28ਤ100）が出土している。
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౔3�1̨̠޵　調査区中ԝ෇近、溝̨̙338の埋土を切って掘られた土坑である。方形に近い

掘形は、一辺約0.6ｍで、ਂさは0.15ｍを測る。҉փ৭೪質土の埋土中から、須恵器（第28ਤ111・

112）が出土した。

౔3̨̠޵��　土坑̨̠301の北東約２ｍ෇近で検出した土坑である。直径約0.8ｍのԁ形に近

い土坑である。ਂさは0.2ｍ前後である。҉փ৭೪質土の埋土中から̓世紀後半の須恵器ഋ（第27

ਤ113）が出土した。

౔3̨̠޵��　土坑̨̠301の北東で検出した۱ؙ方形の土坑である。一辺約0.8ｍ、ਂさ約0.2

ｍを測る。土坑の掘形は溝̨̙338の埋土を切っている。গྔの土師器が出土した。

౔331̨̠޵　土坑̨̠301の南東で検出したପԁ形の土坑である。長さ約1.0ｍ、෯約0.7ｍ、

ਂさは約0.1ｍを測る。҉஡׊৭೪質土の埋土中から土師器片がগྔ出土した。

̏ʣग़౔遺෺（第28ਤ97 ～ 119）

̙３地区と̙４地区の調査で出土した遺物は、整理コンςφ約10ശであった。なかでも̙４地

区からの出土遺物が大部෼を占めている。

̙３地区では井戸̨̚312の埋土から瓦器࿶のഁ片が出土したが、ਤ化にࢸらなかった。その

ほか、溝̨̙321の下૚から土師器やછ෇けが出土しているが、છ෇けは近代のものであった。

第28ਤ　下馬遺跡̙３・４地区出土遺物࣮測ਤ



京都府遺跡調査報告集　第 143 冊

-106-

97 ～ 101は、溝̨̙339から出土した。97 ～ 99は須恵器のᙈとഋである。100・101は土師器皿

である。102 ～ 106は、井戸̨̚328から出土した土師器皿である。107 ～ 110は、井戸̨̚303か

ら出土した̓世紀後半の土師器と須恵器である。107は土師器皿、108は土師器ᙈである。109の

ഋ̜内面には౮ਊの༉煙跡が࢒り、֎面も一部にഗが෇ணする。౮明皿として࢖用されたঢ়گが

窺える。110は須恵器ഋ֖である。111・112は、土坑̨̠301から出土した８世紀຤ࠒの土器であ

る。111は須恵質の֖で、口径11.3Dm、器高は3.1Dmを測る。ఱ井部は直線తに下方に開き、口

ԑ端部から内側２Dmにฦりをもつ。このฦりは長さ約1.1Dmで、真直ぐਨ下する。ఱ井部にはԁ

柱ঢ়のつまみを෇ける。合ࢠかᆵの֖とみられる。112は須恵器ഋ̗である。113は、土坑̨̠

302出土の須恵器ഋ̜である。114は、柵列̨̖340の柱穴̥314から出土した、12世紀຤～ 13世

紀前半の瓦器࿶である。115 ～ 119は、調査区東部のփ৭砂૚中から出土した༌ೖ陶磁器である。

115と116はന磁で、117 ～ 119は੨磁である。12世紀຤～ 13世紀前半の年代؍を示している。

̐ʣখ݁

下馬遺跡第３次調査では、̙３地区と̙４地区の調査を࣮施した。第２次調査では北側の̙１

地区から̙２地区にかけて、12世紀後半を中心とする掘立柱建物跡や柵列、井戸など、ଟ਺の遺

構が集中していた。今回の̙３地区と̙４地区でもಉ様なঢ়گにあり、井戸̨̚312・328、柵列

̨̖340など関連遺構の検出をみた。さらに新たなঢ়گとして、飛鳥～奈良時代の溝̨̙338・

339、井戸̨̚303、土坑̨̠301・302を検出したことは、遺構の๡しかったಉ時期の下馬遺跡を

考える上で新たな成果をಘた。

̓ɽฏ੒��೥౓ยࢁ遺跡ͷ調査ʢ第̏࣍調査ʣ

̍ʣ調査֓ཁ（第29ਤ）

今回の調査地఺である̖２地区は、前年度調査̖１地区の西側に位置する。両地区にލる遺構

もあり、̖１・２地区の検出遺構について報告を行う。

調査区のほ΅中ԝ部では、南北方向の溝３৚（̨̙64・203・204）を検出した。検出遺構の中で

は新しい時期の溝で、中世の時期と考えられる。ಉじ中ԝ෇近から４棟の掘立柱建物跡（̨̗01

～ 04）を検出した。この建物跡群は、切り合い関係から先の̨̙64より時期が古くなる。また、

調査区内には西から東方向に流れる東西溝（̨̙213・217・233）が存在し、このうち̨̙213と̨

̙217は、切り合い関係から̨̗01と̨̗02より古い溝であった。そのほかଟくの柱穴の検出を

みたが、ߋなる建物跡の෮原にはࢸらなかった。また、調査区内には大小の土坑も存在した。

̎ʣݕग़遺ߏ

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1（第30ਤ）　調査区中ԝ෇近で検出した南北棟の掘立柱建物跡である。建

物跡の規模は、ܻ行３間（5.1ｍ）̫ ྊ間２間（3.6ｍ）を測る。柱穴は方形の掘形であるが、࿪な形

の掘形、֯のؙい掘形、長方形の掘形なども認められる。整った方形をఄした掘形では、一辺が

0.5ｍを測る。掘形埋土の࡯؍から柱ࠟ跡を確認した。柱はԁ形で、直径は0.18ｍ前後である。建

物跡の南東֯の柱穴は溝̨̙217を切るが、溝̨̙64には切られる関係にある。建物跡の方位は
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ほ΅真北である。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第30ਤ）　̨̗02は南北棟の掘立柱建物跡で、建物跡の南東部が̨̗01

とॏ複するが、柱穴間での切り合いはみられない。建物跡の規模は、ܻ行４間（6.6ｍ）̫ ྊ間２

間（3.3ｍ）を測る。柱穴の掘形は方形で、一辺は0.4 ～ 0.6ｍの規模を測る。̨̗01とಉ様に、形

の整わない柱穴が認められる。掘形内の柱౰たりの規模は直径約0.18ｍである。柱穴の切り合い

関係から、̨̗02は溝̨̙63より古くなる。建物跡の方位はほ΅真北である。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�3（第31ਤ）　東西１間（約3.3ｍ）̫ 南北１間（約1.9ｍ）の掘立柱建物跡であ

る。̨̗01の南に位置し、その間ִは約3.3ｍを測る。̨̗03の西側柱穴列は、̨̗01もしくは

̨̗02の柱穴列にରしてಉ一࣠線上に৐せる規֨性は認められない。̨̗01とは、約１ｍ東側に

ずれるঢ়گにある。また、̨̗02とは東に約２ｍずれる。柱穴掘形は方形ϓϥンで、一辺は約

0.5ｍ前後を測る。柱穴埋土はࠇփ৭砂質土であり、柱ࠟ跡は҉փ஡৭೪質砂である。柱ࠟ跡の

直径は0.2ｍを測った。方位は北から西に約２°ৼるが、ほ΅真北である。北東側の柱穴は溝̨̙

第29ਤ　片山遺跡̖１・２地区遺構平面ਤ
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64に切られている。柱穴内から

の遺物の出土はみられない。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�4（第31

ਤ）　̖２地区南部で検出した

東西棟の掘立柱建物跡である。

̨̗04は̨̗03の南西に位置

し、南΁約4.0ｍ、西に0.5ｍ཭

れる。建物規模はܻ行３間（5.1

ｍ）̫ ྊ間２間（3.2ｍ）を測る。

柱穴掘形ϓϥンには方形とԁ形

が混在し、柱穴規模も１辺0.3

～ 0.6ｍとばらつき、規ଇ性は

みられない。柱穴埋土は҉փ஡

৭೪質土である。建物方位はほ

΅真北である。

౔̨̠޵��（第30ਤ）　̨̗

01の東、̖１地区で検出した方

形の土坑である。１辺約0.6ｍ、

ਂさ約0.4ｍを測る。平坦な土

坑ఈの西側から、土師器ᙈの上

半部と別ᙈの口ԑഁ片（第33ਤ

31・32）が出土した。土器の年

代؍は̕世紀前半ࠒである。

౔１̖　��̨̠޵地区南東

で検出した土坑である。方形の

掘形を有し、１辺は1.8 ～ 2.0ｍ、

ਂさ約0.2ｍを測る。埋土は҉

փ৭೪質土であるが、土坑中ԝ

部で直径約1.2ｍのൣ囲は୶փ

৭೪質土がଯ積していた。出土

遺物がないが、中世Ҏ߱のߞ作

関連の໺井戸の可能性が高い遺

構である。

౔̨̭޵���（第32ਤ）　̖２

地区の北西部で検出した土坑で
第30ਤ　片山遺跡̖１・２地区掘立柱建物跡̨̗01・02、

土坑̨̠20࣮測ਤ
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ある。長ପԁ形の土坑は長

࣠を南北に向け、北端は調

査地֎にԆびる。検出長は

約8.7ｍ、෯約5.1ｍ、ਂさ約

0.5ｍの規模を測る。ఈ面は

ほ΅水平であるが、所ʑに

ඍົなԜತが存在する。埋

土の下૚には砂やシルトの

ଯ積が確認されることから、

長期間土坑は埋められるこ

となく存在したとみられる。

土坑内からଟ਺の土器（第33

ਤ１～ 22・25 ～ 28）の出土

をみた。特に土坑の南西部

斜面෇近で、およそ１ｍの

ൣ囲内から大小の土師器皿

̓఺が出土した。これらの

皿は׬形品（接合ؚむ）であ

り、上下にॏなるঢ়گも存

在した。これら̓఺の土師

器皿は、ࡇ᛾に関連した遺

物と判断されるものである。

そのほかの出土遺物には瓦

器࿶・皿、土師器皿、須恵

質ു、土師質羽ז౳がある。時期については、出土遺物の年代؍から、およそ13世紀前半代と考

えられる。

ͦͷଞͷ౔޵　土坑̨̠216は、̨̭202の東で検出したԁ形土坑である。規模は直径約1.1ｍ、

ਂさ約0.2ｍを測り、溝ఈはややؙఈで中ԝが周囲よりएׯ下がる。遺物の出土はない。̨̠205

は̖２地区の北部で検出したԁ形の土坑である。規模は、直径約1.2ｍ、ਂさ約0.3ｍを測る。埋

土はփ৭೪質土と砂であることから、井戸の可能性もある。出土遺物は土師器のഁ片がগྔ出土

している。土坑̨̠206は、̨ ̠205の北側で検出した。平面形はෆ定形で、方形ともみてとれる。

長径1.8ｍʷਂさ0.1ｍを測り、埋土はփ৭೪質砂である。また、埋土中にはݓ大の石がؚまれて

いたが、遺構の性֨についてはෆ明である。

１地区を北西から南東に流れるૉ掘り溝であり、溝の南部はऄ行しながら東方̖　�4̨̙ߔ

向にৼるঢ়گにある。溝෯約0.5ｍ、ਂさ約0.2ｍの規模を測る。埋土は୶փ৭ૈ砂である。掘立

第31ਤ　片山遺跡̖１・２地区掘立柱建物跡̨̗03・04࣮測ਤ
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柱建物跡の̨̙01 ～ 03の柱穴を̨̙64が切っていた。この̨̙64では、時期を確定する良޷な

遺物は出土していない。

２地区東部を南北に؏くૉ掘り溝であり、東側を流れる溝̨̙64にฒ列するよ̖　��4̨̙ߔ

うにಉじಈきをとる溝である。̨̙64と̨̙204の間ִは、調査区北部で約5.1ｍ、南部では約9.2

ｍとやや開く。溝෯は約0.4ｍ、ਂさはਂいところで約0.2ｍを測る。埋土は北部Ҭで୶փ৭ૈ砂、

南部ではփ৭砂であった。調査区中ԝ෇近から南部では溝に切り合いが確認された。切り合いは

ಉ一溝とみられ、東側の溝が新しく、西側がچ溝と判断された。

204の西側で南北にԆびる溝である。溝෯約0.3ｍ、ਂさ約0.1ｍである。࣠線̨̙　��3̨̙ߔ

は北から西に約４°ৼる。̨̗03・04෇近の୹い溝もಉ様な方位を࠾ることから、これらの溝は

中世Ҏ߱のߞ作関連溝とみられる。

掘立柱建物跡̨̗02の中ԝ部を東西に؏くૉ掘り溝である。溝෯約0.6ｍ、ਂさ　�13̨̙ߔ

はਂ࠷部で約0.35ｍを測る。溝ఈは一定でなく水流のӨڹと考えられるԜತがみられた。埋土は

փ৭系のૈ砂とཻのࡉかい砂᛽である。時期の確定にࢸらないが、̨̗02の柱穴が溝の埋土を切

っている。̨̙213の上流側の西端は土坑̨̭202の東約１ｍ෇近にある。遺構面も̨̭202෇近

から西側は܏斜も؇いことから、̨̙213の西部は平安時代中ࠒには࡟平を受けたものとみられ

る。

第32ਤ　片山遺跡̖２地区土坑̨̭202࣮測ਤ
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掘立柱建物跡̨̗01の南側を、南西から北東に流れるૉ掘り溝である。溝෯0.5　��1̨̙ߔ

～ 1.1ｍ、ਂさは0.2 ～ 0.4ｍを測る。遺構面の܏斜のऑい溝東部が෯・ਂさとも小規模となる。

溝埋土は୶փ৭・നփ৭砂である。溝は̨̗01の柱穴に切りෛけている。

掘立柱建物跡̨̗04の南側で検出した東西方向のૉ掘り溝である。溝෯1.0　�33̨̙ߔ ～ 1.3

ｍ、ਂさはਂ࠷部で0.2ｍを測る。埋土は҉փ৭の೪質土である。

̏ʣग़౔遺෺（第33ਤ）

１～ 15は土坑̨̭202から出土した土師器皿である。このうち１～̓はࡇ᛾関連のものと判断

され、一ׅ性の高い遺物である。小ܕの皿は口径が8.5 ～ 9.5Dm、器高は1.5 ～ 1.7Dmを測る。大

第33ਤ　片山遺跡̖１・２地区出土遺物࣮測ਤ
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の皿は口径12.0ܕ ～ 13.5Dm、器高は1.8 ～ 2.5Dmを測る。16・17は瓦器皿である。18・19は瓦器

࿶である。瓦器࿶の҉文はୀ化が進み、口径12.1 ～ 13.5Dm、器高は3.8 ～ 4.3Dmと小ܕ化܏向に

ある。20・21は、東೻系のുである。今回出土したഁ片の中には片口はؚまれていない。22ŋ23は、

土師器の羽זである。23は̖２地区北西部の精査で出土した。24 ～ 30は、༌ೖ陶磁器である。

24は̖２地区南部のแؚ૚出土の੨磁࿶である。25 ～ 28は土坑̨̭202から出土したന磁の࿶（25

～ 27）と皿（28）である。29・30のന磁࿶高୆はแؚ૚から出土した。31・32は、土坑̨̠20から

出土した土師器ᙈである。

̐ʣখ݁

片山遺跡の̖１・２地区の調査では、主要遺構として掘立柱建物跡４棟（̨̗01 ～ 04）、土坑、

溝を検出することができた。建て替えをؚむ４棟の建物跡は方位が真北となるڞ通性はあるが、

整然とした഑置ঢ়گはない。柱穴内からの出土遺物が๡しく年代を確定するにはࢸらないが、周

辺の出土遺物などから、平安時代中期～後期の建物跡と考えられる。大形の土坑̨̭202は、埋

土のঢ়گやࡇ᛾関連遺物の出土などから、ஷ水関連の施設である可能性が高い。溝は、掘立柱建

物Ҏ前の東西溝（̨̙213・217・229）と、建物ഇઈ後の南北溝（̨̙64・204౳）がある。南北溝に

関しては中世Ҏ߱のߞ作関連溝とみられ、౰地に࢒る৚里に൐う遺構と判断される。

̔ɽ·ͱΊ

今回報告の平成21年度と22年度（前半期）調査は、下馬遺跡・片山遺跡・鞍岡山古墳群の３遺跡

の調査を行った。このうち鞍岡山古墳群̖地఺については古墳ではないことが判明した。それに

ରして、下馬遺跡・片山遺跡においてॳめて面తな発掘調査となり、ଟくの遺構を検出しଟྔの

遺物が出土したことで、遺跡の時代や性֨が次第に明らかなってきた。

下馬遺跡は、今回の調査で縄文時代晩期から室町時代にかけての複合遺跡であることが明らか

になった。なかでも下馬遺跡の主ମとなるものは、̙ 地区の平安時代後期を中心とする遺構群と、

̖１地区の室町時代の寺院関連遺構である。飛鳥～奈良時代においても人ʑの׆ಈが窺えるが、

調査地内の遺構෼෍ঢ়گはچ河川跡、橋脚跡、土坑、井戸などۇかである。相楽郡には上狛・下

狛の地名が示すように、古代には高句麗系の渡来人である狛氏が定住していたようである。下馬

遺跡の東約250ｍには、狛氏の氏寺とみられる里ഇ寺（̓世紀後半～８世紀）が存在する。下馬遺跡・

片山遺跡は下狛にؚまれ、これら飛鳥～奈良時代の遺構は౰地に੎ྗをތった狛氏一଒に関連す

る可能性も考えられる。また、下馬遺跡・片山遺跡の東側には平城京から西国に向かう古山陽・

山陰併用道が推定されている。下馬遺跡・片山遺跡はこの古街道沿いに開けた集落の一つと考え

られ、調査地周辺部には、ߋにଟくの関連遺構が存在する可能性が高い。

平安時代後期には、ઔঢ়地先端෇近の̗１地区から̙地区にかけて遺構の෼෍が集中する。ほ

΅平安時代後期（12世紀後半）を中心とした遺構と考えられるが、άルーϓ化（̖群～̙群）によっ

ておおよそ４期に෼かれる。主要遺構間での切り合い関係が๡しく、これまでのところ̗群が̘

群に先行することが明らかである。̖群と̙群に関しては先後関係がෆ明である。平安時代後期
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第34ਤ　下馬遺跡・片山遺跡遺構෼෍ਤ

から中世にかけて౰地には、東大寺・興福寺・石清水八幡宮、そのଞଟ਺の荘園が混在し、なか

でも下狛荘は東大寺ྖにؚまれる。今回検出した掘立柱建物跡や柵列、水৔、井戸౳の遺構は、

庶民階級の施設とは考えにくい。遺跡のશମ૾が೺Ѳできない現時఺では、これらの遺構は荘園

管理に関連した施設の一つである可能性が高いとみられる。

室町時代では、丘陵裾に寺院関連施設が存在したようである。遺跡北側のૐ坊地区には中世の

下狛ഇ寺が存在し、今回検出の遺構と何らかの関連性が窺える。
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片山遺跡では４棟の掘立柱建物跡を検出したが、北に隣接する下馬遺跡とはややझがҟなって

いる。片山遺跡では平安時代中～後期の掘立柱建物跡４棟を検出したが、いずれも建物の方向性

が真北となる。下馬遺跡のಉ時期の遺構群は、真北にରして東に܏く方向性を示している。片山

遺跡の建物の柱穴掘形は小規模ながらも整った方形でもあり、建物跡の方位性からも、下馬遺跡

の建物、柵列群に先行する遺構群とみられる。片山遺跡̖地区と下馬遺跡̙地区はほ΅遺跡ൣ囲

が接৮ঢ়گにある。地形తには現存するߞ作地の形ঢ়から、西側の丘陵から流れ出た小河川が下

馬遺跡̙３・４地区෇近を流れていたようである。調査地区や遺跡ຖでҟなる遺構群のঢ়گは、

それͧれ時期ຖの土地ར用にࡍし、河川による੍ݶ（区Ҭׂなど）を受けていたとみられる。

今後、下馬遺跡̙４地区の東側と片山遺跡̖２地区北側間での調査ܭըもあることから、遺跡

の性֨・内容౳を考える上で、今後の調査成果に期଴がدせられるところである。
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５.椋ノ木遺跡第８次発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

椋ノ木遺跡は、木津川ࠨ岸の自然అ防上に位置する縄文時代～中世にかけての複合集落遺跡で

ある。現在の行੓区ըの上では、相楽郡精華町下狛小字椋ノ木ほかに所在している（第１ਤ）。こ

の一ଳは、近世のֆਤや古地ਤなどによれば、南北にڱ長なඍ高地がാなどにར用されていたこ

とが見てとれる。現在、木津川上流ড়化センターなどの敷地内および水ాとなっている遺跡の北

側には、中世Ҏ来の集落が఺在する؍ܠを今にとどめている。

平成̓年度Ҏ来、̓次にわたる調査によって縄文時代後期の土坑、弥生時代後期の大溝、古墳

時代前期の竪穴式住居跡、後期の古墳、平安時代຤～鎌倉時代の建物跡のほか、৚里੍地ׂに༝

来する௶ڥ溝やߞ作溝群などが確認されている。なかでも平安時代຤～鎌倉時代の遺構や遺物は

広いൣ囲で確認されており、大規模な集落を形成していたことがうかがえ、౰時の木津川のसӡ

に関連する集落であったと考えられている。今回の調査地は、遺跡ൣ囲内の南東部に位置し、今

回で８度໨の調査となる（第２ਤ）。

今回の調査は、京都府流Ҭ下水道事຿所のґཔを受け、平成21年度木津川上流流Ҭ下水道木津

川上流ড়化センター建設޻事に係る発掘調査として、Ԛటড়化タンΫ建設༧定地である̖トϨン

νとԚటೱॖ棟建設༧定地である̗トϨンνの２か所にトϨンνを設定し࣮施した。

現地調査および整理報告にあたっては、京都府ڭҭҕһ会ならびに精華町ڭҭҕһ会をはじめ、

関係ॾ機関にはଟ大なごྗڠをಘた。また、調査にはଟくの方ʑにࢀՃいただいた。記してँҙ

をදしたい。本報告は村ాがࣥචした。

޾߂஍調査੹೚ऀ 調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ 調査第２՝主װ調査第３係長事຿औѻ 　石井清࢘

 ಉ　ઐ໳調査һ　竹井࣏༤

 ಉ　調査һ　村ా࿨߂

調 査 ৔ ॴ 相楽郡精華町下狛小字椋ノ木ほか

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ 平成21年11月26日～平成22年３月４日

調 査 ໘ ੵ 500㎡

̎ɽҐஔͱڥ؀

椋ノ木遺跡が所在する精華町は、京都府南部の木津川ࠨ岸に位置し、北は京ా辺市、東・南は

木津川市に隣接する。精華町は、現在水ాとして土地ར用されている木津川൙ཞ原と近年、関西

文化ֶज़研究都市として開発されている精華୆・ޫ୆などの丘陵部、小河川が形成したઔঢ়地部
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第１ਤ　調査地周辺遺跡෼෍ਤ（国土地理院 ̨�1/25,000 ా辺）
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によって形成される。地形は西方から東方に向かって؇やかに܏斜している。椋ノ木遺跡は、木

津川൙ཞ原の自然అ防上にӦまれた集落である。

周辺の遺跡として、縄文時代では、木津川市のګਔ宮下૚（ྫฎ遺跡）で前期の竪穴式住居跡が

検出されているほか、木津川右岸に位置する木津川市௴井大௩山古墳下૚や༙出宮遺跡などの丘

陵部で後・晩期の縄文土器の出土が஌られている。こうした丘陵部の遺跡にରして、椋ノ木遺跡

は௿地部にあり、中期～晩期の遺物が出土している。木津川の൙ཞ原に縄文遺跡が立地している

ྫとして஫໨される。

弥生時代の遺跡では、精華町ാノ前遺跡で中期中༿の集落跡が検出されている。後期では、椋

ノ木遺跡で大溝が検出されているほか、木津川右岸の木津川市上狛西遺跡で竪穴式住居跡が検出

されている。丘陵部に立地する௴井遺跡は後期の高地性集落であることが確認されている。

古墳時代には、木津川右岸の丘陵上に、શ長175ｍの௴井大௩山古墳のほか、શ長110ｍの平尾

城山古墳がある。中期～຤にかけては、椋ノ木遺跡においても古墳の存在が確認されているが、

ಉ時期の大規模集落として、৿垣֎遺跡があげられる。৿垣֎遺跡では大น住居や陶質土器など

ே઱半ౡ系の遺構や遺物が出土しており、஫໨される遺跡である。

飛鳥・奈良時代の遺跡としては、西方約500ｍに里ഇ寺があり、൛築瓦積基ஃが検出され、高

麗寺式ؙݢ瓦が出土しており、渡来系の狛氏によって建立された可能性が高いとされている。

中世になると、௿地部の椋ノ木遺跡΁の居住が࢝まるが、աڈの調査によって、12世紀中༿Ҏ

߱に大ܕの掘立柱建物が構築されるようになり、大規模集落に発లしていくことが明らかになっ

ている。本遺跡の北側には、石෹やޒ輪ౝ、ๅᝫ印ౝが出土したඦٱอ地先遺跡があり、椋ノ木

遺跡の集落のุҬと考えられている。中世のはじめごろには、この地Ҭでも荘園開発が次ʑと行

われるようになり、荘園などをめぐって石清水八幡宮・興福寺・東大寺など寺社ݖ໳が߅૪を࢝

めるようになる。それらをഎܠとして、後半になると、椋ノ木遺跡では集落の中਻地区が南にҠ

ಈし、集落内に大きな変化を༩えたと考えられている。

̏ɽ調査ͷܦա

今回の調査地は２か所に෼かれ、東側のԚటড়化タンΫ建設༧定地を̖トϨンν、西側のԚట

ೱॖ棟建設༧定地を̗トϨンνとした調査区を設定した。֤ 遺構面ごとにॏ機による掘࡟を行い、

遺構面直上からは人ྗで作業を行い、遺構の検出に౒めた。

̖トϨンνは、平成13年度の第５次調査地の北東側に位置する。今回の調査区内においても、

３面の遺構面の調査を࣮施した。トϨンνの西側と南側は、後世の人ҝతな掘࡟に൐い遺構がফ

໓していた。西側の᎟ཚは、南側にൺべると浅く、第１遺構面より約10Dm᎟ཚ土をআڈすると

土坑やピットなどの遺構のఈ部が一部࢒っていた。南側は、1.5mまで断ちׂりの掘࡟を行ったが、

さらに下૚まで᎟ཚがおよんでいることを確認した。

̗トϨンνは、平成16年度の第̓次調査地の西隣に位置する。平成16年度の調査（第̓次）の成

果から、２面の遺構面が存在することが確認されている。第１面は中世（平安時代຤～鎌倉時代）
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第２ਤ　椋ノ木遺跡調査区഑置ਤ
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の遺構面、第２面は縄文時代の遺構面となる。今回の調査でも２面の遺構面を想定して調査を進

めた。

̐ɽݕग़遺ߏ

̍ʣ̖ τϨϯν

近接調査地である平成13年度の第５次調査の成果から、３面の遺構面が存在することが確認さ

れている。

ᶃ第̍遺ߏ໘

ඪ高約25.5ｍで第１面となる中世（鎌倉時代Ҏ߱）の遺構面を確認した。遺構は、ߞ作溝と考え

られる溝や土坑、ピットなどを検出した。検出した遺構の時期としては13世紀～ 14世紀ॳめに

֘౰すると判断される。

౔�1̨̭޵　東西෯約1.8ｍ、南北の長さ約4.5ｍ、ਂさ約0.15ｍを測る土坑である。また、土

第３ਤ　̖・̗トϨンν土૚断面ਤ
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坑内にପԁ形をఄする焼土坑（̰・̱）を２基検出した。土坑̨̭01の埋土内から瓦器࿶や土師器

皿、羽זなどの土器ྨが出土した。ಉじ埋土から、焼け土や炭化物、鉄滓、フイゴの羽口、石鍋

が出土したことから、鍛冶に関連する遺構と考えられる。焼土坑̰は東西෯約0.6ｍ、南北の長

さ約1.3ｍ、ਂさ約0.15ｍを測る。埋土内からは土師器や瓦器のഁ片や焼け土、炭化物などが出土

した。焼土坑̱の東西෯は᎟ཚによりഁյされているため現存する෯は約0.5ｍ、南北の長さ約1.3

ｍ、ਂさ約0.2ｍを測る。埋土内からは土師器や瓦器のഁ片や焼け土、炭化物などが出土した。

時期は13世紀中༿のものと判断される遺物が出土している。

౔̨̠޵��　東西約1.8ｍ、南北約2.3ｍ、ਂさ約0.3ｍを測る長方形をఄする土坑である。ఈ部

には10 ～ 20Dmఔの石が集積していた。埋土内から土師器や瓦器、੨磁などのഁ片が出土した。

ਂ、トϨンν南東部で検出した۶曲する溝で、෯約1.4ｍ、南北の長さ約4.2ｍ　�3̨̙ߔ さ約0.3

第４ਤ　̖トϨンν第１遺構面平面ਤ
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ｍを測る。埋土から瓦器片や土師器片、東೻系のുのഁ片などが出土した。このほかに、フイゴ

の羽口のഁ片が出土していることから、この溝は土坑̨̭01とಉ時期のものかそれҎ߱の遺構の

可能性が高い。

౔�4̨̠޵　東西約1.4ｍ、南北約１ｍ、ਂさ約0.1ｍを測る。埋土からは土師器や瓦器の小片

がগྔ出土したが、時期の判別はできなかった。

作溝と考えられる。埋土かߞ෯約0.1ｍ、東西の長さ約3.8ｍ、ਂさ約0.05ｍを測る　��̨̙ߔ

らは瓦器のഁ片がগྔ出土した。

東西方向の溝̨̙05に切り込まれた南北方向の溝である。෯約0.5ｍ、南北の長さ　��̨̙ߔ

約2.2ｍ、ਂさ約0.1ｍを測る。埋土からは瓦器のഁ片がগྔ出土した。

෯約0.5ｍ、南北の長さ約3.8ｍ、ਂさ約0.2ｍを測る。埋土からは土師器や瓦器の小　��̨̙ߔ

片がগྔ出土した。

౔̨̠޵��　東西約0.7ｍ、南北約0.8ｍを測る۱ؙ方形をఄする土坑である。埋土からは土師

器や瓦器の小片がগྔ出土した。

෯約0.4ｍ、南北の長さ約2.4ｍ、ਂさ約0.2ｍを測る溝で、土坑̨̭01を切りこんで　��̨̙ߔ

いることから、土坑̨̭01より新しい時期の遺構と判断できる。埋土からは土師器や瓦器の小片

がগྔ出土した。

౔1̨̠޵�　東西約0.5ｍ、南北約0.8ｍ、ਂさ約0.1ｍを測る土坑であるが、南側が᎟ཚによっ

てഁյされているため、ৄࡉな規模はෆ明である。また、遺物も出土していない。

౔3̨̠޵�　東西0.9ｍ、南北1.1ｍ、ਂさ約0.2ｍを測るପԁ形をఄする土坑である。埋土から

は、土師器の羽זのഁ片や瓦器のഁ片が出土している。

第５ਤ　̖トϨンν第１遺構面土坑̨̭01平・断面ਤ
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第６ਤ　̖トϨンν第２・３遺構面平面ਤ

ϐοτ̥1�1　直径0.4ｍ、ਂさ約0.6ｍを測る小穴で、ఈ部からは土師器小皿３఺と瓦器࿶３

఺が出土している。

ᶄ第̎遺ߏ໘

第１遺構面から約30Dm下げたඪ高約25.2ｍで、遺構を確認した。これまでの調査では、第２遺

構面は古墳時代の遺構が存在する面であると確認されていたが、今回の調査地の第２遺構面では

古墳時代とࢥわれる土坑などの遺構と12世紀຤～ 13世紀中༿までのピット群や溝を検出した。
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今回の調査では、第２遺構面では２時期の遺構を検出することとなった。

検出したピット群は、ૉ掘りのものと柱穴のఈ部に平たいૅ൘ঢ়の石をਾえたものがみられる。

しかし、石がある柱穴はଗわずに建物を෮原するにはࢸらなかった。

古墳時代の遺構と判断される遺構はগなく、中世の溝やピットなどの埋土である୶փ৭೪質土

とはҟなる୶྘փ৭೪質土の埋土である土坑を８基検出した。遺物は出土していないが、おそら

くは古墳時代の遺構の可能性が考えられる。そのほかの遺構は、おおむͶ12世紀຤～ 13世紀中

༿までの時期にଐするものとࢥわれる。

ϐοτ̥�1　一辺が約0.5ｍ、ਂさ約0.15ｍを測る۱ؙ方形をఄする小穴である。

෯約0.3ｍ、東西の長さ約2.6ｍ、ਂさ約0.1ｍを測る東西溝である。埋土からは瓦器　��̨̙ߔ

࿶のഁ片が出土した。

෯約0.3ｍ、南北の長さ約２ｍ、ਂさ約0.2ｍを測る南北溝である。埋土からは土師　��̨̙ߔ

器のഁ片が出土した。

౔�3̨̠޵　トϨンνの西端部で検出した一辺が約１ｍを測る土坑であるが、調査区֎にԆ

びているものとࢥわれる。ਂさは約0.15ｍで、埋土からは土師器や瓦器のഁ片が出土した。

෯約0.3ｍ、南北の長さ約1.5ｍ、ਂさ約0.1ｍを測る南北方向の溝である。埋土から　��̨̙ߔ

は土師器や瓦器のഁ片が出土した。

౔̨̠޵��　東西࠷大約2.2ｍ、南北࠷大約１ｍ、ਂさ約0.05ｍを測るෆ定形な土坑である。

埋土からは瓦器࿶とࢥわれるഁ片が出土した。

ϐοτ̥��　東西約0.4ｍ、南北約0.35ｍ、ਂさ約0.2ｍを測る穴である。底部には平石が据え

られていた。埋土からは瓦器の小片が出土した。

ϐοτ̥��　東西約0.9ｍ、南北約0.7ｍ、ਂさ約0.15ｍを測る小穴である。ఈ部には平たい石

がਾえられていた。埋土からは瓦器࿶のഁ片が出

土した。

౔̨̠޵��　トϨンν南東部で検出した直径約

0.3ｍ、ਂさ約0.1ｍを測るԁ形の土坑で、ఈ部はす

りുঢ়をఄする。埋土から土師器のഁ片が出土し

た。

ϐοτ̥��　東西約0.3ｍ、南北約0.2ｍ、ਂさ約

0.5ｍを測るପԁ形をఄする小穴である。検出面よ

り0.1ｍ下げたところで平石がਾえられ、その平石

の下から15枚の׬形の土師器小皿がॏなったঢ়گ

で出土した。何らかの儀礼がおこなわれたと考え

られるが、ৄࡉはෆ明である。時期は12世紀後半

と推定される。埋土からはそのほかに土師器のഁ

片が出土した。
第̓ਤ　̖トϨンν第２遺構面

ピット̥90平・断面ਤ



京都府遺跡調査報告集　第 143 冊

-1ù4-

ᶅ第̏遺ߏ໘

第２遺構面から約50Dm下げたඪ高約

24.7ｍで、縄文時代の遺構面を確認し調

査を࣮施した。

検出した遺構は、落ち込みঢ়の浅い土

坑や杭跡とࢥわれる小穴群を検出した。

遺物は、器นがްく଻土がૈい縄文土器

とࢥわれる小片がごくඍྔであるが出土

した。

ϐοτ̥��ɹ直径約0.1ｍ、ਂさ約0.12

ｍを測る小穴である。埋土からの出土遺

物はなかった。

౔̨̠޵��ɹ長径約0.6ｍ、෯約0.2ｍ、

ਂさ0.05ｍを測る落ち込みঢ়の土坑であ

る。

౔1�4̨̠޵　南北約1.9ｍ、෯約1.1

ｍ、ਂさ約0.1ｍを測る土坑で、土坑ఈ

面で直径約0.3ｍ、ਂさ約0.05ｍの土坑を

検出した。埋土からは炭や焼土とともに、

縄文土器と判断される土器小片が出土し

た。

̎ʣ̗ τϨϯν

աڈの近接調査地である平成16年度の

調査（第̓次）の成果から、２面の遺構面

が存在することが確認されている。第１

面は中世（平安時代຤～鎌倉時代）の遺構

面、第２面は縄文時代の遺構面となる。

第̓次の調査の中世の遺構面では、৚里

੍地ׂに༝来するとみられる南北方向の

溝が確認されている。今回の調査地ڥ௶

内にも௶ڥ溝やそれに൐う遺構が検出で

きる可能性があった。

ᶃ第̍遺ߏ໘

ඪ高約25.4ｍで遺構を確認した。遺構

は土坑や溝、ピットなどを確認したが遺
第８ਤ　̗トϨンν第１・２遺構面平面ਤ
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構のີ度はرബで、出土した遺物もগྔであった。また、想定されていた৚里੍地ׂに関連する

遺構は、今回のトϨンν内では確認できなかった。

౔�1̨̠޵　トϨンνの南端部で検出した土坑である。確認できた規模は、東西約1.5ｍ、南

北約1.8ｍ、ਂさ約0.15ｍを測る。遺物は、須恵器ᙈମ部片、土師器皿、瓦器࿶などが出土した。

時期は12世紀後半にଐするものと考えられる。

౔̨̠޵��　トϨンν中ԝで検出した東西約0.9ｍ、南北෯約0.4ｍ、ਂさ約0.1ｍを測るପԁ形

をఄする土坑である。埋土から土師器のഁ片が出土した。

౔�3̨̠޵　トϨンνの南端部で土坑̨̠01に切られる形で検出した土坑である。確認でき

た規模は、東西約１ｍ、南北約1.3ｍ、ਂさ約0.08ｍを測る。遺物の出土はなかった。

ϐοτ܈　直径約0.1 ～ 0.3ｍを測るピットを13基検出したが、ピット内からの遺物の出土はな

かった。直径が小さい0.2ｍҎ下のものは、埋土が੨փ৭೪土であり、杭ࠟ跡の可能性が考えら

れる。

ᶄ第̎遺ߏ໘

第１遺構面よりさらに30 ～ 40Dm掘り下げ、平成̓年度調査時の縄文時代の遺構検出面まで掘

し、遺構の精査をおこなったが、遺構は確認できず、縄文土器の出土も確認できなかった。さ࡟

らに、南端部で約0.5ｍ下૚確認のため掘࡟をおこなったが、遺構・遺物は確認できなかった。

̑ɽग़౔遺෺（第̕・10ਤ）

遺物は、中世の遺物がଟく出土したが、࣮測可能なݸମはগなかった。出土遺物の૯ྔは整理

用コンςφόットで６ശである。ここでは、֤トϨンν、֤遺構面ごとに報告する。

１～ 29は、̖トϨンνの第１遺構面で検出した遺構から出土した遺物である。１～ 21は土坑

̨̭01から出土した。１～３・５・６は土師器の小皿で内֎面ともにφσを施し、֎面ఈ部には

ԡえࠟࢦԡえのࠟ跡がみられる。４は瓦器の小皿で、内֎面ともにφσを施し、֎面ఈ部にはࢦ

跡がある。器นはຎ໣していないが、҉文は認められない。̓・８は土師器の皿で内֎面ともに

φσが施されている。̕は土師質の羽זで、大࿨࢈とࢥわれる。֎面上部にはഗが෇ணしている。

10・11は瓦器の࿶である。内面にはϔϥϛΨΩ、Ӕ巻ঢ়の҉文が施されている。12は੨磁の࿶の

口ԑ部で、内面に模様がみられる。13・14はフイゴの羽口のഁ片である。２఺とも火を受けてお

り、上部は੺৭化、下部はࠇ৭化または鉄෼が෇ணしている。15は׈石製の石鍋のഁ片である。

֎面には整形時の޻۩ࠟが࢒る。16 ～ 18は焼土坑̰から出土した遺物である。16・17は瓦器࿶で、

16のఈ部にはషり෇け高୆のࠟ跡が࢒っている。18は土師器のᙈであり、֎面口ԑより下部にഗ

が෇ணしている。19 ～ 21は、焼土坑̱から出土した遺物である。19・20は瓦器の࿶で、内面に

はӔ巻ঢ়の҉文が施されている。֎面ఈ部には、షり෇け高୆のࠟ跡がみられる。21は土師器の

小皿である。22は、土坑̨̠02から出土した土師器のഋである。口ԑ部のφσがૈく、口ԑが࿪

んでいる。23 ～ 26は溝̨̙03から出土した遺物である。23は土師質の羽זである。֎面にはഗ

が෇ணしている。24・25は東೻系の須恵器のുで、24には஫ぎ口がある。26は瓦質土器の火ുの
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第̕ਤ　出土遺物࣮測ਤ（１）
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ഁ片とࢥわれる。27は、土坑̨̠08から出土した土師質の羽זのഁ片である。大࿨࢈のものとࢥ

われる。28・29はピット1101から出土した瓦器の࿶である。内面には៛ີなϔϥϛΨΩとӔ巻

ঢ়の҉文が施されている。֎面ఈ部にはࢦԡえࠟ跡とషり෇け高୆のࠟ跡がみられる。

30 ～ 44は、第２遺構面のピット190から出土した遺物である。30 ～ 44は土師器の小皿であり、

֎、存཰の高いഁ片についてਤ化した。口径は8.5Dm前後の小皿で内֎面ともにφσが施され࢒

面ఈ部にはࢦԡえࠟ跡が࢒る。

45 ～ 51は、第１遺構面の上૚にある遺物แؚ૚（第３ਤ第11૚の҉஡փ৭೪質土）より出土し

た遺物である。45 ～ 48は土師器の小皿のഁ片である。49は土師器のഋである。50はന磁の࿶の

口ԑ部片である。51は瓦器の࿶である。内面にはϔϥϛΨΩ、Ӕ巻ঢ়の҉文が施されている。

52 ～ 54は、第２遺構面直上の第３ਤ第17૚の୶྘փ৭೪質土૚から出土した遺物である。52

は土師器のᙈの口ԑ部である。口ԑは28.6Dmを測る。53は瓦器の小皿である。内面ఈ部に波ঢ়の

҉文が施されている。54は土師器の小皿である。

55は、̗トϨンνの土坑̨̠01から出土した瓦器࿶である。内面にはϔϥϛΨΩ、Ӕ巻ঢ়の҉

文が施されている。֎面ఈ部にషり෇け高୆のࠟ跡が࢒る。

第10ਤ　出土遺物࣮測ਤ（２）
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̒ɽ·ͱΊ

̖トϨンνでは、第１遺構面で検出した土坑̨̭01から、火を受けた土器や焼け土、炭、鉄滓、

フイゴの羽口、石鍋などが出土した。どのような構造をもった施設であったかৄࡉはෆ明である

が、鍛冶関連の遺構の可能性が考えられる。このことから、集落内で小規模ながら鍛冶作業をお

こなっていたことが想定される。第２面では中世と古墳時代の遺構が混在していたが、古墳時代

の遺構は、遺物の出土がなく埋土のঢ়گからをこの時期のものと判断した８基の土坑があるだけ

である。第２面の中世の遺構では、ピット90内に20枚の土師器皿がॏなったঢ়ଶで出土し、何ら

かの儀礼がおこなわれたと考えられる。第３面で検出した縄文時代の遺構は、落ち込みのような

浅い土坑や杭跡と考えられる小穴群で、遺物は土器片がごくগྔ出土した。

̗トϨンνでは、第１面で中世の遺構を検出した。しかしながら、今回の調査トϨンν内では

৚里区ըに関連する遺構は検出できなかった。縄文時代となる第２面では遺構・遺物ともに確認

できなかった。

ݙจߟࢀ

河໺一ོほかʮ椋ノ木遺跡第５次発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第105冊　（財）京都府埋蔵文

化財調査研究センター）2002

৿ౡ߁༤ʮ椋ノ木遺跡第６次発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第110冊　（財）京都府埋蔵文化財

調査研究センター）2004

高໺陽ࢠʮ椋ノ木遺跡第̓次発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第115冊　（財）京都府埋蔵文化財

調査研究センター）2005
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தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 1

（1）第５次調査地上ۭから水間を๬む（南西から）

（2）調査地શܠ（西から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 �

（1）第１ʵ１トϨンνશܠ（東から）

（2）第１ʵ１トϨンνから建部山を
๬む（北西から）

（3）第１ʵ１トϨンν土૚断面
　（南西から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 3

（1）第１ʵ２トϨンνશܠ（北から）

（2）第１ʵ１・１ʵ２トϨンνશܠ
（北西から）

（3）第１ʵ１トϨンνと切岸２
　（西から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 4

（1）第２トϨンν上部શܠ
　（南西から）

（2）第２トϨンν下部土૚断面
　（南西から）

（3）第３トϨンνશܠ（東から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 �

（1）第３トϨンν土૚断面
　（北東から）

（2）第４・８トϨンν調査前
　（北から）

（3）第５トϨンν上部土૚断面
　（南西から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 �

（1）第６ʵ１トϨンνશܠ（西から）

（2）第̓トϨンν土師器皿出土ঢ়گ
（東から）

（3）第８トϨンνશܠ（北から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 �

（1）第６次調査地上ۭから༝良川上流を๬む（北西から）

（2）調査地શܠ上 （ۭ上が東）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 �

（1）郭１ʵ１調査前શܠ（南から）

（2）郭１ʵ１調査地શܠ（北から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 �

（1）郭１ʵ１掘立柱建物跡１શܠ
（北から）

（2）郭１ʵ１掘立柱建物跡２શܠ
（北から）

（3）郭１ʵ１掘立柱建物跡３શܠ
（北西から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 1�

（1）郭１ʵ１掘立柱建物跡４શܠ
（南西から）

（2）郭１ʵ１調査ঢ়گ（北から）

（3）郭１ʵ１柵１（東から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 11

（1）郭１ʵ１掘立柱建物跡１柱穴
（北東から）

（2）郭１ʵ１掘立柱建物跡２柱穴
（西から）

（3）郭１ʵ１・郭１ʵ２土૚断面
　（西から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 1�

（1）郭１ʵ２南部柱穴શܠ（南から）

（2）郭１ʵ２南部柱穴શܠ（北から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 13

（1）切岸１、郭１ʵ２શܠ（北から）

（2）切岸１、郭１ʵ２北部શܠ
　（北から）

（3）切岸１と郭１ʵ１との断ちׂり
　（南から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 14

（1）切岸１と郭１ʵ２との断ちׂり
（南から）

（2）郭１ʵ２桟敷ঢ়建物跡のૅ石
（南から）

（3）郭１ʵ２桟敷ঢ়建物跡のૅ石
　（南から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 1�

（1）郭１ʵ１南の東部（北から）

（2）郭１ʵ１南の西部（西から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 1�

（1）郭１ʵ１南柵２（西から）

（2）郭１ʵ１南下૚（北から）

（3）郭１ʵ１南下૚柱穴（北から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 1�

（1）郭１ʵ１南鞐（こはͥ）出土ঢ়گ
　（北西から）

（2）郭１ʵ５શܠ（西から）

（3）堀切下部、ਆ社階段部෼
　（南東から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 1�

（1）堀切、郭１ʵ１北斜面（北から）

（2）堀切、郭１ʵ１北斜面（東から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 1�

（1）郭１ʵ１北斜面のઓ国時代の道
（北西から）

（2）ઓ国時代の道（北西から）

（3）郭１ʵ１北斜面の土૚断面
　（西から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 ��

（1）郭１ʵ３શܠ（北から）

（2）郭１ʵ３掘立柱建物跡５（東から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 �1

（1）郭１ʵ３掘立柱建物跡５
　北部柱穴（南西から）

（2）郭１ʵ３掘立柱建物跡５
　南部柱穴（東から）

（3）郭１ʵ３掘立柱建物跡５
　南部柱穴（東から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 ��

（1）切岸２掘࡟ঢ়گ（南から）

（2）切岸２南部（南西から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 �3

（1）郭１ʵ４北部（東から）

（2）郭１ʵ４北部（南から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 �4

（1）郭１ʵ４南部（南から）

（2）郭１ʵ４下૚遺物出土ঢ়گ
　（北から）

（3）郭１ʵ４下૚ฑ頭出土ঢ়گ
　（西から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 ��

（1）郭１ʵ４中ԝ部શܠ（西から）

（2）郭１ʵ４掘立柱建物跡６（北から）



தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 ��

（1）第５次出土遺物

（2）第５次出土遺物（ཪ面）
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தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 ��

（1）第６次出土遺物１

（2）第６次出土遺物１（ཪ面）
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தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 ��

（1）第６次出土遺物２

（2）第６次出土遺物２（ཪ面）
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தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 ��

（1）第６次出土遺物３

（2）第６次出土遺物３（ཪ面）
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தࢁ৓跡第̑ɾ̒࣍ɹਤ൛第 3�

（1）第６次出土遺物４

（2）第６次出土遺物５
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Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1

（1）井脇城跡શܠ（南東から）

（2）井脇城跡શܠ（北から）



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）井脇城跡શܠ（北東から）

（2）̖ 地区શܠ掘࡟前（北東から）



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 3

（1）̗ 地区掘࡟ঢ়گ（南西から）

（2）̗ 地区南西半掘࡟ঢ়گ
　（北東から）

（3）̗ 地区北東半ؠ൫（南から）



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 4

（1）̘ 地区掘࡟前ঢ়گ（南西から）

（2）̘ 地区掘࡟ঢ়گ（南西から）

（3）̘ 地区掘࡟面（南西から）



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）̖ 地区曲輪掘࡟前（北から）

（2）̖ 地区曲輪掘࡟ঢ়گ（北から）

（3）̖ 地区曲輪掘ྃ׬࡟ঢ়گ
　（北から）

౔ྥ౔ྥ

౔ྥ౔ྥ



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）̖ ・̘地区શܠ（北東から）

（2）̖ 地区曲輪頂部（北東から）

౔ྥ౔ྥ



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）̖ ・̘地区શܠ（西から）

（2）̖ ・̘地区શ̖ܠ地区
　掘ྃ׬࡟後（北から）



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

̖地区曲輪શܠ掘ྃ׬࡟後（北から）



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

̖地区曲輪શܠ掘ྃ׬࡟後（西から）



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）̖ 地区曲輪શܠ掘ྃ׬࡟後（東から）

（2）̖ 地区曲輪શܠ掘ྃ׬࡟後（上が西）



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 11

（1）̖ 地区曲輪西側（西から）

（2）̖ 地区土塁内瓦質土器出土ঢ়گ
（東から）

（3）̖ 地区西側斜面ٴび土塁断面
　（南から）



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）̖ 地区土塁中ԝ部断ちׂり断面（南から）

（2）̖ 地区土塁中ԝ部断ちׂり断面（南東から）



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 13

（1）̖ 地区土塁北側断面  
᛽石混ೖঢ়گ（東から）

（2）̖ 地区土塁掘࡟আڈ後（東から）

（3）̖ 地区土塁掘࡟আڈ後（南から）

൫ؠ൫ؠ

൫଄੒౔଄੒౔ؠ൫ؠ

଄੒౔଄੒౔



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 14

（1）̖ 地区曲輪北側断面（東から）

（2）̖ 地区曲輪南側断面（東から）

（3）̖ 地区曲輪南側斜面断ちׂり
（南から）



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）̖ 地区曲輪北東斜面掘࡟ঢ়گ
（北東から）

（2）̖ 地区曲輪北東斜面掘࡟ঢ়گ
（北東から）

（3）̖ 地区曲輪北東۱置石検出ঢ়گ
　（北から）



Ҫ࿬৓跡

୮೾ҁ෦ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）瓦質土器片（右端は土塁内出土）

（2）瓦質土器片ཪ面

（3）煙管、ං前系磁器࿶片



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��4 ɾҪϊ಺遺跡ɹਤ൛第࣍ 1

（1）２・３トϨンν調査前શܠ
　（南から）

（2）１トϨンν竪穴式住居跡
　̨̝01・02検出ঢ়گ（南東から）

（3）１トϨンν竪穴式住居跡
　̨̝02遺物出土ঢ়گ（上が東）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��4 ɾҪϊ಺遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）１トϨンν溝̨̙04શܠ
　（南東から）

（2）１トϨンν北น内溝̨̙04
　土૚ଯ積ঢ়گ（南西から）

（3）２トϨンν南半部શܠ（北から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��4 ɾҪϊ಺遺跡ɹਤ൛第࣍ 3

（1）２トϨンν掘立柱建物跡
　̨̗01શܠ（北から）

（2）２トϨンν掘立柱建物跡
　̨̗01ʵ̥６検出ঢ়گ（東から）

（3）２トϨンν掘立柱建物跡
　̨̗01ʵ̥２内土૚ଯ積ঢ়گ
　（南東から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��4 ɾҪϊ಺遺跡ɹਤ൛第࣍ 4

（1）２トϨンν北半部શܠ（南から）

（2）２トϨンν掘立柱建物跡
　̨̗03શܠ（南から）

（3）２トϨンν北半部柱穴群
　検出ঢ়گ（南から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��4 ɾҪϊ಺遺跡ɹਤ൛第࣍ �

（1）３トϨンνશܠ（西から）

（2）３トϨンν溝̨̙07検出ঢ়گ
（南西から）

（3）３トϨンν柱穴検出ঢ়گ
　（南から）



௕Ԭ京跡ӈ京第 ��4 ɾҪϊ಺遺跡ɹਤ൛第࣍ �

出土遺物

12

11

18

16

23

21

5
3

7

1

24810

1320 19



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 1

（1）下馬遺跡調査地ԕܠ（南から）

（2）下馬遺跡調査地ԕܠ（東から）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 �

（1）下馬遺跡調査地ԕܠ（西から）

（2）下馬遺跡調査地શܠ（上が北）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 3

（1）

（2）

（3）

（1）下馬遺跡・片山遺跡ԕܠ
　（南東から）

（2）̖ １地区શܠ（西から）

（3）̖ １地区西部શܠ（南から）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 4

（1）

（2）

（3）

（1）̖ １地区河川跡̨̧125 
縄文土器出土ঢ়گ（東から）

（2）̖ １地区東部શܠ（西から）

（3）̖ １地区瓦ཷり̨̭120શܠ 
（南から）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 �

（1）

（2）

（3）

（1）̖ １地区炉跡̨̭121炭૚ 
検出ঢ়گ（東から）

（2）̖ １地区炉跡̨̭121શܠ 
（東から）

（3）̖ １地区井戸̨̚129શܠ 
（南から）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 �

（1）̖ １地区શܠ（右が北）

（2）̖ ２・３地区શܠ（上が北）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 �

（1）̖ ２地区શܠ（南西から）

（2）̖ ２地区掘立柱建物跡̨̗58 
શܠ（西から）

（3）̖ ３地区શܠ（北東から）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 �

（1）̖ ３地区河川跡̨̧16શܠ 
（西から）

（2）̖ ３地区北น内河川跡̨̧16
　ଯ積土૚（南西から）

（3）̖ ３地区河川跡̨̧16ఈ面 
平ළ出土ঢ়گ（南から）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 �

（1）̗ １地区શܠ（右が北）

（2）̙ １・２地区શܠ（上が北）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）̙ １・２地区શܠ（南から）

（2）̙ １・２地区શܠ（北から）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 11

（1）̗ １地区શܠ（北西から）

（2）̗ １地区掘立柱建物跡  
̨̗132・133શܠ（北から）

（3）̙ １地区遺構検出ঢ়گ（東から）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）̙ １地区掘立柱建物跡̨̗134、
柵列̨̖03・57、土坑̨̠23　
શܠ（東から）

（2）̙ １地区掘立柱建物跡̨̗135、
柵列̨̖30、土坑̨̠36શܠ

　（東から）

（3）̙ １地区溝ঢ়遺構̨̭02શܠ
（東から）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 13

（1）̙ １地区溝ঢ়遺構̨̭02
 （東から）

（2）̙ １地区溝ঢ়遺構̨̭02第１区
と第２区間の水口（東から）

（3）̙ １地区溝ঢ়遺構̨̭02
　第２区中ԝ൞土૚断面（東から）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 14

（1）% １地区土坑̨̠23શܠ 
（南から）

（2）̙ １地区柱穴̥44・97根石 
検出ঢ়گ（南西から）

（3）̙ １地区柱穴̥107根石 
検出ঢ়گ（南東から）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）̙ ２地区શܠ（西から）

（2）̙ ２地区溝ঢ়遺構̨̭02
　第４・５区શܠ（北から）

（3）̙ ２地区掘立柱建物跡̨̗55 
શܠ（南から）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）̙ ２地区井戸̨̚54井戸࿮ࡐ 
検出ঢ়گ（西から）

（2）̙ ２地区井戸̨̚54井戸࿮ 
（北西から）

（3）̙ ２地区井戸̨̚32શܠ 
（南東から）

Լഅ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）第３トϨンνશܠ（西から）

（2）第４トϨンνશܠ（東から）

（3）第５トϨンνશܠ（東から）

ยࢁ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）第６トϨンνશܠ（南から）

（2）第22トϨンνશܠ（南から）

（3）第23トϨンνશܠ（東から）

ยࢁ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）第24トϨンνશܠ（東から）

（2）第25トϨンνશܠ（東から）

（3）第26トϨンνશܠ（東から）

ยࢁ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）片山遺跡̖１地区શܠ（東から）

（2）̖ １地区શܠ（右が北）

ยࢁ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 �1

（1）

（2）

（3）

（1）̖ １地区શܠ（北から）

（2）̖ １地区掘立柱建物跡̨̗01・
02検出ঢ়گ（東から）

（3）̖ １地区土坑̨̠20શܠ
　（南から）

ยࢁ遺跡第̎࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）

（2）

（3）

（1）̖ 地఺調査前（南から）

（2）̖ 地఺トϨンν調査ঢ়گ
　（南西から）

（3）̖ 地఺࠷高所トϨンν地山
　検出ঢ়گ（南東から）

ҌԬݹࢁ෿܈



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 �3

（1）

（2）

（3）

（1）̙ ３地区શܠ（南東から）

（2）̙ ３地区井戸̨̚312検出ঢ়گ
（北から）

（3）̙ ４地区上૚遺構面શܠ 
（北から）

Լഅ遺跡第 3 ࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 �4

（1）

（2）

（3）

（1）̙ ４地区柵列̨̖340શܠ
　（南から）

（2）̙ ４地区柵列̨̖340શܠ 
（西から）

（3）̙ ４地区下૚遺構面શܠ
　（北から）

Լഅ遺跡第 3 ࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）

（2）

（3）

（1）̙ ４地区下૚遺構面શܠ
　（西から）

（2）̙ ４地区井戸̨̚328શܠ
　（南西から）

（3）̙ ４地区溝̨̙339શܠ
　（北東から）

Լഅ遺跡第 3 ࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）

（2）

（3）

（1）̖ ２地区શܠ（南から）

（2）̖ ２地区શܠ（北から）

（3）̖ ２地区掘立柱建物跡群 
検出ঢ়گ（北から）

ยࢁ遺跡第 3 ࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）

（2）

（3）

（1）̖ ２地区掘立柱建物跡̨̗04 
શܠ（南から）

（2）̖ ２地区土坑̨̭202શܠ 
（南から）

（3）̖ ２地区土坑̨̭202  
土師器皿群出土ঢ়گ（東から）

ยࢁ遺跡第 3 ࣍



ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 ��

出土遺物１

Լഅ遺跡第̎࣍
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ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 ��

出土遺物２

Լഅ遺跡第̎ɾ̏࣍
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ീ഼໦௡ઢؔ࿈遺跡ɹਤ൛第 3�

出土遺物３

ยࢁ遺跡第̎ɾ̏࣍
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ໆϊ໦遺跡第̔࣍ɹਤ൛第 1

（1）調査地ԕܠ（北から）

（2）調査地ԕܠ（西から）



ໆϊ໦遺跡第̔࣍ɹਤ൛第 �

（1）̖ トϨンνԕܠ（北から）

（2）̗ トϨンνશܠ（ࠨが北）



ໆϊ໦遺跡第̔࣍ɹਤ൛第 3

（1）̖ トϨンν調査前（北西から）

（2）̖ トϨンνॏ機掘࡟

（3）̖ トϨンν作業෩ܠ（南東から）



ໆϊ໦遺跡第̔࣍ɹਤ൛第 4

（1）̖ トϨンν第１遺構面（北から）

（2）̖ トϨンν第１遺構面（東から）

（3）̖ トϨンν第１遺構面
　土坑̨̭01周辺（北から）



ໆϊ໦遺跡第̔࣍ɹਤ൛第 �

（1）̖ トϨンν第１遺構面
　土坑̨̭01内焼土坑̰・̱
　検出ঢ়گ（西から）

（2）̖ トϨンν第１遺構面
　土坑̨̭01内焼土坑̰・̱
（西から）گ掘ঢ়׬　

（3）̖ トϨンν第１遺構面
　土坑̨̠02（東から）



ໆϊ໦遺跡第̔࣍ɹਤ൛第 �

（1）̖ トϨンν第１遺構面
　土坑̨̠04（東から）

（2）̖ トϨンν第１遺構面
　ピット̥101遺物出土ঢ়گ
　（西から）

（3）̖ トϨンν第２遺構面（北から）



ໆϊ໦遺跡第̔࣍ɹਤ൛第 �

（1）̖ トϨンν第２遺構面（東から）

（2）̖ トϨンν第２遺構面
　ピット̥90検出ঢ়گ（西から）

（3）̖ トϨンν第２遺構面
　ピット̥90遺物出土ঢ়گ
　（西から）



ໆϊ໦遺跡第̔࣍ɹਤ൛第 �

（1）̖ トϨンν第３遺構面（北から）

（2）̖ トϨンν第３遺構面（東から）

（3）̖ トϨンν東น土૚断面
　（西から）



ໆϊ໦遺跡第̔࣍ɹਤ൛第 �

（1）̗ トϨンν調査前（北西から）

（2）̗ トϨンνॏ機掘࡟（南東から）

（3）̗ トϨンν第１遺構面（北から）



ໆϊ໦遺跡第̔࣍ɹਤ൛第 1�

（1）̗ トϨンν西น土૚断面
　（北東から）

（2）̗ トϨンν第２遺構面（北から）

（3）̗ トϨンν埋め໭しऴྃ
　（北から）



ໆϊ໦遺跡第̔࣍ɹਤ൛第 11

（1）̖ トϨンν土坑̨̭01出土遺物

（2）̖ トϨンν鍛冶関連遺物
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（1）̖ トϨンν溝̨̙03出土遺物

（2）̖ トϨンνピット̥90出土遺物
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

なかやまじょうあと
だいご・ろくじ

中山城跡第５・６次

まいづるしなか
やまちない

舞鶴市中山地内 26202 63 35°28′02″ 135°17′02″

20091117
～

20091222
20100406

～
20101008

320

1,800

道路建設

たんばあやべどうろ
かんけいいせき　い
わきじょうあと

丹波綾部道路関係遺
跡　井脇城跡

ふないぐんきょ
うたんばちょう
いわきたきだに

船井郡京丹波町
井脇瀧谷

26407 19 35°11′39″ 135°21′29″

20091022
～

20100225
20100506

～
20100706

1,400

500
道路建設

ながおかきょうあと
うきょうだいきゅう
ひゃくきゅうじゅう
よじ・いのうちいせ
き

長岡京跡右京第994
次・井ノ内遺跡

ながおかきょう
しいのうちかし
らもと・いまざ
とはすがいと

長岡京市井ノ内
頭本・今里蓮ヶ
糸

26209 15・107 34°56′48″ 135°41′07″ 20100426
～

20100827

472 道路建設

やわたきづせんどう
ろせいびそくしんじ
ぎょうかんれんいせ
き　げばいせき

八幡木津線道路整備
促進事業関連遺跡　
下馬遺跡

そうらくぐんせ
いかちょうしも
こまこあざげば

相楽郡精華町下
狛小字下馬

26366 30 34°46′25″ 135°47′12″

20090909
～

20100219
20100525

～
20100802

2,225 道路建設

やわたきづせんどう
ろせいびそくしんじ
ぎょうかんれんいせ
き　かたやまいせき

八幡木津線道路整備
促進事業関連遺跡　
片山遺跡

そうらくぐんせ
いかちょうしも
こまこあざかた
やま

相楽郡精華町下
狛小字片山

26366 29 34°46′25″ 135°47′13″

20090721
～

20100223
20100527

～
20100812

955 道路建設



やわたきづせんどう
ろせいびそくしんじ
ぎょうかんれんいせ
き　くらおかやまこ
ふんぐん

八幡木津線道路整備
促進事業関連遺跡　
鞍岡山古墳群

そうらくぐんせ
いかちょうしも
こまこあざすな
がわ

相楽郡精華町下
狛小字砂川

26366 ４ 34°46′31″ 135°47′03″ 20091207
～

20101213

20 道路建設

むくのきいせきだい
はちじ

椋ノ木遺跡第８次

そうらくぐんせ
いかちょうしも
こまこあざむく
のきほか

相楽郡精華町下
狛小字椋ノ木ほ
か

26366 46 34°46′26″ 135°47′54″ 20091126
～

20100304

500 下水処理
施設建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

中山城跡第５・
６次

古墳
山城跡

古墳
中世 掘立柱建物跡・柵列・桟敷

跡・切岸・堀切・郭

須恵器片
土師器・須恵器・陶器・瓦器・中
国製磁器・鉄製品（釘）・銅製品

（鞐）・碁石

丹波綾部道路関
係遺跡　井脇城
跡

山城跡 中世
近世

土塁 瓦質土器
煙管雁首

長岡京跡右京第
994次・井ノ内
遺跡

集落跡
集落跡
集落跡
集落跡
集落跡

弥生
古墳
奈良
平安
中世

溝
竪穴式住居跡
柱穴
掘立柱建物跡・柵列
掘立柱建物跡・柱穴・溝

弥生土器・石鏃・サヌカイト剝片
土師器・須恵器
土師器・須恵器・瓦
土師器・須恵器
土師器・須恵器・瓦器

八幡木津線道路
整備促進事業関
連遺跡　下馬遺
跡

集落跡
集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

縄文
飛鳥～奈
良
平安～鎌
倉
中世

近代

流路
河川・橋脚・溝・土坑・井
戸
掘立柱建物跡・柵列・土坑・
柱穴・井戸
掘立柱建物跡・柵列・土坑・
溝・炉跡・柱穴・井戸
溝

縄文土器
土師器・須恵器

土師器・須恵器・中国製陶磁器

土師器・瓦器・瓦質土器・中国製
陶磁器・瓦
陶磁器

八幡木津線道路
整備促進事業関
連遺跡　片山遺
跡

集落跡 中世 掘立柱建物跡・溝・土坑 土師器・須恵器・瓦器・瓦質土器・
中国製陶磁器

八幡木津線道路
整備促進事業関
連遺跡　鞍岡山
古墳群

古墳 なし なし 調査の結果、自然
地形

椋ノ木遺跡第８
次

集落跡
集落跡
集落跡

縄文
古墳
中世

土坑・小穴群
土坑
溝・土坑・焼土坑・ピット

縄文土器

土師器・須恵器・瓦器・瓦質土器・
石鍋・焼土・鉄滓・フイゴ羽口

土器埋納ピット・
鍛冶関連遺構

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 要 約

中山城跡第５・６次

中山城は南北に長い城で、平坦な郭が連なった連郭式の山城である。発掘調査により、自然
の地形を改変して郭が造られたこと、郭の周囲に堀切や切岸（急な斜面）が造られたこと、平
坦な郭には簡単な建物や柵が作られていたこと、城が一度造り替えられ郭が広げられたこと
がわかった。現段階では、16世紀前半に築造され、16世紀後半に改造されたものと判断され
る

丹波綾部道路関係遺跡　
井脇城跡

井脇城跡中心部の南東側に設けられた曲輪の内容を明らかにした。この曲輪は丘陵尾根部に
あり、周囲から半ば独立して造り出されている。曲輪頂部は方形に造り出され、西・北・南
の３辺には防御用の土塁が築かれていた。出土遺物から16世紀のものである

長岡京跡右京第994次・井
ノ内遺跡

周辺の調査では、弥生時代後期の集落を巡る環濠が確認されているが、今回検出した大溝の
方向はその環濠に直交する位置関係にある。長岡京期から平安時代にかけての掘立柱建物跡・
柵列が、推定西三坊大路の路面上で見つかった。この遺構群が長岡京期のものである確証は
ないが、大路を挟んだ両町を占有した大規模宅地である可能性も否定できない

八幡木津線道路整備促進
事業関連遺跡　下馬遺跡

縄文時代晩期から室町時代にかけての複合遺跡であることが明らかになったが、なかでも平
安時代後期を中心とする遺構群と、室町時代の寺院関連遺構が中心となることがわかった。
また、飛鳥～奈良時代の遺構は、相楽郡に定住していた高句麗系の渡来人狛氏がとの関連も
窺える。遺跡の東側には古山陽・山陰併用道が推定されており、街道沿いに開けた集落の一
つと考えられる。平安時代後期から中世にかけては、東大寺・興福寺・石清水八幡宮などの
荘園が混在し、今回検出した遺構は庶民階級の施設とは考えにくいため、荘園管理に関連し
た施設ある可能性が高い。室町時代では、丘陵裾に寺院関連施設が存在したようである

八幡木津線道路整備促進
事業関連遺跡　片山遺跡

平安時代中～後期の掘立柱建物跡４棟を検出したが、いずれも建物の方向性が真北となり、
柱穴掘形も整った方形となり、隣接した下馬遺跡とはやや違った様相を示すものである

八幡木津線道路整備促進
事業関連遺跡　鞍岡山古
墳群

鞍岡山古墳群は４基の古墳からなり、２号墳の南西尾根筋先端部に、直径約12ｍ、高さ約１
ｍの高まりが見られ、古墳の可能性が認められた。調査の結果、自然地形であることが判明
した

椋ノ木遺跡第８次
中世の遺構面では、火を受けた土器や焼け土、炭、鉄滓、フイゴの羽口、石鍋などが出土し、
集落内で小規模ながら鍛冶作業を行われていたことが想定される。また、柱穴内に土師器皿
20枚が埋納されており、何らかの儀礼が行われたと考えられる。そ縄文時代の遺構として、
落ち込みのような浅い土坑や杭跡と考えられる小穴群を検出した
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